
〔
共
同
研
究
〕

頼
瑜
撰
『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
訳
注
（
五
）
︱
巻
第
三
ノ
二
︱

『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
訳
注
研
究
会

は
じ
め
に

『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
は
、
新
義
真
言
教
学
の
祖
と
称
さ
れ
る
中
性
院
俊
音
房
頼
瑜
僧
正
（
一
二
二
六
～
一
三
〇
四
）（
以
下
、

頼
瑜
）
が
、
そ
の
時
々
に
書
き
溜
め
た
記
事
を
集
成
し
た
書
物
で
あ
る
。
そ
の
条
目
は
一
三
二
〇
余
項
に
の
ぼ
り
、
書
名
の
如

く
真
言
密
教
や
仏
教
諸
宗
派
に
関
わ
る
事
項
は
も
と
よ
り
、
頼
瑜
自
身
の
夢
記
や
和
歌
、
さ
ら
に
は
公
家
の
修
法
や
諸
家
と

の
手
紙
、
和
歌
論
や
世
典
に
関
す
る
記
事
な
ど
、
そ
の
内
容
は
多
彩
で
あ
る
。
一
人
の
真
言
僧
侶
に
よ
る
教
理
的
著
作
の
域

を
超
え
、
中
世
に
生
き
た
頼
瑜
の
人
物
像
、
さ
ら
に
は
当
時
の
宗
教
文
化
や
社
会
状
況
ま
で
を
も
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
る

貴
重
な
資
料
と
言
え
よ
う
。

本
書
は
古
来
よ
り
三
〇
巻
・
二
四
巻
・
一
一
巻
な
ど
種
々
の
説
が
あ
り
、
ま
た
写
本
に
よ
っ
て
巻
順
の
移
動
や
内
容
の

増
減
が
著
し
い
。
本
書
は
す
で
に
『
真
言
宗
全
書
』
第
三
七
巻
に
て
、「
高
野
山
南
院
松
永
宥
見
師
蔵
写
本
」
を
底
本
と
し
、

二
七
巻
本
の
体
裁
を
も
っ
て
翻
刻
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
底
本
・
対
校
本
二
本
と
も
に
欠
巻
が
あ
り
、
編
者
自
身
の
言

葉
で
「
後
に
多
数
の
写
本
を
用
い
て
完
璧
を
期
す
べ
き
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
校
訂
テ
キ
ス
ト
と
し
て
未
だ
不
十
分
と
い
え

『類雑集』翻刻〔八〕
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よ
う
。

そ
こ
で
本
研
究
会
は
諸
写
本
を
聚
集
し
、
そ
の
な
か
で
巻
数
の
揃
っ
た
最
も
古
い
写
本
で
あ
る
「
智
積
院
新
文
庫
蔵
本
」

を
底
本
に
定
め
、
順
次
校
訂
本
文
の
作
成
と
訳
注
研
究
を
進
め
て
い
る
。
新
文
庫
本
は
寛
永
一
六
年
（
一
六
三
九
）、
深
識
を

始
め
と
す
る
一
五
名
に
よ
り
書
写
さ
れ
、
智
積
院
第
四
世
元
寿
（
一
五
七
五
～
一
六
四
八
）
の
蔵
書
と
な
っ
て
今
日
ま
で
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
新
文
庫
本
は
、
種
智
院
大
学
本
、
惟
圭
範
海
本
、
東
大
寺
図
書
館
本
、
成
田
山
仏
教
図
書
館
本
、
大
谷

大
学
本
、
智
山
書
庫
本
（
慈
忍
本
）、
智
山
書
庫
本
（
海
応
本
）、
そ
し
て
真
言
宗
全
書
底
本
の
松
永
宥
見
師
蔵
本
な
ど
、
多

く
の
写
本
の
祖
本
に
位
置
す
る
重
要
な
写
本
で
も
あ
る
。

新
文
庫
本
の
書
誌
的
事
項
や
諸
写
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、髙
橋
秀
城「
智
積
院
蔵『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』に
つ
い
て
」

（『
智
山
学
報
』
五
四
・
二
〇
〇
五
年
）、
同
「
頼
瑜
撰
『
真
俗
雑
記
問
答
抄
』
諸
本
概
略
」（
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
『
真
俗

雑
記
問
答
鈔
』
の
翻
刻
・
校
訂
研
究
会
編
『《
頼
瑜
撰
》『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
の
研
究
』
ノ
ン
ブ
ル
社
・
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。

今
回
報
告
す
る
の
は
、
新
文
庫
蔵
本
全
二
五
冊
の
う
ち
、
整
理
番
号
・
新
文
庫
三
一
―
四
―
（
二
五
―
二
三
）
に
相
当
す

る
一
冊
の
後
半
部
分
（
一
〇
丁
表
～
一
八
丁
裏
）
で
あ
る
。
本
書
は
、
外
題
に
「
真
俗
雑
記
」
と
あ
り
、
内
題
は
無
い
が
、
種

智
院
大
学
本
、
東
大
寺
本
な
ど
校
勘
に
用
い
た
諸
写
本
に
お
い
て
古
層
に
位
置
す
る
写
本
に
「
第
三
」
と
あ
り
、
そ
の
他
の

写
本
と
勘
案
し
て
、
本
書
を
「
巻
第
三
」
と
定
め
、
今
回
報
告
す
る
箇
所
を
仮
に
「
巻
第
三
ノ
二
」
と
し
た
。

凡
　
例

一
、
本
稿
は
、
頼
瑜
撰
『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
の
【
本
文
】
に
校
訂
を
加
え
、
条
目
ご
と
に
【
校
勘
】【
訓
読
】【
注
釈
】【
解
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説
】
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、【
本
文
】
は
、
智
積
院
新
文
庫
蔵
本
（
寛
永
一
六
年
〈
一
六
三
九
〉
写
）
を
底
本
と
し
、
次
の
諸
本
に
よ
り
校
訂
を
施
し

た
校
訂
本
文
で
あ
る
。
諸
本
に
付
さ
れ
た
返
点
と
送
り
仮
名
を
も
と
に
、
返
点
と
句
読
点
を
補
い
、
文
意
に
応
じ
て
適

宜
改
行
し
た
。

三
、【
校
勘
】
に
は
、
本
文
に
対
す
る
諸
本
の
差
異
を
示
し
た
。
ま
た
本
文
の
表
記
が
底
本
に
依
ら
な
い
場
合
は
、
そ
の
根

拠
を
記
し
た
。校
合
に
用
い
た
諸
本
の
略
号
と
該
当
箇
所
は
次
の
通
り
。な
お
諸
本
に
記
さ
れ
た
補
入
符
や
傍
注
に
よ

る
本
文
補
訂
は
、

の
よ
う
に
示
し
た
。

W

智
積
院
新
文
庫
蔵
『
真
俗
雑
記
』（
新
文
庫
三
一
―
四
―
（
二
五
―
二
三
）・
一
〇
丁
表
～
一
八
丁
裏
）

_

種
智
院
大
学
蔵
『
真
俗
雑
記
問
答
抄
』
元
自
壱
至
五
（
四
七
丁
裏
～
五
五
丁
裏
）

^

東
大
寺
図
書
館
蔵
『
真
俗
雑
記
』
一
二
三
（
三
六
丁
裏
～
四
二
丁
表
）

]

智
積
院
智
山
書
庫
蔵
『
真
俗
雑
記
』
一
二
三
（
慈
忍
本
）（
智
山
書
庫
二
七
―
四
六
―
二
―
（
一
二
―
一
）・

（
八
〇
丁
裏
～
八
九
丁
裏
）

\

智
積
院
智
山
書
庫
蔵
『
真
俗
雑
記
』（
海
応
本
）（
智
山
書
庫
六
―
一
四
―
（
七
―
一
）・
八
八
丁
表
～
九
四
丁
裏
）

[

種
智
院
大
学
密
教
資
料
研
究
所
長
谷
文
庫
蔵
『
真
俗
雑
記
』
第
一
第
二
第
三
（
七
〇
丁
表
～
七
六
丁
裏
）（『
種
智

院
大
学
密
教
資
料
研
究
所
紀
要
』
第
九
号
・
二
〇
〇
七
年
、Z

対
校
本X

本
と
同
本
）

Z

『
真
言
宗
全
書
』
所
収
『
真
俗
雑
記
問
答
鈔
』
第
一
五
（
高
野
山
南
院
松
永
宥
見
師
蔵
写
本
）（『
真
言
宗
全
書
』
三

七
・
三
一
三
頁
上
～
三
一
八
頁
下
）

ま
たZ

に
付
記
さ
れ
る
次
の
校
訂
本
の
校
異
に
つ
い
て
も
、
底
本
と
比
較
し
て
差
異
を
示
し
た
。

Y

ロ
本
（
高
野
山
正
智
院
蔵
写
本
、Z

対
校
本Y

本
）

底
補

種
注
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四
、【
本
文
】
の
条
目
ご
と
に
適
宜
に
題
名
を
付
け
、
通
番
号
を
付
し
た
。
巻
第
三
ノ
一
に
収
録
さ
れ
る
条
目
は
次
の
通
り
。

五
四
、
今
論
後
得
智
所
縁
事

五
五
、
真
宗
生
住
等
諸
法
常
恒
如
是
生
事

五
六
、
五
種
開
眼
事

五
七
、
神
讃
事

五
八
、
婬
事
用
行
水
事

五
九
、悪
人
死
骸
不
可
置
堂
舍
辺
事

六
〇
、
不
浄
説
法
過
事

六
一
、
釈
論
第
四
末
那
転
中
復
次
釈
配
三
諦
事

六
二
、
三
論
家
悉
有
仏
性
事

六
三
、
華
厳
涅
槃
不
説
識
事

六
四
、
結
集
者
事

六
五
、
仏
性
法
身
隠
顕
事

六
六
、
二
教
論
法
性
身
事

六
七
、
法
華
論
三
仏
菩
提
事

六
八
、
四
種
釈
事

五
、【
本
文
】
の
校
訂
に
際
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
異
体
字
の
類
も
ふ
く
め
て
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
ま
た

略
字
な
ど
も
本
来
の
字
体
に
改
め
た
（
例
：
マ
カ
ビ
ル
サ
ナ
→
摩
訶
毘
盧
遮
那
、
介
→
金
剛
、
圣
→
経
、l

→
菩
薩
）。
ま
た

踊
り
字
も
元
の
字
体
に
改
め
た
。
な
お
中
略
を
意
味
す
る
〇
は
、
そ
の
ま
ま
示
し
た
。

六
、【
訓
読
】
は
、
通
読
の
便
を
考
慮
し
、
文
意
に
応
じ
て
適
宜
改
行
し
、
段
落
を
設
け
た
。
句
読
点
を
施
し
、
漢
字
は
原

則
と
し
て
通
行
の
字
体
を
用
い
、
送
り
仮
名
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
し
た
。
ま
た
校
訂
者
に
よ
る
振
り
仮
名
も
、
歴
史

的
仮
名
遣
い
で
表
記
し
た
。
な
お
傍
注
は
〈
　
〉
に
、
割
注
は
［
　
］
に
記
し
た
。
ま
た
書
名
は
原
則
と
し
て
『
　
』

で
囲
っ
た
。

七
、【
注
釈
】
に
お
け
る
主
要
引
用
文
献
の
略
号
は
次
の
通
り
。

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
→
大
正
、『
卍
続
蔵
経
』
→
卍
続
、『
日
本
大
蔵
経
』
→
日
蔵
、『
弘
法
大
師
全
集
』
→
弘
全

八
、
主
要
参
考
文
献
は
次
の
通
り
。

鈴
木
英
之
『
中
世
学
僧
と
神
道
―
了
誉
聖
冏
の
学
問
と
思
想
』（
勉
誠
出
版
・
二
〇
一
二
年
）

平
井
俊
榮
『
法
華
玄
論
の
注
釈
的
研
究
』（
春
秋
社
・
一
九
八
七
年
）

九
、
本
稿
の
執
筆
担
当
者
は
次
の
通
り
。
各
担
当
箇
所
【
解
説
】
末
尾
の
（
　
）
内
に
執
筆
者
名
を
記
し
た
。
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寺
山
賢
照
（
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
研
究
員
）、
小
林
崇
仁
（
大
正
大
学
非
常
勤
講
師
）

小
崎
良
行
（
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
研
究
生
）、
別
所
弘
淳
（
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
研
究
員
）

な
お
、
全
体
の
編
纂
・
校
正
を
、
小
宮
俊
海
（
研
究
会
代
表
・
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
研
究
員
）、
増
山
賢
俊
（
大
正
大
学

綜
合
仏
教
研
究
所
研
究
員
）、
中
村
賢
識
（
大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
研
究
員
）
も
執
筆
担
当
者
と
共
同
で
行
っ
た
。

訳
注
研
究

五
四
、
今
論
後
得
智
所
縁
事

【
本
文
】今

�
１
�

論
後
得
智
所
縁
事

問
。
相

�
２
�

宗
�
３
�

無
�
４
�

別
�
５
�

智
証
二
平
等
理
証
一
、
後
得
智
縁
二
如
幻
事
法
一
。
然
衆
生
遍

�
６
�

計
分
別
故
未

�
７
�レ

知
二
如
幻
事
一
。
故

�
８
�

六
趣

�
９
�

輪
廻

AC
B

無

レ
窮
也
。
仏
以
二
後
得
俗
縁

AD
B

智

AE
B

一
改
二
妄

AF
B

執
一
而

AG
B

知
二
如

AH
B

幻
事
一
教
也
。
然
今
性
宗
談
二
真
如
縁
起
一
。
故
妄
縁
起

AI
B

皆
衆
生
情
実

AJ
B

。
見
二

法
性
一
是

AK
B

仏
智
也
。
何
以
見
三
衆
生
別
起
二
応
化
用
一
耶
。

答
。
今
宗
又

AL
B

真
如
外
雖
レ
不

AM
B

レ
許
二
有
為
事
法
別

AN
B

体
一
、
以

AO
B

二
後
得
智
一
六
道
輪
廻

AP
B

知
二
真
如
随
縁

AQ
B

差
別
一
也
。
衆
生

AR
B

不
レ
知
二
法
性

縁
起
六
道
一
故
輪
廻
。

故
仏
知
二
真
如
随
縁
四
相
一
教
也
。
故
起
二
後

AS
B

得
応
用
一
也
。
正
体
智
唯
見
二
真
理
一
性
一
不
レ
許
二
六
道
別
一
。
然
真
俗
二
諦
事

理

AT
B

終
又

AU
B

無
レ
違
。
故

AV
B

二
智

AW
B

同

AX
B

縁
二
俗
事
・
証
理
一
。
相
宗
性
相
別
論
故
、
二
智
無
二
二
能

AY
B

一
。
正
智
証
レ
理
俗
智
縁
レ
事
也
。
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【
校
勘
】

（
１
）
今
：]

四
今
、
 \

◯
今
、[

釈
、Z

五
十
二
今
。

（
２
）
相
：[

法
相
。

（
３
）
問
相
宗
～
用
耶
答
：\

な
し
。

（
４
）
無
：[
意
無
。

（
５
）
別
：[

分
別
。

（
６
）
遍
：[

常
遍
。

（
７
）
未
：Z

等
。

（
８
）
故
：[

法
堅
執
之
故
、Y
執
情
実
。

（
９
）
趣
：_

種
。

（
10
）
六
趣
輪
廻
：[

輪
廻
六
道
。

（
11
）
縁
：
 _

な
し
。

（
12
）
俗
縁
智
：[

智
令
衆
生
。

（
13
）
妄
：W
]
[
Z

実
、_

^

に
よ
り
改
む
。

（
14
）
而
：[

な
し
。

（
15
）
如
：]

な
し
、

如
イ
。

（
16
）
妄
縁
起
～
化
用
耶
：[

如
幻
事
法
亦
是
法
性
随
縁
等

流
也
若
爾
者
何
仏
起
後
得
応
用
縁
衆
生
耶
。

（
17
）
情
実
：^

な
し
。

（
18
）
是
：]

Z

見
。

（
19
）
宗
又
：[

論
亦
。

（
20
）
不
：]

な
し
、

不
イ
。

（
21
）
別
：[

之
別
。

（
22
）
以
：[

亦
以
。

（
23
）
六
道
輪
廻
：[

縁
之
。

（
24
）
縁
：[

縁
之
。

（
25
）
也
衆
生
～
相
教
也
：[

故
後
得
智
永
見
六
道
差
別
正

体
智
見
真
理
一
性
。

（
26
）
故
起
後
～
六
道
別
：[

Z

な
し
。

（
27
）
理
：[

理
之
法
故
。

（
28
）
又
：[

亦
。

（
29
）
故
：]

然
故
。

（
30
）
故
二
智
～
事
証
理
：[

な
し
。

（
31
）
同
：_

因
。

（
32
）
無
二
能
：[

永
別
。

慈
注

慈
注
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【
訓
読
】今

�
１
�

論
後

�
２
�

得
智
所
縁
の
事

問
ふ
。
相

�
３
�

宗
は
無

�
４
�

別
智
は
平
等
の
理
証
を
証
し
、
後
得
智
は
如
幻
の
事
法
を
縁
ず
。
然
れ
ど
も
衆
生
は
遍

�
５
�

計
分
別
す
る
が

故
に
未
だ
如
幻
の
事
を
知
ら
ず
。故
に
六
趣
に
輪
廻
す
る
こ
と
窮
ま
り
無
き
な
り
。仏
は
後
得
俗
縁
智
を
以
て
妄
執
を
改
め

而
し
て
如
幻
の
事
を
知
り
て
教
ふ
る
な
り
。然
る
に
今
の
性

�
６
�

宗
は
真

�
７
�

如
縁
起
を
談
ず
。故
に
妄

�
８
�

縁
起
は
皆
な
衆
生
の
情
実
な

り
。
法
性
を
見
る
は
是
れ
仏
智
な
り
。
何
を
以
て
衆
生
別
し
て
応
化
の
用
を
起
こ
す
を
見
る
や
。

答
ふ
。今
の
宗
又
た
真
如
の
外
に
有
為
事
法
の
別
体
を
許
さ
ざ
る
と
雖
も
、後
得
智
を
以
て
六
道
輪
廻
は
真
如
随
縁
の
差

別
と
知
る
な
り
。
衆
生
は
法
性
縁
起
の
六
道
を
知
ら
ざ
る
が
故
に
輪
廻
す
。

故
に
仏
は
真
如
随
縁
の
四

�
９
�

相
を
知
り
て
教
ふ
る
な
り
。故
に
後
得
の
応
用
を
起
こ
す
な
り
。正

AC
B

体
智
は
唯
だ
真
理
の
一
性

を
見
て
六
道
の
別
を
許
さ
ず
。然
れ
ど
も
真
俗
二
諦
の
事
理
終
に
又
た
違
ふ
こ
と
無
し
。故
に
二
智
同
じ
く
俗
事
・
証
理
を

縁
ず
。
相
宗
は
性
相
別
論
な
る
が
故
に
、
二
智
に
二

AD
B

能
無
し
。
正
智
は
理
を
証
し
俗
智
は
事
を
縁
ず
る
な
り
。

【
注
釈
】

（
１
）
今
論
：
筏
提
摩
多
訳
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
四
（
大
正
三
二
・
六
三
一
頁
下
）

（
２
）
後
得
智
：
根
本
無
分
別
智
の
後
に
得
る
智
の
こ
と
。
無
分
別
後
智
、
後
得
無
分
別
智
と
も
い
う
。
根
本
智
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、
平
等
に
即
し
て
一
切
現
象
界
の
差
別
相
を
知
る
は
た
ら
き
の
こ
と
。

（
３
）
相
宗
：
性
相
二
宗
の
う
ち
相
宗
、
す
な
わ
ち
法
相
宗
の
こ
と
。
諸
法
の
性
相
を
分
別
決
判
す
る
宗
と
い
う
意
で
あ
る
。

諸
事
象
の
本
体
は
空
で
あ
る
が
、
識
は
有
で
あ
る
と
し
、
唯
識
を
説
く
。「
諸
法
差
別
の
相
を
説
く
」
た
め
に
法
相
宗

頼瑜撰『真俗雑記問答鈔』訳注（五）―巻第三ノ二―

— 281 —



と
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。

（
４
）
無
別
智
：
根
本
無
分
別
智
の
こ
と
。
も
の
の
本
質
が
平
等
で
差
別
な
き
こ
と
を
直
感
的
に
あ
る
が
ま
ま
に
知
る
智
慧
。

（
５
）
遍
計
分
別
：
虚
妄
分
別
の
こ
と
。
唯
識
が
説
く
三
性
の
一
つ
で
あ
る
遍
計
所
執
性
で
は
、
虚
妄
分
別
に
よ
っ
て
一
切
諸

法
を
考
え
、
実
我
実
法
に
執
着
し
て
し
ま
う
凡
夫
の
状
態
を
示
し
て
い
る
。

（
６
）
性
宗
：
性
相
二
宗
の
う
ち
性
宗
の
こ
と
。
仏
性
宗
、
す
な
わ
ち
悉
有
仏
性
と
し
て
の
法
華
仏
一
乗
の
立
場
を
性
宗
と
称

す
る
場
合
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
文
脈
か
ら
性
相
二
宗
の
う
ち
の
法
性
宗
で
あ
る
三
論
宗
を
指
す
と
解
す
る
。
あ
ら
ゆ

る
も
の
が
そ
れ
自
体
は
空
で
あ
る
と
説
く
。「
法
性
一
味
の
理
を
明
か
す
」
た
め
に
「
法
性
宗
」
と
名
付
け
ら
れ
た
と
い

う
。

（
７
）
真
如
縁
起
：
す
べ
て
の
事
象
は
真
如
を
根
本
的
な
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
生
起
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

（
８
）
妄
縁
起
：
妄
は
虚
妄
の
こ
と
。
衆
生
の
虚
妄
分
別
に
基
づ
く
縁
起
の
間
違
っ
た
見
方
。

（
９
）
四
相
：
四
有
為
相
の
こ
と
。
現
象
世
界
で
の
生
・
住
・
異
・
滅
と
い
う
四
つ
の
存
在
の
あ
り
方
を
指
す
。
あ
ら
ゆ
る

も
の
は
生
じ
、
存
続
し
、
変
わ
り
、
滅
し
て
い
く
の
で
あ
り
、
無
常
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
10
）
正
体
智
：
根
本
無
分
別
智
の
こ
と
。
後
得
智
の
対
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

（
11
）
二
能
：
所
縁
に
対
し
て
正
体
智
な
ら
び
に
後
得
智
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
智
と
し
て
の
は
た
ら
き
の
こ
と
。
慈
行
大
師
志
福

『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
巻
三
（
卍
続
七
三
・
一
一
四
頁
下
）
お
よ
び
 頼
瑜
『
釈
摩
訶
衍
論
開
解
鈔
』
巻
二
〇
（
日
蔵
四

五
・
一
六
一
頁
上
）
に
は
、「
二
智
各
有
二
能
。
一
能
断
惑
、
二
能
証
理
耳
」
と
い
う
文
が
あ
り
、
二
能
と
は
そ
れ
ぞ
れ

断
惑
と
証
理
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

【
解
説
】
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『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
四
に
説
か
れ
る
、
後
得
智
に
つ
い
て
の
条
目
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
性
相
二
宗
の
正
体
智
、
後
得

智
に
関
す
る
解
釈
の
相
違
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

衆
生
は
遍
計
分
別
に
と
ら
わ
れ
て
輪
廻
を
繰
り
返
す
が
、仏
が
後
得
智
に
よ
っ
て
教
え
、こ
れ
を
改
め
る
と
す
る
法
相
宗

の
解
釈
に
対
し
、
真
如
縁
起
を
唱
え
る
法
性
宗
（
三
論
宗
）
で
は
、
衆
生
に
お
け
る
縁
起
と
法
性
の
関
係
を
い
か
に
説
明
す

る
の
か
、
を
問
う
て
い
る
。

こ
の
問
い
に
対
し
て
、
法
性
宗
（
三
論
宗
）
は
、
後
得
智
に
よ
っ
て
六
道
輪
廻
が
真
如
随
縁
の
差
別
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、

仏
は
真
如
随
縁
の
四
相
を
説
く
こ
と
で
、
後
得
智
の
効
用
が
生
ず
る
の
だ
、
と
答
え
て
い
る
。

な
お
、
条
目
名
が
「
今
論
後
得
智
所
縁
事
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
四
で
後
得
智
に
つ
い
て
説

か
れ
る
部
分
は
「
謂
後
得
智
之
所
断
者
、
名
為
二
無
明
一
。
及
正
体
智
之
所
断
者
、
名
為
二
随
相
応
一
」（
大
正
三
二
・
六
三
一
頁

下
）
と
あ
り
、「
所
縁
」
で
は
な
く
「
所
断
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
寺
山
賢
照
）

五
五
、
真
宗
生
住
等
諸
法
常
恒
如
是
生
事

【
本
文
】真

�
１
�

宗
�
２
�

生
住
等
諸

�
３
�

法
常
恒
如

�
４
�レ

是
生
事

問
。
薩

�
５
�

婆
多
又

�
６
�

有
為
諸
法
生

�
７
�

滅
位
謝

�
８
�二

過
去
一
云

�
９
�

、
其
体
是
本
有
也
。
談

AC
B

二
法
体
恒
有
一
故
。
若
爾
与

AD
B

二
真
言
一
何

AE
B

異
耶
。

答
。
彼
雖

AF
B

レ
談
二
法
体
恒
有
一
已

AG
B

滅
色
心
皆
落
二
謝

AH
B

過
去
一
更
不
レ
起
レ
用

AI
B

。
真
言
色
心
皆
常
住
故
、
生
滅
常
恒

AJ
B

。
故
約
二
隠

AK
B

顕
一

論
二
用
起
不
起
一
。
故
雖

AL
B

レ
隠

AM
B

其
体
又

AN
B

顕
故
異
也
。
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【
訓
読
】真

�
１
�

宗
の
生

�
２
�

住
等
は
諸
法
常
恒
に
是
く
の
如
く
生
ず
る
の
事

問
ふ
。
薩

�
３
�

婆
多
は
又
た
有
為
の
諸
法
生
じ
滅
の
位
は
過
去
に
謝

�
４
�

す
と
云
へ
ど
も
、
其
の
体
は
是
れ
本
有
な
り
。
法

�
５
�

体
恒
有

を
談
ず
る
故
な
り
。
若
し
爾
ら
ば
真
言
と
何
ぞ
異
な
る
や
。

答
ふ
。彼
は
法
体
恒
有
と
談
ず
と
雖
も
已

�
６
�

滅
の
色
心
は
皆
な
過
去
に
落
謝
し
て
更
に
用
を
起
さ
ず
。真
言
は
色

�
７
�

心
皆
な
常

【
校
勘
】

（
１
）
真
：]

五
真
、\

◯

真
、Z

五
十
三
真
。

（
２
）
宗
：[

言
。

（
３
）
諸
：[
な
し
。

（
４
）
如
是
生
：[
な
し
。

（
５
）
薩
：Z

娑
。

（
６
）
又
：[

意
。

（
７
）
法
生
：[

已
。

（
８
）
謝
：^

対
。

（
９
）
云
：[

去
。

（
10
）
談
：

談
。

（
11
）
与
：[

者
与
。

（
12
）
何
：[

Z

諸
法
常
恒
何
。

（
13
）
彼
雖
：]

[

雖
彼
。

（
14
）
已
：]

Z

亡
、\

能
、Y

已
、

已
イ
。

（
15
）
謝
：[

謝
干
。

（
16
）
用
：_

な
し
。

（
17
）
恒
：[

恒
也
。

（
18
）
隠
：]

[

陰
、

隠
イ
。

（
19
）
雖
：[

且
雖
。

（
20
）
隠
：]

陰
、

隠
イ
。

（
21
）
又
：[

亦
又
。

底
注

慈
注

慈
注

慈
注
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住
な
る
が
故
に
、
生
滅
も
常
恒
な
り
。
故
に
隠
顕
に
約
し
て
用
の
起
と
不
起
を
論
ず
。
故
に
隠
る
る
と
雖
も
其
の
体
は
又
た

顕
る
る
故
に
異
な
る
な
り
。

【
注
釈
】

（
１
）
真
宗
：
こ
こ
で
は
真
言
宗
の
こ
と
。

（
２
）
生
住
等
：
四
有
為
相
の
生
住
異
滅
の
こ
と
。

（
３
）
薩
婆
多
：（S

a
rv
a
stiv

a
d
in

）
説
一
切
有
部
の
こ
と
。

（
４
）
謝
：
落
謝
の
こ
と
。
ダ
ル
マ
が
現
れ
た
瞬
間
次
の
瞬
間
に
過
去
の
領
域
へ
と
去
る
こ
と
。
謝
と
は
滅
の
意
を
表
す
。

（
５
）
法
体
恒
有
：
有
為
お
よ
び
無
為
の
諸
々
の
ダ
ル
マ
の
本
体
が
、過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
に
わ
た
っ
て
実
在
し
て

い
る
と
い
う
説
の
こ
と
。
説
一
切
有
部
の
根
本
主
張
で
あ
る
。

（
６
）
已
滅
：
す
で
に
滅
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
。

（
７
）
色
心
：
色
法
と
心
法
、
す
な
わ
ち
物
質
と
精
神
の
こ
と
。

【
解
説
】

本
条
目
は
四
有
為
相
の
生
住
異
滅
に
つ
い
て
、
説
一
切
有
部
と
真
言
宗
の
相
違
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

ま
ず
、
説
一
切
有
部
で
は
、
諸
法
が
生
じ
て
滅
す
る
こ
と
を
い
う
が
、
そ
の
諸
法
の
本
体
は
三
世
に
わ
た
り
実
在
し
て
い

る
と
い
う
。
こ
れ
は
真
言
宗
の
諸
法
常
恒
と
ど
う
異
な
る
の
か
、
に
つ
い
て
問
う
て
い
る
。

こ
れ
に
答
え
て
、説
一
切
有
部
で
は
諸
法
の
本
体
が
三
世
に
わ
た
り
存
在
す
る
と
い
う
が
、過
去
へ
と
去
っ
て
し
ま
っ
た

物
質
と
精
神
が
ま
た
作
用
を
お
こ
す
こ
と
は
な
い
。真
言
宗
は
物
質
と
精
神
が
ど
ち
ら
も
常
住
で
あ
る
故
に
、生
滅
も
常
に



あ
る
。故
に
隠
れ
た
り
顕
れ
た
り
と
い
う
こ
と
で
作
用
が
お
こ
っ
た
・
お
こ
ら
な
い
に
つ
い
て
論
ず
る
、と
い
う
点
が
異
な

る
と
述
べ
て
い
る
。

頼
瑜
『
大
日
経
疏
指
心
鈔
』
巻
一
〇
（
大
正
五
九
・
七
一
九
頁
下
）
で
は
、「
問
。
有
為
無
為
各
別
而
言
二
常
有
一
者
、
何
異
二

真
宗
生
住
等
諸
法
常
恒
如
是
生
之
義
一
耶
。
答
。
彼
生
住
等
即
性
仏
・
性
然
体
故
云
二
常
住
一
。
此
十
二
因
縁
生
滅
義
、
無
常

常
有
故
、
猶
如
二
相
続
常
一
也
」
と
、
類
似
し
た
内
容
の
問
答
が
見
ら
れ
る
。

（
寺
山
賢
照
）

五
六
、
五
種
開
眼
事

【
本
文
】五

�
１
�

種
開
眼
事

説�
２
�法

明
眼
論
云
 　
 、
若
讃
二
嘆

�
５
�

仏
菩
薩
像

�
６
�

◯
一
、
必
須
レ
用
二
五
種
開
眼
一
。

其�
７
�五

種
者
、一
入
理
開

�
８
�

眼
。此
約
二
三
乗
権
教
門
一
。当

�
９
�レ

知
。彼
教
非
レ
約

AC
B

二
理
体
一
不
レ
得
レ
見

AD
B

二
仏
性
一
。是
故
諸
経

AE
B

論
中

AF
B

在
々

処
々
欲

AG
B

レ
明
二
真
如
如
来
蔵
性

AH
B

一
、
凝
然
常
住
理

AI
B

事
各
別
。
破
二
事
諸
法
一
、
入
二
理

AJ
B

仏
性
一
、
無
明
煩
悩
一
時
断
破
。
以
二
此
道

理
一
供

AK
B

二
養
仏
像
一
。
仏
眼
即
開
、
○

AL
B

。
　
　
　
。

二
平
等
開
眼
。
此
約
二
仏
性
一
。
妙
体
常
住
不
生
不
滅
。
理

AM
B

事
性
相
遍

AN
B

二
周
法
界
一
故
、
云
三
衆
生
皆
有
二
仏
性
一
。
若
云
三
衆
生

体
有
二
仏
性
一
、
十
界
衆
生
皆
有
二
仏
性
一
。
此
眼

AO
B

開
時
、
始
覚
・
本
覚
平
等
無
レ
別

AP
B

。
○

AQ
B

。
　
       。　

三
絶
想
開

AR
B

眼
。
此
約
二
頓
悟
一
。
南
天
祖
師
以
レ
心
伝
レ
心
。
若

AS
B

断
二
念
想
一
更

AT
B

無
二
煩
悩
一
、
若
見
二
本
心
一
純

AU
B

是
菩
提
。
本

AV
B

無
二

無
明
一
、
本
無
二
煩
悩
一
。
唯

AW
B

是
一
心
、
唯
是
菩
提
。
心
外
無

AX
B

レ
法
、
法

AY
B

外
無
レ
物
、
万
法
唯
心
。
南�Z

�
天
柏
樹
本
無
二
仏
性
一
、
煩
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此
約
下
供
二
養

応
仏
一
開
眼
上

此
約
下
供
二
養

報
仏
一
開
眼
上

（
３
）

太
子

御
作

（
４
）



悩
菩
提
悉
柏
樹
。
若�[

�
有
二
智
人
一
用
二
此
開
眼
一
、
眼

A\
B

目

A]
B

朗
如
二
日
月
明
一レ
天
。
○
。
　
　
　
。

四
円
通
開
眼
。
此
約
二
一
乗
一
。
煩
悩
・
菩
提
一
時
頓
現
、
理

A^
B

事
・
惣
別
同

A_
B

時

A`
B

具
足

Aa
B

。
成
壊
・
始
終
一
時
円
満
。
不
レ
断
二
煩

Ab
B

悩
一
得
二
菩

Ac
B

提
果
一
。
生

Ad
B

住
異
滅
皆

Ae
B

是
一
乗

Af
B

。
若
得
二
一
法
一
随
得
二
多
法
一
。
一
法
多
法
悉
是
仏
眼
矣

Ag
B

。
　
　
　
。

五
種
子
開
眼
。
此
約
二
秘
蔵

Ai
B

一
。
身
印
・
口
誦
・
意
三
摩
地
、
種
子
現
形

Aj
B

、
故

Ak
B

生

Al
B

、
故
用

Am
B

。
法
界
一
体
如
来
秘
号

An
B

。
泥
像
・

木
像
、
堂
塔
・
支
堤
、
人
形
・
馬
形
、
皆
如
来
像
。
四
悪
・
四

Ao
B

洲

Ap
B

、
六

Aq
B

欲
・
梵

Ar
B

王
、
四
禅

As
B

・
無
色
、
無
想
・
那

At
B

含
、
世
智
・

弁
総
、
非
人
・
闡
提
、
仏

Au
B

前
・
仏
後
、
五
逆
・
謗
法
、
妄
語
・
破
誓
、
不
浄
説

Av
B

法
、
貪
・
瞋
・
愚
痴
、
皆
是
曼
荼
羅
焉
。
　
　
　
。

【
校
勘
】
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（
１
）
五
：^

・
五
、]

六
五
、\
○
五
、Z

五
十
四
五
。

（
２
）
太
：_

大
。

（
３
）
説
法
：

鈔
巻
上
十
紙
右
。

（
４
）
御
：_

^

な
し
。

（
５
）
嘆
仏
：W

_
^

莫
仏
、\

仏
、Z

歎
仏
、]

[

に
よ

り
改
む
。

（
６
）
○
：[

な
し
。

（
７
）
其
五
種
者
：]

○
、

其
五
種
者
イ
。

（
８
）
開
眼
：]

[
Z

な
し
。

（
９
）
当
：_

当
当
。

（
10
）
約
：[

な
し
。

（
11
）
見
：]

[

理
体
不
得
、Z

な
し
。

（
12
）
経
：[

教
。

（
13
）
中
：]

○
、

中
在
々
処
々
イ
。

（
14
）
欲
：[

Z

雖
。

（
15
）
性
：\

な
し
。

（
16
）
理
事
：\

事
理
。

（
17
）
理
：W

_
^
Y

な
し
、]

[
Z

に
よ
り
改
む
。

（
18
）
供
：^

a

、

供
。

（
19
）
○
：_

^
]
Z

な
し
、

也
イ
、[

也
。

（
20
）
理
事
性
～
有
仏
性
：\

◯
。

（
21
）
遍
：[
辺
。

真
注

慈
補

慈
補

東
補

慈
補

此
約
下
供
二
養

法
仏
一
開
眼
上

Aw
B

此
通
二
五
智
・

四
身
一
矣

Ax
B

Ah
B

此
通
供
二
養
千

仏
一
三
昧



（
22
）
眼
開
：]

[
Z

開
眼
。

（
23
）
別
：_

明
。

（
24
）
○
：_

[

な
し
。

（
25
）
開
眼
：_

な
し
。

（
26
）
若
：^
な
し
。

（
27
）
更
：_

^
Y

既
、

況
イ
。

（
28
）
純
：_

絶
。

（
29
）
本
無
無
明
：W

_
^
\

な
し
、Y

本
、]
[
Z

に
よ
り

改
む
。

（
30
）
唯
是
一
心
：W

_
^
\

な
し
、]
[
Z

に
よ
り
改
む
。

（
31
）
無
：_

^

無
別
。

（
32
）
法
外
無
物
：W

_
^
\
Y

な
し
、]

[
Z

に
よ
り
改

む
。

（
33
）
南
天
柏
～
悉
柏
樹
：]

○
、

南
天
柏
樹
本
無
仏
性

煩
悩
菩
提
悉
柏
樹
イ
。

（
34
）
若
有
智
～
明
天
○
：\

な
し
。

（
35
）
眼
：]

[

な
し
。

（
36
）
目
：_

用
。

（
37
）
理
事
惣
～
時
円
満
：\

○
。

（
38
）
同
：W
_
^

円
、]

[
Z

に
よ
り
改
む
。

（
39
）
時
：^

明
。

（
40
）
足
：_

毛
。

（
41
）
煩
悩
得
：Z

菩
提
果
◯
、Y

菩
提
果
得
。

（
42
）
菩
提
果
：Z

な
し
。

（
43
）
生
住
異
～
是
一
体
：\

な
し
。

（
44
）
皆
是
：W

是
皆
、_

^
]
[
Z

に
て
改
む
。

（
45
）
乗
：[

Z

体
。

（
46
）
矣
：\

な
し
。

（
47
）
千
：Z

十
。

（
48
）
蔵
：\

a

、

a

。

（
49
）
形
：]

行
、

形
イ
。

（
50
）
故
：^

な
し
、]

在
、

故
イ
。

（
51
）
生
故
：]

生
互
、

故
イ
、[

Z

衆
生
皆
是
。

（
52
）
用
：[

Z

な
し
。

（
53
）
号
：W

_
^
\

な
し
、]

[
Z

に
よ
り
改
む
。

（
54
）
四
：\

四
四
。

（
55
）
洲
：W

州
、[

Z

趣
、_

^
]

に
よ
り
改
む
。

（
56
）
六
欲
：W

\

な
し
、_

^
]
[
Z

に
よ
り
改
む
。

慈
注

慈
注

海
注

慈
注

慈
注

慈
注
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（
57
）
梵
王
：]

煩
悩
、

梵
天
イ
、[

Z

梵
天
。

（
58
）
禅
：]

[
Z

禅
四
。

（
59
）
那
含
世
～
浄
説
法
：\

◯
。

（
60
）
仏
前
仏
後
：]

仏
前
、[

Z

な
し
。

（
61
）
説
：_
^

諸
。

（
62
）
通
：[

Z

約
。

（
63
）
矣
：[

Z

開
眼
。

慈
注
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【
訓
読
】五

種
開
眼
の
事

『
説

�
１
�

法
明
眼
論
』
に
云
く
［
太
子
御
作
］、
若
し
仏
菩
薩
の
像
◯
を
讃
嘆
せ
ば
、
必
ず
須
く
五
種
の
開
眼
を
用
ふ
べ
し
。

其
の
五
種
と
は
、
一
に
は
入
理
開
眼
な
り
。
此
れ
は
三
乗
の
権
教
門
に
約
す
。
当
に
知
る
べ
し
。
彼
の
教
は
理
体
に
約
す

る
に
非
ざ
れ
ば
仏
性
を
見
る
こ
と
を
得
ず
。
是
の
故
に
諸
経
論
中
に
在
々
処
々
に
真
如
如
来
蔵
性
を
明
か
さ
ん
と
欲
す
る

に
、
凝
然
常
住
に
し
て
理
事
各
別
な
り
。
事
の
諸
法
を
破
し
て
、
理
の
仏
性
に
入

�
２
�

る
と
き
、
無
明
煩
悩
一
時
に
断
破
す
。
此

の
道
理
を
以
て
仏
像
を
供
養
す
。
仏
眼
即
開
な
り
、
◯
。［
此
れ
応
仏
を
供
養
す
る
開
眼
に
約
す
］。

二
に
は
平
等
開
眼
な
り
。
此
れ
は
仏
性
に
約
す
。
妙
体
常
住
に
し
て
不
生
不
滅
な
り
。
理
事
性
相
に
し
て
法
界
に
遍
周
す

る
が
故
に
、
衆
生
に
皆
な
仏
性
有
り
と
云
ふ
。
若
し
衆
生
の
体
に
仏
性
有
り
と
云
は
ば
、
十
界
の
衆
生
に
皆
な
仏
性
有
る
べ

し
。
此
の
眼
開
く
時
は
、
始
覚
・
本
覚
平
等
に
し
て
別
無
し
。
◯
。［
此
れ
報
仏
を
供
養
す
る
開
眼
に
約
す
］。

三
に
は
絶
想
開
眼
な
り
。
此
は
頓
悟
に
約
す
。
南

�
３
�

天
の
祖
師
心
を
以
て
心
に
伝
ふ
。
若
し
念
想
を
断
ず
れ
ば
更
に
煩
悩
無

く
、
若
し
本
心
を
見
れ
ば
純
ら
是
れ
菩
提
な
り
。
本
よ
り
無
明
無
く
、
本
よ
り
煩
悩
無
し
。
唯
だ
是
れ
一
心
な
り
、
唯
だ
是

れ
菩
提
な
り
。
心
の
外
に
法
無
く
、
法
の
外
に
物
無
く
、
万
法
唯
心
な
り
。
南

�
４
�

天
の
柏
樹
に
本
よ
り
仏
性
無
く
、
煩
悩
菩
提

悉
く
柏
樹
な
り
。
若
し
智
人
有
り
て
此
の
開
眼
を
用
ふ
れ
ば
、
眼
目
の
朗
ら
か
な
る
こ
と
日
月
天
を
明
か
す
が
如
し
。
◯
。



［
此
れ
法
仏
を
供
養
す
る
開
眼
に
約
す
］。

四
に
は
円
通
開
眼
な
り
。
此
れ
は
一
乗
に
約
す
。
煩
悩
・
菩
提
一
時
に
頓
現
し
て
、
理
事
・
惣
別
同
時
に
具
足
せ
り
。
成

壊
・
始
終
一
時
に
円
満
す
。
煩
悩
を
断
ぜ
ず
し
て
菩
提
の
果
を
得
。
生
住
異
滅
皆
な
是
れ
一
乗
な
り
。
若
し
一
法
を
得
れ
ば

随
ひ
て
多
法
を
得
。
一
法
多
法
悉
く
是
れ
仏
眼
な
り
。［
此
れ
通
じ
て
千
仏
を
供
養
す
る
三
昧
な
り
］。

五
に
は
種
子
開
眼
な
り
。
此
れ
は
秘
蔵
に
約
す
。
身
印
・
口
誦
・
意
三
摩
地
、
種
子
現
形
し
、
故
に
生
じ
、
故
に
用
ふ
る

な
り
。
法
界
一
体
に
し
て
如
来
秘
号
な
り
。
泥
像
・
木
像
、
堂
塔
・
支
堤
、
人
形
・
馬
形
、
皆
な
如
来
の
像
な
り
。
四
悪
・

四
洲
、
六
欲
・
梵
王
、
四
禅
・
無
色
、
無
想
・
那
含
、
世
智
・
弁
総
、
非
人
・
闡
提
、
仏
前
・
仏
後
、
五
逆
・
謗
法
、
妄
語
・

破
誓
、
不
浄
説
法
、
貪
・
瞋
・
愚
痴
、
皆
な
是
れ
曼
荼
羅
な
り
。［
此
れ
五
智
・
四
身
に
通
ず
］。

【
注
釈
】

（
１
）『
説
法
明
眼
論
』：
優
婆
塞
童
円
通
述
『
説
法
明
眼
論
』。
鎌
倉
中
期
頃
に
聖
徳
太
子
に
仮
託
さ
れ
て
撰
述
さ
れ
た
書
物
。

「
優
婆
塞
童
円
通
述
」
と
は
、
聖
徳
太
子
（
五
七
四
～
六
二
二
、
異
説
あ
り
）
の
童
名
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
法
要
の
次
第

に
従
い
、
諸
宗
派
の
教
理
を
全
十
五
品
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
。

本
書
は
特
定
の
宗
派
に
よ
ら
ず
、
諸
経
論
の
文
を
集
め
た
内
容
で
あ
る
た
め
、
各
宗
派
の
立
場
か
ら
各
々
必
要
な
箇

所
を
利
用
し
、
太
子
の
権
威
を
自
ら
に
付
与
で
き
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。
そ
の
た
め
中
世
に
お
い
て
、
太
子
の
真
作

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
宗
派
で
用
い
ら
れ
、
注
釈
書
が
作
成
さ
れ
た
。

な
お
、
本
論
は
『
大
正
蔵
』
に
は
未
収
録
で
あ
り
、
鈴
木
英
之
『
中
世
学
僧
と
神
道
―
了
誉
聖
冏
の
学
問
と
思
想
』（
勉

誠
出
版
・
二
〇
一
二
年
）
に
、
称
名
寺
蔵
・
金
沢
文
庫
保
管
本
（
文
永
五
年
書
写
）
の
翻
刻
が
、
安
東
大
隆
「�
説
法
明
眼

論
�
を
飜
刻
す
る
に
つ
い
て
」（『
別
府
大
学
　
国
語
国
文
学
』
二
四
、
一
九
八
二
年
、
三
七
～
六
二
頁
）
に
は
、「
京
都
寺
町
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蛸
薬
師
前
　
敦
賀
屋
久
兵
衛
刊
版
」
本
の
翻
刻
が
、「
資
料
紹
介
�
説
法
明
眼
論
�
（
本
文
）」（『
同
』
三
〇
、
一
九
八
八

年
、
四
〇
～
八
七
頁
）
に
は
同
本
の
影
印
が
、
そ
れ
ぞ
れ
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
入
る
と
き
：
底
本
の
「
入
ル
ト
キ

」
と
い
う
表
記
に
基
づ
い
て
訓
読
し
た
。

（
３
）
南
天
の
祖
師
：
菩
提
達
磨
（b

o
d
h
i–
d
h
a
rm

a

）（
～
五
二
八
？
）。
中
国
禅
宗
の
祖
。
六
世
紀
初
頭
に
イ
ン
ド
か
ら
中
国
に

渡
り
、
嵩
山
少
林
寺
に
住
し
て
禅
を
広
め
た
。
曹
渓
慧
能
撰
『
六
祖
大
師
法
宝
壇
経
』（
大
正
四
八
・
三
四
九
頁
上
～
中
）

に
「
昔
達
磨
大
師
初
来
二
此
土
一
、
人
未
二
之
信
一
。
故
伝
二
此
衣
一
、
以
為
二
信
体
一
。
代
代
相
承
。
法
則
以
レ
心
伝
レ
心
。
皆

令
二
自
悟
・
自
解
一
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
文
の
南
天
の
祖
師
は
菩
提
達
磨
と
推
測
さ
れ
る
。

（
４
）
南
天
の
柏
樹
：
無
門
慧
開
著
『
無
門
関
』（
大
正
四
八
・
二
七
頁
下
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
庭
前
の
柏
樹
」
の
公
案
の

こ
と
か
。

（
５
）
千
仏
三
昧
：『
説
法
明
眼
論
』
で
は
「
十
仏
三
仏
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

【
解
説
】

本
条
目
で
は
、
優
婆
塞
童
円
通
（
聖
徳
太
子
）
述
『
説
法
明
眼
論
』「
開
眼
品
第
十
」
を
引
用
し
、
五
種
の
開
眼
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
。

「
開
眼
品
第
十
」
で
は
、
仏
菩
薩
の
開
眼
に
つ
い
て
、
①
入
理
開
眼
（
三
乗
権
教
門
）、
②
平
等
開
眼
（
仏
性
）、
③
絶
想

開
眼
（
頓
悟
）、
④
円
通
開
眼
（
一
乗
）、
⑤
種
子
開
眼
（
秘
蔵
）
の
五
種
の
開
眼
が
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
開
眼
に
つ
い
て
、
①
応
仏
、
②
報
仏
、
③
法
仏
、
④
十
仏
三
仏
、
⑤
五
智
四
身
の
開
眼
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

教
説
の
傾
向
を
述
べ
る
に
留
ま
り
、
経
典
か
ら
直
接
的
な
引
用
を
行
う
箇
所
は
少
な
く
、
具
体
的
な
宗
派
名
も
見
ら
れ
な

い
。
鈴
木
英
之
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
聖
徳
太
子
の
述
作
と
い
う
信
憑
性
を
高
め
る
た
め
に
、
太
子
在
世
時
の
日
本
の
仏
教
界
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の
状
況
を
意
識
し
、
計
算
し
た
記
述
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
（
鈴
木
英
之
前
掲
書
・
九
七
～
九
九
頁
）。

本
条
目
の
他
に
も
、
頼
瑜
撰
『
顕
密
問
答
鈔
』
巻
下
に
て
、
頼
瑜
の
師
で
あ
る
木
幡
山
観
音
院
廻
心
房
真
空
（
一
二
〇
四

～
一
二
六
八
）
が
、
聖
徳
太
子
釈
と
し
て
「
開
眼
品
」
を
引
用
し
た
部
分
が
あ
る
（
続
真
全
二
三
、
三
五
頁
上
～
下
）。
こ
こ
で

は
法
相
、
三
論
、
禅
、
一
乗
（
天
台
・
華
厳
）、
真
言
の
各
宗
の
教
理
と
考
え
ら
れ
る
説
が
割
注
に
よ
っ
て
列
挙
さ
れ
る
。
ま

た
『
説
法
明
眼
論
』
で
は
、
供
養
の
対
象
に
よ
る
開
眼
法
の
違
い
を
述
べ
て
お
り
、
教
相
判
釈
の
よ
う
な
意
味
合
い
は
薄
い

が
、『
顕
密
問
答
鈔
』
で
は
、
禅
宗
を
ど
こ
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
教
相
判
釈
と
し
て
、「
開
眼
品
」
を
活
用
し
て
い
る
。

（
寺
山
賢
照
）

五
七
、
神
讃
事

【
本
文
】神

�
１
�

讃
�
２
�

事

同�
３
�論

云
、
其

�
４
�

深
意
者
、
六
天

�
５
�

魔
王
、
歎
二
三
界
衆
生
数

�
６
�

減
�
７
�一

、
廻
二
種
種
方
便
一
、
擬

�
８
�レ

令
三
衆
生
輪
二
廻
六
道
一
。
故
人
発
二
菩

�
９
�

提
心
一
、
修
二
仏
事
一
者

AC
B

、
必
可
レ
出
二
欲

AD
B

界
一
。
出
二
欲

AE
B

界
一
者
必
可

AF
B

レ
減
二
是

AG
B

数
一
。
是

AH
B

以
於
下
修
二
仏
事
一
之
処
上
成
二
其
障
碍
一
。

如
来
悲
二
此
事
一
、
方
便
而
説
レ
無
二
眼
・
耳

AI
B

・
鼻
・
舌
・
身
・
意
一
、
説
レ
無
二
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
一
。
魔
民
聞
二
此

説
一
深
成
二
禁
忌
一
、
自
念
言
。
仏
見

AJ
B

レ
説
レ
無
二
六
根
・
六
識
・
六
境
一
。
而
仏
是
三
達
大
聖
、
不
二
妄
語
一
真
人
也
。
如
来
説

レ
無
二
十
八
界
一
。
吾

AK
B

防

AL
B

二
障
何
物
一
。
作
二
此
念
一
時
、
魔
王
三
業
柔

AM
B

和
退
帰
二
本
居
宮
殿
一
。
此
時
、
善
神
歓
喜
聴
二
受
法
味
一
、

三
宝
、
得
レ
力
。
故

AN
B

守
二
護
施

AO
B

主
一

文
。
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【
校
勘
】

（
１
）
神
：^

・
神
、]

七
神
、\

◯
神
、Z

五
十
六
神
。

（
２
）
讃
：Y

分
読
。

（
３
）
同
論
：

抄
十
九
。

（
４
）
其
深
意
：[
な
し
。

（
５
）
天
：_

大
。

（
６
）
数
：\

な
し
。

（
７
）
減
：W

_
]
\

滅
、^

[
Z

に
よ
り
改
む
。

（
８
）
擬
：[

Z

な
し
。

（
９
）
菩
提
：]

[
Z

善
、

菩
提
イ
。

（
10
）
者
必
可
～
修
仏
事
：\

な
し
。

（
11
）
欲
：_

故
、]

[
Z

三
、

欲
イ
。

（
12
）
欲
：_

故
、]

[
Z

三
、

欲
イ
。

（
13
）
可
減
其
数
：]

[
Z

其
数
可
減
。

（
14
）
是
：Z

其
。

（
15
）
是
以
：[

是
故
、Z

其
故
。

（
16
）
耳
：_

な
し
。

（
17
）
見
：]

[
Z

既
。

（
18
）
吾
：W

_
^

吾
、

各
イ
、]

[
Z

に
よ
り
改
む
。

（
19
）
防
：[

Z

妨
。

（
20
）
柔
：\

弟
等
。

（
21
）
故
：]

所
、

故
イ
。

（
22
）
施
主
：[

Z

行
者
。

真
注

慈
注

慈
注

慈
注

慈
注

慈
注
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【
訓
読
】神

讃
の
事

『
同

�
１
�

論
』
に
云
く
、
其
の
深
意
と
は
、
六

�
２
�

天
の
魔
王
、
三
界
の
衆
生
の
数
減
ず
る
こ
と
を
歎
じ
、
種
種
の
方
便
を
廻
ら
し

て
、
衆
生
を
し
て
六
道
に
輪
廻
せ
し
め
ん
と
擬
す
。
故�

�

よ
り
人
の
菩
提
心
を
発
し
、
仏
事
を
修
す
れ
ば
、
必
ず
欲
界
を
出
づ

べ
し
。
欲

�
３
�

界
を
出
づ
れ
ば
必
ず
是
の
数
を
減
ら
す
べ
し
。
是
れ
を
以
て
仏
事
を
修
す
る
の
処
に
於
い
て
其
の
障
碍
を
成
す
。

如
来
此
の
事
を
悲
し
み
て
、方
便
を
し
て
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
無
し
と
説
き
、色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
無
し
と



説
く
。
魔

�
４
�

民
此
の
説
を
聞
き
て
深
く
禁
忌
を
成
し
て
、
自
ら
念
じ
言
す
。
仏
は
六
根
・
六
識
・
六
境
無
し
と
説
く
と
見
え
た

り
。
而
し
て
仏
は
是
れ
三

�
５
�

達
の
大
聖
、
妄
語
せ
ざ
る
の
真
人
な
り
。
如
来
は
十

�
６
�

八
界
無
し
と
説
き
た
ま
ふ
。
吾
れ
何
物
を
か

防
障
せ
ん
。
此
の
念
を
作
す
時
、
魔
王
の
三
業
柔
和
に
し
て
退
き
て
本
居
の
宮
殿
に
帰
す
。
此
の
時
、
善
神
歓
喜
し
て
法
味

を
聴
受
し
、
三
宝
、
力
を
得
。
故
に
施
主
を
守
護
す
と
文
り

。

【
注
釈
】

（
１
）
神
同
論
：
優
婆
塞
童
円
通
述
『
説
法
明
眼
論
』。
こ
こ
で
は
「
神
分
品
第
十
一
」
を
引
用
し
て
い
る
。

（
２
）
六
天
の
魔
王
：
欲
界
の
第
六
天
で
あ
る
他
化
自
在
天
の
主
の
こ
と
。

（
３
）
欲
界
：
欲
望
の
支
配
す
る
世
界
の
こ
と
。
三
界
の
ひ
と
つ
。
上
は
六
欲
天
、
中
に
は
人
間
の
四
大
洲
、
下
は
八
大
地
獄

に
至
る
世
界
。

（
４
）
魔
民
：
欲
界
の
上
四
天
で
あ
る
魔
界
の
民
衆
の
こ
と
。

（
５
）
三
達
：
三
明
の
こ
と
。
阿
羅
漢
果
を
得
た
聖
者
が
も
つ
と
い
わ
れ
る
三
種
の
超
人
的
な
能
力
で
あ
る
、
宿
命
明
、
天
眼

明
、
漏
尽
明
の
こ
と
。
そ
れ
ぞ
れ
過
去
・
現
在
・
未
来
に
通
ず
る
力
で
あ
る
。

（
６
）
十
八
界
：
人
間
存
在
を
構
成
す
る
十
八
の
要
素
の
こ
と
。
自
己
の
内
面
に
働
く
感
覚
・
知
覚
機
能
を
表
す
六
根
（
①
眼

根
・
②
耳
根
・
③
鼻
根
・
④
舌
根
・
⑤
身
根
・
⑥
意
根
）・
外
界
の
対
象
を
表
す
六
境
（
①
色
境
・
②
声
境
・
③
香
境
・
④
味

境
・
⑤
触
境
・
⑥
法
境
）・
対
象
と
感
覚
・
知
覚
機
能
が
結
び
つ
い
て
お
こ
る
表
象
作
用
を
表
す
六
識
（
①
眼
識
・
②
耳

識
・
③
鼻
識
・
④
舌
識
・
⑤
身
識
・
⑥
意
識
）
で
あ
る
。
根
・
境
・
識
は
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
六
種
に
組
み
合
わ
さ
れ
て

お
り
、
仏
教
で
認
識
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
の
基
礎
と
な
る
。
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【
解
説
】

本
条
目
で
は
『
説
法
明
眼
論
』「
神
分
品
第
十
一
」
を
引
用
し
て
、
善
神
が
仏
法
を
讃
ず
る
事
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

「
神
分
品
第
十
一
」
で
は
、
ま
ず
神
分
に
は
①
勧
清
神
分
、
②
除
障
神
分
、
③
顕
本
神
分
、
④
和
合
神
分
、
⑤
供
養
神
分

の
五
種
が
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
五
種
の
神
分
は
全
て
『
般
若
心
経
』
を
用
い
る
が
、
こ
れ
は
な
ぜ
か
、
と
い
う

問
に
対
し
、
般
若
の
妙
理
に
そ
の
深
心
が
あ
る
と
答
え
る
。
そ
の
深
意
を
説
い
た
部
分
が
、
本
条
目
の
引
用
箇
所
で
あ
る
。

内
容
は
、
仏
道
修
行
を
す
る
衆
生
を
妨
げ
、
六
道
に
輪
廻
さ
せ
よ
う
と
す
る
六
天
の
魔
王
に
対
し
て
、
如
来
は
「
無
眼
耳

鼻
舌
身
意
」「
無
色
声
香
味
触
法
」
と
説
く
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
自
身
が
障
げ
よ
う
と
す
る
も
の
が
空
で
あ
る
と
気
づ
い
た

魔
王
は
本
居
に
退
き
、
善
神
は
こ
れ
を
歓
喜
し
て
、
施
主
を
守
護
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
校
勘
に
使
用
し
た
『
真
言
宗
全
書
』
本
で
は
、
本
条
目
と
、
次
の
条
目
で
あ
る
「
婬
事
用
行
水
事
」
の
記
載
順
番

が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

（
寺
山
賢
照
）

五
八
、
婬
事
用
行
水
事

【
本
文
】婬

�
１
�

事
用
二
行
水
一
事

同�
２
�論

云
、
如
二
凡
夫
見
前
不
浄
一
者
、
食
二
酒
肉
五
辛
一
不
レ
歴

�
３
�レ

宿
、
行
二
婬
欲
一
不
レ
浴

�
４
�二

浄
水
一
。
以

�
５
�レ

是
為
二
不
浄
一
。
此
是

智
者
愚
者
通
用
威
儀
也

�
６
�文
�
７
�。

又
云
、
聖
知

�
８
�

見
浄
不
浄

�
９
�

不
レ
然
。
以
二
愚
痴
一
為
二
不
浄
中
大
不
浄
一

文
。
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又

AC
B

云
、
八
者
自
行
不
浄

AD
B

。
不
レ
行
二
如
来
真
伝
之
性
戒
一
、
徒
持
二
如
来
方
便
之
浅

AE
B

戒

AF
B

一
。
故
自
行
不
浄
也

文

AG
B

。

又
云
、
愚
僧
纔

AH
B

一
食
為
レ
行
、
不
レ
食
二
酒
肉
五
辛
一
、
不
レ
犯

AI
B

二
婬
事

AJ
B

一
。
以
レ
是
謂
レ
足

AK
B

、
偏
三
執

AL
B

有
智
人
持
二
仏
性
大
戒
一
、

謂
二
吾
年
老
戒
臈
勝
一レ
彼
、
望
二
上
高
座
一
。
更
背
二
如
来
本
意

AM
B

一
、
壊
二
衆
生
誓
願
一
也

AN
B

文

AO
B

。
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【
校
勘
】

（
１
）
婬
：^
・
婬
、]

八
婬
、\

○
婬
、Z

五
十
五
婬
。

（
２
）
同
：

同
上
二
十
一
丁
。

（
３
）
歴
：]

暦
、

歴
。

（
４
）
浴
：^

な
し
、

浴
。

（
５
）
以
是
：[

Z

是
以
。

（
６
）
也
：]

Z

な
し
、

也
イ
。

（
７
）
文
：\

な
し
。

（
８
）
知
：Z

智
。

（
９
）
浄
不
：_

な
し
、

浄
不
。

（
10
）
又
：

上
五
五
丁
。

（
11
）
浄
：[

浄
者
。

（
12
）
浅
：]

\
[

儀
。

（
13
）
戒
：[

式
。

（
14
）
文
：\

な
し
。

（
15
）
纔
：_

説
。

（
16
）
犯
：W

_

妃
、^

]
\
[
Z

に
よ
り
改
む
。

（
17
）
事
：]

欲
、

事
イ
。

（
18
）
足
：[

是
、

足
。

（
19
）
執
：[

Z

取
。

（
20
）
意
：^

誓
、

意
。

（
21
）
也
：\

歟
。

（
22
）
文
：_

^

な
し
。 

真
注

慈
注東

補慈
注

東
補

慈
注

慈
補

長
注

東
注

【
訓
読
】婬

事
に
行
水
を
用
ふ
る
事



『
同

�
１
�

論
』
に
云
く
、
凡

�
２
�

夫
見
前
の
不
浄
の
如
き
は
、
酒

�
３
�

肉
�
４
�

五
�
５
�

辛
を
食
し
て
宿
を
歴
ず
、
婬

�
６
�

欲
を
行
じ
て
浄
水
を
浴
び
ず
。
是

れ
を
以
て
不
浄
と
為
す
。
此
れ
は
是
れ
智
者
愚
者
通
用
の
威

�
７
�

儀
な
り
と
文
り

。

又
た
云
く
、
聖

�
８
�

知
見
の
浄
不
浄
は
然
ら
ず
。
愚

�
９
�

痴
を
以
て
不
浄
の
中
の
大
不
浄
と
為
す
と
文
り

。

又
た
云
く
、
八
に
は
自

AC
B

行
不
浄
な
り
。
如
来
真
伝
の
性

AD
B

戒
を
行
ぜ
ず
、
徒
ら
に
如
来
方
便
の
浅

AE
B

戒
を
持
す
。
故
に
自
行
不

浄
な
り
と
文
り

。

又
た
云
く
、
愚
僧
は
纔�

�

か
に
一
食
を
行
と
為
し
、
酒
肉
五
辛
を
食
せ
ず
、
婬
事
を
犯
さ
ず
。
是
れ
を
以
て
足
り
ぬ
と
謂
ひ

て
、有
智
の
人
の
仏

AF
B

性
の
大
戒
を
持
す
る
を
偏
執
し
、吾
れ
年
老
に
し
て
戒

AG
B

臈
も
彼
に
勝
れ
り
と
謂
ひ
て
、上
高
座
を
望
む
。

更
に
如
来
の
本
意
に
背
き
、
衆
生
の
誓
願
を
壊
す
る
な
り
と
文
り

。

【
注
釈
】

（
１
）『
同
論
』：
優
婆
塞
童
円
通
述
『
説
法
明
眼
論
』
の
こ
と
。
円
通
は
聖
徳
太
子
の
童
名
で
、
中
世
に
お
い
て
太
子
に
仮
託

さ
れ
た
書
で
あ
る
。
前
半
は
法
要
の
次
第
に
則
し
て
そ
の
意
義
を
説
き
、
後
半
は
法
報
応
の
三
身
に
つ
い
て
釈
す
。
本

条
目
で
は
、
本
書
「
神
分
品
第
十
一
」
か
ら
四
箇
所
が
引
用
さ
れ
る
。

（
２
）
凡
夫
見
前
：
見
道
を
得
て
聖
者
と
な
る
以
前
の
凡
夫
。
見
道
と
は
修
行
の
階
梯
に
お
い
て
、
四
諦
を
明
確
に
観
察
し
、

見
惑
（
知
的
な
煩
悩
）
を
瞬
時
に
断
つ
段
階
。
初
期
仏
教
で
は
預
流
向
、
大
乗
で
は
初
地
に
あ
た
り
、
こ
れ
以
上
を
聖
者

と
す
る
。

（
３
）
酒
：
穀
物
や
果
実
、
薬
草
な
ど
か
ら
作
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
分
を
含
む
飲
み
物
。
飲
酒
は
五
戒
や
具
足
戒
な
ど
、
出
家
・

在
家
と
も
に
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
中
国
や
日
本
で
重
視
さ
れ
た
伝
鳩
摩
羅
什
訳
『
梵
網
経
』
巻
下
（
大
正
二
四
・
一
〇

〇
五
頁
中
）
に
、
菩
薩
の
十
重
禁
戒
・
四
十
八
軽
戒
を
説
き
、
第
二
軽
戒
と
し
て
「
若
仏
子
、
故
飲
レ
酒
而
生
二
酒
過
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失
一
無
量
。
若
自
身
手
過
二
酒
器
一
与
レ
人
飲
レ
酒
者
、
五
百
世
無
レ
手
。
何
況
自
飲
。
不
レ
得
下
教
二
一
切
人
飲
一
、
及
一
切

衆
生
飲
上
レ
酒
。
況
自
飲
レ
酒
。
若
故
自
飲
教
二
人
飲
一
者
、
犯
二
軽
垢
罪
一
」
を
挙
げ
、
も
し
こ
と
さ
ら
に
自
ら
酒
を
飲

み
、
ま
た
人
に
飲
ま
す
と
、
軽
垢
罪
を
犯
す
と
さ
れ
る
。

（
４
）
肉
：
鳥
獣
魚
な
ど
生
物
の
肉
。
初
期
仏
教
で
は
、
殺
す
所
を
見
な
か
っ
た
肉
、
供
養
の
た
め
に
殺
さ
れ
た
と
聞
か
な

か
っ
た
肉
、自
分
の
た
め
に
殺
さ
れ
た
疑
い
の
な
い
肉
な
ど
を
浄
肉
と
い
い
、こ
れ
ら
を
食
べ
る
こ
と
は
許
さ
れ
た
。

大
乗
で
は
基
本
的
に
肉
食
が
禁
じ
ら
れ
た
。『
梵
網
経
』
巻
下
（
大
正
二
四
・
一
〇
〇
五
頁
中
）
に
は
、
第
三
軽
戒
と
し

て
「
若
仏
子
、
故
食
レ
肉
一
切
肉
不
レ
得
レ
食
。
断
二
大
慈
悲
性
種
子
一
、
一
切
衆
生
見
而
捨
去
。
是
故
一
切
菩
薩
、
不

レ
得
レ
食
二
一
切
衆
生
肉
一
。
食
レ
肉
得
二
無
量
罪
一
。
若
故
食
者
、
犯
二
軽
垢
罪
一
」
を
挙
げ
、
も
し
こ
と
さ
ら
に
肉
を
食

べ
れ
ば
軽
垢
罪
を
犯
す
と
さ
れ
る
。

（
５
）
五
辛
：
五
種
の
辛
み
の
あ
る
野
菜
。
一
般
に
は
葱�

�

、
  薤

�
�
�
�
�、

 韮�
�

、
蒜

�
�
�
�、

薑
�
�
�
�

を
い
  う
。『
梵
網
経
』
巻
下
（
大
正
二
四
・

一
〇
〇
五
頁
中
）
に
は
、
第
四
軽
戒
と
し
て
「
若
仏
子
、
不
レ
得
レ
食
二
五
辛
一
。
大
蒜
・
革
葱
・
慈
葱
・
蘭
葱
・
興
蕖
、

是
五
種
一
切
食
中
不
レ
得
レ
食
。
若
故
食
者
、
犯
二
軽
垢
罪
一
」
を
挙
げ
、
も
し
こ
と
さ
ら
に
五
辛
を
食
べ
れ
ば
軽
垢
罪

を
犯
す
と
さ
れ
る
。

（
６
）
婬
欲
：
性
欲
の
こ
と
。
仏
教
で
は
具
足
戒
に
お
い
て
出
家
者
の
性
交
は
不
婬
戒
と
し
て
厳
禁
さ
れ
、
特
に
比
丘
や
比

丘
尼
が
こ
れ
を
犯
せ
ば
波
羅
夷
罪
と
な
り
、
出
家
集
団
か
ら
追
放
さ
れ
る
重
罪
で
あ
っ
た
。
ま
た
在
家
信
者
に
は
不

邪
婬
戒
と
し
て
夫
婦
間
の
正
常
な
交
わ
り
以
外
が
禁
じ
ら
れ
た
。『
梵
網
経
』
巻
下
（
大
正
二
四
・
一
〇
〇
四
頁
中
～
下
）

に
お
い
て
も
、
第
三
重
戒
と
し
て
「
若
仏
子
、
自
婬
教
二
人
婬
一
、
乃
至
二
一
切
女
人
一
不
レ
得
二
故
婬
一
。
婬
因
・
婬
縁
・

婬
法
・
婬
業
、
乃
至
二
畜
生
女
・
諸
天
鬼
神
女
・
及
非
道
一
行
レ
婬
。
而
菩
薩
応
下
生
二
孝
順
心
一
、
救
二
度
一
切
衆
生
一
、

浄
法
与
上
レ
人
。
而
反
更
起
二
一
切
人
婬
一
、
不
レ
択
二
畜
生
乃
至
・
母
・
女
・
姉
妹
・
六
親
一
、
行
レ
婬
無
二
慈
悲
心
一
者
、
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是
菩
薩
波
羅
夷
罪
」
を
挙
げ
、
婬
事
を
な
せ
ば
波
羅
夷
罪
と
さ
れ
る
。

（
７
）
威
儀
：
規
則
に
か
な
っ
た
正
し
い
行
い
。

（
８
）
聖
知
見
：
聖
智
・
聖
見
を
得
た
聖
者
。
見
道
を
経
て
、
そ
の
上
の
修
道
お
よ
び
無
学
道
に
あ
る
聖
者
。
修
道
と
は
修
惑

（
感
情
的
な
煩
悩
）
を
徐
々
に
断
つ
段
階
で
、
初
期
仏
教
で
は
預
流
果
、
一
来
向
、
一
来
果
、
不
還
向
、
不
還
果
、
阿
羅

漢
向
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
ま
た
無
学
道
は
す
べ
て
の
煩
悩
を
断
じ
た
境
地
で
阿
羅
漢
果
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
ま
た
大
乗

で
は
初
地
以
上
の
菩
薩
を
聖
位
と
す
る
。

（
９
）
愚
痴
：
仏
法
の
道
理
を
知
ら
な
い
こ
と
。
三
毒
煩
悩
（
貪
瞋
痴
）
の
一
つ
。
仏
教
で
い
う
苦
悩
の
根
本
原
因
で
、
無
明

と
同
義
。

（
10
）
自
行
不
浄
：
自
ら
の
修
行
に
お
け
る
汚
れ
。『
説
法
明
眼
論
』
で
は
愚
痴
に
十
種
の
不
浄
が
あ
る
と
し
、
①
身
不
浄
、

②
口
不
浄
、
③
意
不
浄
、
④
行
不
浄
、
⑤
住
不
浄
、
⑥
坐
不
浄
、
⑦
臥
不
浄
、
⑧
自
行
不
浄
、
⑨
化
他
不
浄
、
⑩
所

期
不
浄
を
挙
げ
る
。

（
11
）
性
戒
：
遮
戒
の
対
。
行
為
そ
の
も
の
が
罪
と
な
り
、
そ
れ
を
誡
め
た
戒
。
例
え
ば
不
殺
生
戒
、
不
偸
盜
戒
、
不
邪
淫

戒
、
不
妄
語
戒
な
ど
を
い
う
。

（
12
）
浅
戒
：
浅
戒
の
用
例
は
あ
ま
り
見
な
い
が
、
性
戒
と
対
に
な
り
、
方
便
の
戒
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
遮
戒
を
指
す
と
考

え
ら
れ
る
。遮
戒
は
、そ
れ
自
体
は
罪
で
は
な
い
が
、必
要
に
応
じ
て
仏
が
制
し
た
戒
。例
え
ば
不
飲
酒
戒
な
ど
。唐
・

遁
倫
集
撰
『
瑜
伽
論
記
』
に
「
戒
禁
何
別
。
或
仏
法
所
レ
受
名
レ
戒
、
外
道
所
レ
受
名
レ
禁
。
或
根
本
名
レ
戒
、
方
便
名

レ
禁
。
或
性
戒
名
レ
戒
、
遮
戒
名
レ
禁
」（
大
正
四
二
・
三
五
三
頁
下
）
と
あ
る
。

（
13
）
仏
性
の
大
戒
：
大
乗
仏
教
の
戒
。
大
乗
戒
、
菩
薩
戒
と
も
い
う
。
初
期
仏
教
で
は
、
出
家
者
が
受
持
す
る
具
足
戒
が

規
定
さ
れ
、
出
家
者
と
在
家
者
と
が
厳
密
に
区
別
さ
れ
て
い
た
。
初
期
仏
教
に
対
す
る
革
新
運
動
と
し
て
興
っ
た
大
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乗
仏
教
で
は
、形
式
よ
り
も
動
機
や
心
そ
の
も
の
を
重
視
し
、出
家
・
在
家
に
通
用
す
る
新
た
な
戒
が
規
定
さ
れ
た
。

『
梵
網
経
』
で
は
、
戒
の
本
源
は
一
切
衆
生
が
有
す
る
本
来
清
浄
な
る
仏
性
で
あ
る
と
説
か
れ
、
大
乗
戒
を
仏
性
戒
と

も
称
す
。
ま
た
日
本
の
天
台
宗
で
は
、『
梵
網
経
』
に
説
か
れ
る
大
乗
戒
に
つ
い
て
、『
法
華
経
』
を
円
教
と
す
る
立

場
よ
り
こ
れ
を
円
頓
戒
と
し
て
重
視
し
た
。『
梵
網
経
』
巻
下
（
大
正
二
四
・
一
〇
〇
三
頁
下
）
に
「
金
剛
宝
戒
、
是
一

切
仏
本
源
、
一
切
菩
薩
本
源
、
仏
性
種
子
。
一
切
衆
生
皆
有
二
仏
性
一
。
一
切
意
識
、
色
心
、
是
情
、
是
心
、
皆
入
二

仏
性
戒
中
一
。
当
当
常
有
レ
因
故
、
有
二
当
当
常
住
法
身
一
。
如
レ
是
十
波
羅
提
木
叉
、
出
二
於
世
界
一
。
是
法
戒
、
是
三

世
一
切
衆
生
頂
戴
受
持
。
吾
今
当
下
為
二
此
大
衆
一
重
説
中
十
無
尽
蔵
戒
品
上
。
是
一
切
衆
生
戒
本
源
自
性
清
浄
」
と
あ

る
。

（
14
）
戒
臈
：
具
足
戒
を
受
け
て
か
ら
の
年
数
。
夏
安
居
を
終
え
る
毎
に
一
つ
増
え
る
。

【
解
説
】

『
説
法
明
眼
論
』「
神
分
品
第
十
一
」
か
ら
の
引
用
文
。
不
浄
の
身
を
も
っ
て
『
般
若
心
経
』
を
法
楽
し
た
時
、
諸
神
の
守

護
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
論
じ
た
箇
所
か
ら
、
特
に
「
不
浄
」
に
関
す
る
文
章
を
引
い
て
い
る
。

未
だ
見
道
を
得
て
い
な
い
凡
夫
の
場
合
、
酒
を
飲
み
、
肉
や
五
辛
を
食
べ
て
か
ら
一
晩
経
た
な
い
間
、
あ
る
い
は
婬
事
を

行
っ
た
の
ち
、
浄
水
に
て
沐
浴
を
し
て
い
な
い
間
を
不
浄
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
見
道
を
得
た
聖
者
の
場
合
、
愚
痴
の
あ

る
こ
と
を
不
浄
の
中
の
大
不
浄
と
す
る
。

ま
た
『
明
眼
論
』
に
は
愚
痴
の
十
種
の
不
浄
を
挙
げ
る
が
、
本
条
目
で
は
第
八
の
「
自
行
不
浄
」
を
引
き
、
如
来
の
真
伝

の
性
戒
を
保
た
ず
、
方
便
と
し
て
の
浅
戒
の
み
を
持
す
こ
と
が
自
行
不
浄
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
一
日
一
食
に
て
、
酒
を
飲

ま
ず
、
肉
や
五
辛
を
食
べ
ず
、
婬
欲
も
行
わ
な
い
こ
と
に
満
足
し
、
菩
薩
戒
を
持
す
有
智
の
人
に
慢
心
を
起
こ
す
こ
と
は
、
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む
し
ろ
如
来
の
本
意
に
背
き
、
衆
生
の
誓
願
を
壊
す
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

な
お
、
菩
薩
戒
を
説
く
『
梵
網
経
』
で
は
、
婬
事
は
重
禁
戒
、
飲
酒
・
肉
食
・
五
辛
は
軽
戒
と
さ
れ
る
が
、
本
条
目
に
引

く『
説
法
明
眼
論
』は
こ
れ
ら
の
行
為
を
必
ず
し
も
禁
じ
て
お
ら
ず
、よ
り
精
神
性
を
重
視
す
る
立
場
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

（
小
林
崇
仁
）

五
九
、
悪
人
死
骸
不
可
置
堂
舍
辺
事

【
本
文
】悪

�
１
�

人
死
骸

�
２
�

不
レ
可
レ
置
二
堂
舎

�
３
�

辺
一
事

同�
４
�論

云
、
或
愚
人
死

�
５
�

人
�
６
�

骸
骨

�
７
�

、
置
二
堂
舎
辺
一
、
魔
民

�
８
�

悪
鬼
謂
下
見
二
其
色
一
天
衆
如
レ
愛
レ
花
、
聞

�
９
�レ

香
惋

AC
B

聖
人

AD
B

如
上
レ
薫
二
木

AE
B

香
一
。

是
時
、
悪
鬼

AF
B

得
レ
便
、
作
二
仏
法
障
碍
一
。
因
レ
茲
七
難
諸
国
起
、
仏
法
立
滅
。
此
亦
是

AG
B

愚
痴
不
浄
摂
也
。
但
善
人
骸
骨

AH
B

収
二
浄

堂

AI
B

一
崇
レ
之
、
必
有
下
在

AJ
B

二
仏

AK
B

神
一
守
護

AL
B

上
文

。
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【
校
勘
】

（
１
）
悪
：^

・
悪
、
九
悪
、\

○
悪
、Z

五
十
七
悪
。

（
２
）
骸
：[

骨
、Z

體
。

（
３
）
舎
：[

な
し
。

（
４
）
同
：

同
上
二
十
五
丁
右
。

（
５
）
死
：[

悪
。

（
６
）
人
：[

人
死
。

（
７
）
骨
：]

Z

骼
、[

な
し
。

（
８
）
民
：[

Z

な
し
。

（
９
）
聞
香
惋
～
薫
木
香
：\

○
。

（
10
）
惋
：]

[
Z

悦
。

真
注



（
11
）
人
：^

な
し
。

（
12
）
木
：]

[
Z

栴
檀
。

（
13
）
鬼
：W

_
^
\

な
し
、]

[
Z

に
よ
り
補
う
。

（
14
）
是
：]

\
[
Z

な
し
。

（
15
）
骨
：[
骼
。

（
16
）
堂
：]
[
Z

室
。

（
17
）
在
：[

な
し
。

（
18
）
仏
神
：[

神
仏
。

（
19
）
護
：[

護
也
、

シ
玉
フ
也X

。 

真
注
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【
訓
読
】悪

人
の
死
骸
堂
舎
の
辺
に
置
く
べ
か
ら
ざ
る
事

『
同

�
１
�

論
』
に
云
く
、
或
い
は
愚
人
の
死
人
の
骸
骨
、
堂
舎
の
辺
に
置
か
ば
、
魔
民
悪
鬼
の
其
の
色
を
見
る
こ
と
天
衆
の
花

を
愛
づ
る
が
如
く
、
香
を
聞
き
て
惋�

�

く
こ
と
聖
人
の
木
香
を
薫
ず
る
が
如
し
と
謂
へ
り
。
是
の
時
、
悪
鬼
便
を
得
て
、
仏
法

の
障
碍
を
作
す
。
茲
に
因
り
て
七

�
２
�

難
諸
国
に
起
こ
り
、
仏
法
 立

�
�
�
�
�に

滅
す
。
此
れ
亦
た
是
れ
は
愚
痴
不
浄
の
摂
な
り
。
但
し

善
人
の
骸
骨
は
浄
堂
に
収
め
て
之
れ
を
崇
む
れ
ば
、
必
ず
仏
神
在
り
て
守
護
し
た
ま
ふ
こ
と
有
り
と
文
り

。

【
注
釈
】

（
１
）『
同
論
』：
優
婆
塞
童
円
通
述
『
説
法
明
眼
論
』
の
こ
と
。
本
書
「
神
分
品
第
十
一
」
か
ら
の
引
用
文
。

（
２
）
七
難
：
七
種
の
災
難
。
諸
経
に
よ
っ
て
諸
説
あ
る
が
、
不
空
訳
『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
下
（
大
正
八
・
八

四
三
頁
上
）
に
は
、
衆
生
の
悪
業
に
よ
っ
て
諸
国
に
起
こ
る
災
難
と
し
て
、
①
日
月
失
度
難
、
②
星
辰
失
度
難
、
③
火

難
、
④
水
難
、
⑤
風
難
、
⑥
亢
陽
難
、
⑦
賊
難
を
挙
げ
る
。



【
解
説
】

前
条
目
に
続
い
て
『
説
法
明
眼
論
』「
神
分
品
第
十
一
」
か
ら
の
引
用
文
で
あ
る
。

愚
人
の
死
骸
を
堂
舎
の
近
く
に
置
け
ば
、魔
民
や
悪
鬼
が
こ
れ
を
好
機
と
し
て
仏
法
を
妨
げ
、諸
国
に
七
難
が
起
こ
っ
て

仏
法
が
亡
ん
で
し
ま
う
。
た
だ
し
善
人
の
遺
骸
を
浄
堂
に
収
め
て
崇
め
る
と
、
必
ず
仏
神
の
守
護
が
あ
る
と
説
く
。

（
小
林
崇
仁
）

六
〇
、
不
浄
説
法
過
事

【
本
文
】不

�
１
�

浄
説
法
過

�
２
�

事

又�
３
�云

、
不
浄
説
法
有
二
五
種

�
４
�一

。
一
以
二
有
所
得
心
一
説
二
虚
妄
言

�
５
�一

。
令

�
６
�三

他
発
レ
信

�
７
�

堕
二
悪
道

�
８
�一

故
。
二
不
レ
説

�
９
�二

仏
法
一
。
徒

AC
B

説
二
世
事
一
故
。
三
食
二
酒
肉
五
辛
一
、
犯

AD
B

二
非
婬
正
法

AE
B

一
、
即
身
着

AF
B

二
法
衣
一
、
及
レ
入
二
堂
中
一
。
穢
二
三
宝
一
故
。
四
誹
二
他
有

徳
一
。
讃

AG
B

二
自
無

AH
B

徳
一
故
。
五
不
レ
悟
二
一
乗
一
実
法
一
。
而

AI
B

耽
二
着

AJ
B

権
門
有
相
教
一
故

文
。
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【
校
勘
】

（
１
）
不
：^

・
不
、]

十
不
、\

○
不
、Z

五
十
八
不
。

（
２
）
過
：[

失
。

（
３
）
又
：[

同
論
、

明
眼
論
抄
巻
下
四
紙
右
。

（
４
）
種
：]

[
Z

科
。

（
５
）
言
：[

Z

語
。

（
６
）
令
：_

な
し
、Z

同
。

（
７
）
信
：[
仁
。

（
８
）
道
：[

Z
趣
。

真
注



（
９
）
説
：W

_
^
\

浄
、]

[
Z

に
よ
り
改
む
。

（
10
）
徒
：]

[
Z

な
し
。

（
11
）
犯
：W

_
^
\

愛
、]

[
Z

に
よ
り
改
む
。

（
12
）
法
：]

[
Z

婬
。

（
13
）
着
：^

]
Z

著
。

（
14
）
讃
：[
Z

賛
。

（
15
）
無
：[

无
。

（
16
）
而
：_

^

可
、
─
、

可
イ
、\

再
、[

Z

な
し
。

（
17
）
着
：^

Z

著
。

慈
注
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【
訓
読
】不

浄
説
法
の
過
の
事

又�
１
�た

云
く
、
不
浄
説
法
に
五
種
有
り
。
一
に
は
有

�
２
�

所
得
の
心
を
以
て
虚
妄
の
言
を
説
く
。
他
を
し
て
信
を
発
し
て
悪
道
に

堕
せ
し
む
る
が
故
に
。
二
に
は
仏
法
を
説
か
ず
。
徒
ら
に
世
事
を
説
く
が
故
に
。
三
に
は
酒
肉
五
辛
を
食
し
、
非
婬
正
法
を

犯
し
て
、
即
ち
身
に
法
衣
を
着
て
、
堂
中
に
入
る
に
及
ぶ
。
三
宝
を
穢
る
る
が
故
に
。
四
に
は
他
の
有
徳
を
誹
る
。
自
ら
の

無
徳
を
讃
む
る
が
故
に
。
五
に
は
一
乗
一
実
の
法
を
悟
ら
ず
。
而
し
て
権

�
３
�

門
有
相
の
教
に
耽
着
す
る
が
故
に
と
文
り

。

【
注
釈
】

（
１
）
又
た
云
く
：
優
婆
塞
童
円
通
述
『
説
法
明
眼
論
』
の
所
説
。
本
書
「
釈
法
身
品
第
十
三
」
か
ら
の
引
用
文
。

（
２
）
有
所
得
：
分
別
す
る
こ
と
、
執
着
す
る
こ
と
。
高
信
編
『
栂
尾
明
恵
上
人
遺
訓
』
に
「
亡
者
の
為
に
懇
な
る
作
善
を

な
せ
共
、
或
は
名
聞
利
養
有
所
得
に
心
移
て
、
不
信
の
施
を
す
れ
ば
、
功
徳
な
く
し
て
只
労
し
て
功
な
し
」（
日
古
八

三
・
六
四
頁
）、
無
住
編
『
沙
石
集
』
巻
六
「
有
所
得
説
法
事
」
に
「
世
間
ノ
人
ハ
、
有
所
得
ト
云
ハ
、
布
施
ヲ
望
テ

ス
ル
説
法
ト
思
ヘ
リ
。
然
ニ
経
ノ
中
ニ
ハ
、
諸
法
実
相
ヲ
不
レ
知
シ
テ
、
有
為
ノ
法
ヲ
説
テ
、
無
相
ノ
理
ヲ
不
レ
説
ハ
、



邪
命
ノ
説
法
也
。
無
所
得
ノ
道
理
ヲ
不
レ
説
故
ニ
、
有
所
得
ト
云
ヘ
リ
」（
日
古
八
五
・
二
八
六
頁
）
と
あ
る
。

（
３
）
権
門
有
相
：
三
乗
教
と
小
乗
教
の
こ
と
。

【
解
説
】

『
説
法
明
眼
論
』「
釈
法
身
品
第
十
三
」
か
ら
の
引
用
文
で
あ
る
。
当
該
箇
所
は
、
行
者
の
犯
す
重
罪
に
つ
い
て
、
①
不
浄

修
善
罪
、
②
不
浄
説
法
罪
、
③
五
逆
罪
、
④
謗
法
罪
、
⑤
無
信
罪
を
挙
げ
る
う
ち
、
不
浄
説
法
罪
に
つ
い
て
説
明
し
た
一
節

で
あ
る
。
五
つ
の
重
罪
の
う
ち
、
後
の
三
つ
は
発
心
・
懺
悔
す
れ
ば
成
仏
し
得
る
が
、
不
浄
修
善
罪
と
不
浄
説
法
罪
は
、
成

仏
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
最
も
重
い
罪
で
あ
る
と
い
う
。

本
条
目
の
引
用
文
に
よ
れ
ば
、
不
浄
説
法
に
は
五
種
類
が
あ
り
、
一
に
分
別
や
執
着
を
も
っ
て
虚
妄
を
説
く
こ
と
、
二
に

仏
法
を
説
か
な
い
こ
と
、三
に
酒
肉
五
辛
を
食
し
婬
欲
を
犯
し
て
法
衣
を
着
け
て
堂
中
に
入
る
こ
と
、四
に
他
人
の
有
徳
を

誹
謗
す
る
こ
と
、
五
に
一
乗
教
を
悟
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
る
。

な
お
『
説
法
明
眼
論
』
と
同
時
代
に
成
立
し
た
『
栂
尾
明
恵
上
人
遺
訓
』
や
『
沙
石
集
』
に
も
、
有
所
得
の
心
に
よ
る
説

法
や
作
善
を
誡
め
る
一
節
が
見
え
る
。

（
小
林
崇
仁
）

六
一
、
釈
論
第
四
末
那
転
中
復
次
釈
配
三
諦
事

【
本
文
】釈

�
１
�

論
第

�
２
�

四
�
３
�

末
那
転
中
復
次
釈
配
二
三
諦
一
事
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抄�
４
�云

、
初
至
二
皆
是
幻
化
一
則
是
俗
諦
。
次
之
二
句
則

�
５
�

是
真
諦
。
後

�
６
�

之
四
句
即
第
一
義
諦
。
上
言
二
寂
滅
一
即
非
有
義
、
下

云�
７
�二

亦
寂

�
８
�

滅
一
即
非
空
義

文
。

私
案

�
９
�

、
上

AC
B

言

AD
B

二
寂
滅
一
者

AE
B

終
一
句
初
二
字
也
。
為
二
非
有
義
一
者
、
後

AF
B

四
句
中
初

AG
B

二
句
者

AH
B

、
滅
二
前
真
諦
空
義
一
故
還
有
義
也
。

第
三
句
寂
滅
故
唱
二
前
有
義
一
。
故
次

AI
B

寂
滅

AJ
B

二
言
空
レ
彼
故
非
有
義
也
。
亦
寂
滅
言
滅
二
前
空
義
一
故
非
空
義
也

AK
B

。

疏
意
、
自
性
空
故

AL
B

決

AM
B

定

AN
B

寂
滅
二
句

AO
B

属
二
真
諦
一
。
転
二
釈
前
自
性
空
義
一
釈
二
成
真
空
義
一
也
。
故
此
師
意
、
上
寂
滅
為
二
非
空

義
一
、
下
亦
寂

AP
B

滅
為
二
非
有
義
一
也
。

由
如
二
空
空

AQ
B

一
故
属
二
真
諦
一
者
、
述

AR
B

二
別
義
一
寂
滅
亦
寂
滅
為

AS
B

二
真
諦
一
之
義
也
。
同

AT
B

記

AU
B

唯

AV
B

為
二
真
諦
一
也
。
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【
校
勘
】

（
１
）
釈
：^

・
釈
、
十
一
釈
、\
○
釈
、Z

五
十
九
釈
。

（
２
）
第
：[

な
し
。

（
３
）
四
：

廿
四
右
ウ
、[

な
し
。

（
４
）
抄
：_

鈔
。

（
５
）
則
：]

別
、

則
イ
。

（
６
）
後
：[

后
。

（
７
）
云
：[

言
。

（
８
）
寂
滅
：Z

○
。

（
９
）
案
：_

^

安
、]

Z

案
云
、\

案
云

云
云
、[

按
。

（
10
）
上
言
寂
～
真
諦
也
：\

な
し
。

（
11
）
言
：[

な
し
。

（
12
）
者
：]

有
。

（
13
）
後
：[

后
。

（
14
）
初
：_

な
し
。

（
15
）
者
：_

^

な
し
。

（
16
）
次
：]

[

な
し
。

（
17
）
二
：Z

三
。

（
18
）
也
：[

也
又
。

（
19
）
故
：]

[

故
取
。

（
20
）
決
：_

^
]
[
Z

次
。

（
21
）
定
：_

[

な
し
、

定
。

種
注

慈
注

種
注



（
22
）
句
：[

言
。

（
23
）
寂
：]

な
し
、

寂
イ
。

（
24
）
空
：[

な
し
。

（
25
）
述
：_
迷
。

（
26
）
為
：_
な
し
。

（
27
）
同
：^

因
、[

な
し
。

（
28
）
記
：W

_
^
]
Z

起
、[

な
し
、
普
観
述
『
釈
摩
訶
衍

論
記
』
の
書
名
に
よ
り
改
む
。

（
29
）
唯
為
真
諦
也
：[

な
し
。

慈
補
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【
訓
読
】『

釈
�
１
�

論
』
第

�
２
�

四
末
那
転
中
の
復

�
３
�

た
次
に
を
釈
し
て
三

�
４
�

諦
を
配
す
る
事

『
抄

�
５
�

』に
云
く
、初

�
６
�

め
よ
り
皆
な
是
れ
幻
化
な
り
に
至
る
は
則
ち
是
れ
俗
諦
な
り
。次

�
７
�

の
二
句
は
則
ち
是
れ
真
諦
な
り
。後

�
８
�

の
四
句
は
即
ち
第
一
義
諦
な
り
。上
に
寂
滅
と
言
ふ
は
即
ち
非
有
の
義
、下
に
亦
た
寂
滅
な
り
と
云
ふ
は
即
ち
非
空
の
義
な

り
と
文
り

。

私
に
案
ず
る
に
、
上
に
寂
滅
と
言
ふ
と
は
終
は
り
の
一
句
の
初
め
の
二
字
な
り
。
非
有
の
義
と
為
す
と
は
、
後
の
四
句
の

中
に
初
め
の
二
句
は
、前
の
真
諦
の
空
の
義
を
滅
す
る
が
故
に
還
っ
て
有
の
義
な
り
。第
三
句
の
寂
滅
の
故
に
は
前
の
有
の

義
を
唱
ふ
。故
に
次
の
寂
滅
の
二
言
は
彼
を
空
ず
る
が
故
に
非
有
の
義
な
り
。亦
た
寂
滅
な
り
の
言
は
前
の
空
の
義
を
滅
す

る
が
故
に
非
空
の
義
な
り
。

『
疏

�
９
�

』
の
意
は
、
自
性
空
の
故
に
決
定
寂
滅
な
り
の
二
句
は
真
諦
に
属
す
。
前
の
自
性
空
の
義
を
転
釈
し
て
真
空
の
義
を

釈
成
す
る
な
り
。故
に
此

AC
B

の
師
の
意
は
、上
の
寂
滅
を
非
空
の
義
と
為
し
、下
の
亦
た
寂
滅
な
り
を
非
有
の
義
と
為
す
な
り
。

由�
　

AD
Bほ

空
空
の
如
き
が
故
に
真
諦
に
属
す
と
は
、
別
の
義
を
述
べ
て
寂
滅
も
亦
た
寂
滅
な
り
を
真
諦
と
為
す
の
義
な
り
。

『
同

AE
B

記
』
も
唯
だ
真
諦
と
為
す
な
り
。



【
注
釈
】

（
１
）『
釈
論
』：
筏
提
摩
多
訳
『
釈
摩
訶
衍
論
』（
大
正
三
二
）
の
こ
と
。
真
諦
訳
『
大
乗
起
信
論
』（
大
正
三
二
）
の
注
釈
書
。

（
２
）
第
四
末
那
転
：『
釈
論
』
巻
第
四
に
て
、
末
那
転
つ
ま
り
意
（m

a
n
a
s

）
の
転
変
（
活
動
）
に
つ
い
て
述
べ
た
箇

所
。『
起
信
論
』
に
は
「
復
次
、
生
滅
因
縁
者
、
所
レ

謂
衆
生
、
依
レ

心
意
意
識
転
故
。
此
義
云
何
。
以
下

依
二

阿

梨
耶
識
一
説
上
レ
有
二
無
明
一
。
不
覚
而
起
、
能
見
、
能
現
、
能
取
二
境
界
一
、
起
レ
念
相
続
故
説
為
レ
意
。
此
意
復
有
二
五

種
名
一
。
云
何
為
レ
五
。
一
者
名
為
二
業
識
一
、
謂
無
明
力
不
覚
心
動
故
。
二
者
名
為
二
転
識
一
、
依
二
於
動
心
一
能
見

相
故
。
三
者
名
為
二
現
識
一
、
所
レ
謂
能
現
二
一
切
境
界
一
。
猶
如
三
明
鏡
現
二
於
色
像
一
、
現
識
亦
爾
、
随
其
五
塵
対
至
、

即
現
無
レ
有
二
前
後
一
、
以
二
一
切
時
任
運
而
起
常
在
一レ
前
故
。
四
者
名
為
二
智
識
一
、
謂
分
二
別
染
浄
法
一
故
。
五
者

名
為
二
相
続
識
一
、
以
二
念
相
応
不
一レ
断
故
、
住
二‑持
過
去
無
量
世
等
善
悪
之
業
一
、
令
レ
不
レ
失
故
」（
大
正
三
二
・
五
七

七
頁
中
）
と
あ
り
、
阿
梨
耶
識
の
機
能
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
こ
こ
で
「
生
滅
の
因
縁
と
は
、
謂
ふ
所
は
衆
生
な
り
、

心
に
依
り
て
意
と
意
識
が
転�

�

る
が
故
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
迷
い
の
生
滅
を
起
す
原
因
に
つ
い
て
、
心
（
阿
梨
耶
識
）

を
依
り
拠
と
し
て
意
と
意
識
が
活
動
す
る
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
不
覚
ゆ
え
に
心
が
動
き
（
業
識
）、
対
象
を
見
て
（
転

識
）、
そ
れ
を
現
し
（
現
識
）、
分
別
し
て
（
智
識
）、
そ
れ
に
対
す
る
念
を
起
し
て
持
続
す
る
（
相
続
識
）
と
し
、
こ
う

し
た
一
連
の
心
の
活
動
を
五
つ
の
「
意
」
と
捉
え
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
四
は
「
先
説
二
末

那
転
一
、
後
説
二
意
識
転
一
」（
大
正
三
二
・
六
二
九
頁
中
）
と
し
、
ま
ず
末
那
の
転
変
（
五
つ
の
意
の
活
動
）
に
関
し
て
議

論
を
深
め
て
い
る
。

（
３
）
復
た
次
に
：『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
四
に
て
末
那
転
を
解
釈
す
る
一
節
。
本
書
に
「
復
次
、
為
レ
欲
レ
顕
下‑示
阿
梨
耶
識

非
二
定
阿
梨
耶
一
、
末
那
非
二
定
末
那
一
、
意
識
非
二
定
意
識
一
、
以
レ
無
レ
定
故
。
蔵
識
末
那
、
末
那
蔵
識
。
意
識
蔵
識
、
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蔵
識
意
識
。
亦
皆
蔵
識
、
皆
是
末
那
、
皆
是
意
識
。
亦
復
皆
非
。
如
レ
是
無
レ
定
故
、
皆
是
無
レ
常
。
無
レ
常
故
非
二
真

実
一
。
非
二
真
実
一
故
皆
是
幻
化
。
以
二
幻
化
一
故
、
自
性
空
無
。
自
性
空
故
、
決
定
寂
滅
。
寂
滅
故
、
寂
滅
亦
寂
滅
上
故
」

（
大
正
三
二
・
六
三
〇
頁
上
）
と
あ
り
、
阿
頼
耶
識
と
末
那
と
意
識
は
個
別
固
定
的
で
な
く
、
幻
化
で
あ
り
、
空
で
あ
り
、

寂
滅
で
あ
る
と
す
る
。

（
４
）
三
諦
：
真
俗
二
諦
説
を
天
台
智
顗
が
三
観
思
想
に
よ
っ
て
展
開
さ
せ
た
空
仮
中
の
三
諦
を
い
う
。
あ
ら
ゆ
る
存
在
は

実
体
の
な
い
空
で
あ
る
と
す
る
空
諦
（
真
諦
）、
実
体
は
な
い
が
縁
起
に
よ
る
仮
の
存
在
と
み
な
す
仮
諦
（
俗
諦
）、
空

諦
・
仮
諦
の
い
ず
れ
に
も
偏
ら
な
い
中
諦
（
第
一
義
諦
）
の
三
つ
。

（
５
）『
抄
』：
遼
・
慈
行
大
師
志
福
撰
『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
の
こ
と
。
略
し
て
『
通
玄
鈔
』『
慈
行
鈔
』『
釈
論
鈔
』
な

ど
。
法
悟
の
『
賛
玄
疏
』、
普
観
の
『
釈
論
記
』
と
と
も
に
、
釈
論
三
師
疏
と
称
さ
れ
、
東
密
の
学
匠
が
『
釈
論
』
を

講
ず
る
と
き
に
依
用
す
る
こ
と
が
多
い
。
本
書
巻
第
三
に
「
復
次
為
レ
欲
至
二
亦
寂
滅
一
者
大
分
為
レ
二
。
初
破
二
権
局

名
一
、
後
以
レ
無
下
立
二
実
通
号
一
。
於
レ
中
分
レ
三
。
即
是
三
諦
。
初
至
二
皆
是
幻
化
一
則
是
俗
諦
、
次
之
二
句
則
是
真
諦
、

後
之
四
句
即
第
一
義
諦
。
上
言
二
寂
滅
一
即
非
有
義
、
下
云
二
亦
寂
滅
一
即
非
空
義
。
由
如
二
空
空
一
故
属
二
真
諦
一
」（
卍

続
四
六
・
一
四
二
頁
上
）
と
あ
る
。

（
６
）
初
め
よ
り
皆
な
是
れ
幻
化
な
り
に
至
る
：
注
釈
３
の
う
ち
、「
復
次
」
か
ら
「
皆
是
幻
化
」
ま
で
を
指
す
。

（
７
）
次
の
二
句
：
注
釈
（
３
）
の
う
ち
、「
以
二
幻
化
一
故
、
自
性
空
無
」
を
指
す
。

（
８
）
後
の
四
句
：
注
釈
（
３
）
の
う
ち
、「
自
性
空
故
、
決
定
寂
滅
。
寂
滅
故
、
寂
滅
亦
寂
滅
」
を
指
す
。

（
９
）『
疏
』：
宋
・
通
法
大
師
法
悟
撰
『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』
の
こ
と
。
略
し
て
『
賛
玄
疏
』『
通
法
疏
』『
釈
論
疏
』
な

ど
。
本
書
巻
第
四
に
「
復
次
至
二
亦
寂
滅
一
。
釈
曰
、
後
契
性
融
払
有
レ
二
、
初
解
義
。
通
以
二
七
門
一
融
二
払
三
法
一
。
三

法
即
是
蔵
意
意
識
。
言
二
七
門
一
者
、
一
無
定
門
、
曲
含
二
四
種
一
、
一
総
非
二
三
定
一
、
二
本
末
互
通
、
三
互
得
二
三
名
一
、
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四
三
名
皆
払
。
二
無
常
門
、
如
レ
是
無
レ
定
故
皆
是
無
レ
常
。
三
非
実
門
、
四
幻
化
門
、
五
性
空
門
、
六
寂
滅
門
、
七

絶
跡
門
、
如
レ
文
可
レ
見
。
或
以
二
七
門
一
摂
為
二
三
諦
一
。
前
之
四
門
即
為
二
俗
諦
一
、
第
五
六
門
即
為
二
真
諦
一
、
後

之
一
門
第
一
義
諦
。
於
レ
義
亦
通
」（
卍
続
四
五
・
八
九
〇
頁
中
）
と
あ
る
。

（
10
）
此
師
：
法
悟
の
こ
と
。『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』
の
撰
者
。

（
11
）
由
ほ
空
空
の
如
き
が
故
に
真
諦
に
属
す
：
注
釈
５
に
挙
げ
た
『
通
玄
鈔
』
の
最
終
節
。

（
12
）『
同
記
』：
宋
・
無
際
大
師
普
観
述
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
の
こ
と
。
略
し
て
『
普
観
記
』『
釈
論
記
』
な
ど
。
本
書
巻
第

四
に
「
二
如
レ
是
下
帰
二
二
諦
中
一
、
初
彰
二
俗
諦
一
。
謂
二
無
定
一
即
是
移
転
苦
相
、
無
常
以
表
二
遷
流
行
相
一
。
非
二
真

実
一
故
無
二
実
我
相
一
、
皆
幻
化
故
染
二
妄
空
相
一
。
如
是
諸
識
由
二
斯
等
相
一
相
待
無
レ
定
、
皆
俗
諦
摂
。
以
レ
幻
下
顕
二

真
諦
一
。
謂
由
二
幻
空
一
顕
二
出
真
空
一
、
即
空
解
脱
。
由
二
性
空
一
故
本
来
寂
滅
、
無
レ
所
レ
可
レ
取
、
無
相
解
脱
。
寂
滅

亦
寂
滅
常
寂
之
相
。亦
即
不
レ
存
故
無
レ
所
レ
求
、無
願
解
脱
。由
二
三
空
門
一
顕
二
示
諸
識
自
性
全
真
一
、皆
真
諦
摂
」（
卍

続
四
六
・
八
〇
頁
中
）
と
あ
る
。

【
解
説
】

遼
の
志
福
が
撰
し
た
『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
か
ら
の
引
用
文
を
挙
げ
、
こ
れ
に
関
す
る
私
案
を
述
べ
て
い
る
。

『
釈
論
』巻
第
四
の
末
那
転
（
意
の
活
動
）
に
関
す
る
問
答
の
な
か
で
、阿
梨
耶
識
・
末
那
・
意
識
は
個
別
固
定
的
で
な
く
、

幻
化
で
あ
り
、
空
で
あ
り
、
寂
滅
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
一
節
に
つ
い
て
、『
通
玄
鈔
』
は
こ
れ
を
三
諦
に
配
し
て
解
釈
す

る
。
つ
ま
り
注
釈
３
に
挙
げ
た
『
釈
論
』
の
本
文
の
う
ち
、「
復
次
」
か
ら
「
皆
是
幻
化
」
ま
で
を
俗
諦
、「
以
二
幻
化
一
故
、

自
性
空
無
」（「
次
之
二
句
」）
を
真
諦
、「
自
性
空
故
、
決
定
寂
滅
。
寂
滅
故
、
寂寂
滅寂
亦
寂
滅
」（「
後
之
四
句
」、
傍
点
筆
者
）
を

第
一
義
諦
に
配
し
、
上
の
「
寂
滅
」
を
非
有
の
義
、
下
の
「
亦
寂
滅
」
を
非
空
の
義
に
当
て
る
。
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こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
上
の
「
寂
滅
」
の
箇
所
で
あ
る
。
つ
ま
り
右
に
挙
げ
た
「
後
之
四
句
」
の
中
に
「
寂
滅
」
は

四
箇
所
あ
り
、
い
ず
れ
に
相
当
す
る
か
明
確
で
な
い
。
そ
こ
で
頼
瑜
は
上
の
「
寂
滅
」
と
は
、
傍
点
を
付
し
た
三
番
目
の
「
寂

滅
」
を
指
す
と
解
釈
し
て
い
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、「
後
之
四
句
」
の
う
ち
の
初
め
の
二
句
の
「
自
性
空
故
、
決
定
寂
滅
」
は
、
前
の
句
の
真
諦
の
空
の

義
を
滅
し
て
い
る
か
ら
、
む
し
ろ
有
の
義
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
三
句
目
の
「
寂
滅
故
」
は
有
の
義
、
四
句
目
最

初
の
「
寂
滅
」
が
非
有
の
義
、
四
句
目
最
後
の
「
亦
寂
滅
」
が
非
空
の
義
と
な
る
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
頼
瑜
は
、志
福
と
同
時
代
の
宋
の
法
悟
が
撰
し
た『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』の
解
釈
に
も
言
及
す
る
。つ
ま
り『
通

玄
鈔
』
が
「
自
性
空
故
、
決
定
寂
滅
」
を
第
一
義
諦
に
配
す
の
に
対
し
、『
賛
玄
疏
』
は
こ
れ
を
真
諦
に
含
め
る
こ
と
か
ら
、

『
賛
玄
疏
』
は
逆
に
四
句
目
最
初
の
「
寂
滅
」
を
非
空
の
義
、
四
句
目
最
後
の
「
亦
寂
滅
」
を
非
有
の
義
に
釈
す
と
見
る
。

ま
た
頼
瑜
は
、『
通
玄
鈔
』
の
「
由
如
二
空
空
一
故
属
二
真
諦
一
」
の
一
文
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
最
終
句
の
「
寂
滅
亦
寂
滅
」

を
第
一
義
諦
で
な
く
、
真
諦
に
配
す
る
別
の
義
を
述
べ
た
も
の
と
の
見
解
を
示
す
。
さ
ら
に
宋
の
普
観
が
述
し
た
『
釈
摩
訶

衍
論
記
』
も
同
様
に
、
最
終
句
を
真
諦
に
配
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

な
お
頼
瑜
は
『
釈
摩
訶
衍
論
開
解
鈔
』（
日
蔵
四
五
・
一
三
五
頁
下
～
一
三
六
頁
上
）
に
お
い
て
も
、『
通
玄
鈔
』『
賛
玄
疏
』

『
釈
論
記
』
の
三
書
、
い
わ
ゆ
る
釈
論
三
師
疏
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
解
釈
に
は
必
ず
し
も
賛
同
し
て
い
な
い
。

一
方
、
東
寺
の
頼
宝
（
一
二
七
九
～
一
三
三
〇
）
は
『
釈
摩
訶
衍
論
勘
注
』（
大
正
六
九
・
七
三
〇
頁
上
～
中
）
に
て
、『
賛
玄
疏
』

と
『
通
玄
鈔
』
を
挙
げ
、『
賛
玄
疏
』
が
勝
義
で
あ
ろ
う
か
と
し
て
い
る
。

（
小
林
崇
仁
）
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六
二
、
三
論
家
悉
有
仏
性
事

【
本
文
】三

�
１
�

論
家

�
２
�

悉
有
仏
性
事

玄
論
第
一
云
、
復
次
欲
レ
明
三
一
切
衆
生
皆
有
二
仏
性
一
故
説
二
是
経

�
３
�一

。

問�
４
�、

何
�
５
�

義
故
二
、
説

�
６
�二

一
乗
一
乃
言

�
７
�レ

明
二
仏
性
一
耶
。
答
、
乗
若
有
レ
三

�
８
�

可
�
９
�レ

有

AC
B

二
三
性

AD
B

一
。
既
唯
有
二
一
乗
一
。
則

AE
B

有
二
一
性
一
。

如
二
毘
婆
娑

AF
B

云
一
、
一
切
衆
生
有
二
三
乗
性
一
、
随

AG
B

成
二
一
乗
一
、
則
餘
二
非
二
数
縁
一
滅

AH
B

。
法
華

AI
B

明
二
一
乗
義
一
則
不
レ
然
。
故
唯

有
二
一
乗
一
、
唯
有
二
一
性
一
也
。

問
、
此
経
但

AJ
B

明
二
一
乗
一
。
云
何
已
弁

AK
B

二
仏
性
一
。
答
、
中
論
云
、
雖

AL
B

三
復
勤

AM
B

精
進
修
二
行
菩
提
道
一
、
若
先

AN
B

非

AO
B

二
仏
性
一
、
云
何

得
二
成
仏
一

文
。

【
校
勘
】
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（
１
）
三
：^

・
三
、]

十
二
三
、\

○
三
、Z
六
十
三
。

（
２
）
家
：_

寂
、^

宗
。

（
３
）
経
：\

経
云
云
、

法
華
歟
。

（
４
）
問
：\

Z

な
し
。

（
５
）
何
義
故
～
成
仏
文
：\

な
し
。

（
６
）
説
：]

Z

證
、

説
イ
。

（
７
）
言
：]

至
、

言
イ
。

（
８
）
三
：]

な
し
、[

三
性
。

（
９
）
可
：]

な
し
。

（
10
）
有
：]

な
し
、[

説
。

（
11
）
性
：[

乗
。

（
12
）
則
：]
別
、

則
イ
。

海
注

慈
注

慈
注

慈
注



（
13
）
娑
：^

]

沙
。

（
14
）
随
：W

_
^

堕
、

随
乎
、]

[
Z

に
よ
り
改
む
。

（
15
）
滅
：[

滅
故
。

（
16
）
華
：W

_
^
[

花
、]

Z

に
よ
り
改
む
。

（
17
）
但
：^
唯
。

（
18
）
弁
：]
Z

辯
。

（
19
）
雖
復
：[

復
雖
。

（
20
）
勤
：_

勒
。

（
21
）
先
：^

無
。

（
22
）
非
：[

无
。

東
注
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【
訓
読
】三

�
１
�

論
家
の
悉
有
仏
性
の
事

『
玄

�
２
�

論
』
第
一
に
云
く
、
復
た
次
に
一
切
衆
生
に
皆

�
３
�

な
仏
性
有
り
と
明
か
さ
ん
と
欲
す
る
が
故
に
是

�
４
�

の
『
経
』
を
説
く
と
。

問
ふ
、何
の
義
の
故

�
５
�

に
、一
乗
を
説
く
は
乃
ち
仏
性
を
明
か
す
と
言
ふ
や
。答
ふ
、乗
に
若
し
三
有
ら
ば
三
性
有
る
べ
し
。

既
に
唯
だ
一
乗
の
み
有
り
。
則
ち
一
性
有
り
。『
毘

�
６
�

婆
娑
』
に
云
ふ
が
如
し
、
一
切
衆
生
に
三
乗
の
性
有
り
、
随
ひ
て
一
乗

と
成
る
と
き
は
、
則
ち
餘
の
二
は
数
縁
に
非

�
７
�

ず
し
て
滅
す
と
。『
法
華
』
に
一
乗
の
義
を
明
か
す
は
則
ち
然
ら
ず
。
故
に
唯

だ
一
乗
の
み
有
り
、
唯
だ
一
性
の
み
有
る
な
り
。

問
ふ
、
此
の
『
経
』
は
但
だ
一
乗
の
み
を
明
か
す
。
云
何
が
已
に
仏
性
を
弁
ず
る
や
。
答
ふ
、『
中

�
８
�

論
』
に
云
く
、
復
た

勤
め
て
精
進
し
て
菩
提
の
道
を
修
行
す
と
雖
も
、
若
し
先
に
仏
性
非
ず
ん
ば
、
云
何
が
成
仏
を
得
ん
と
文
り

。

【
注
釈
】

（
１
）
三
論
家
：
三
論
宗
を
旨
と
す
る
学
僧
。
三
論
と
は
、『
般
若
経
』
の
空
思
想
を
論
じ
た
竜
樹
の
『
中
論
』『
十
二
門
論
』、

そ
の
弟
子
提
婆
の
『
百
論
』
を
指
し
、
三
論
宗
は
こ
れ
ら
三
論
の
教
義
に
基
づ
く
学
派
で
あ
る
。
三
論
は
鳩
摩
羅
什



（
三
五
〇
～
四
〇
九
頃
）
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
、
門
下
の
僧
肇
（
三
八
四
～
四
一
四
か
）
ら
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
た
。
そ
の

後
に
僧
朗
に
よ
り
江
南
に
伝
え
ら
れ
、
僧
詮
、
法
朗
（
五
〇
七
～
五
八
一
）
と
相
承
し
、
弟
子
の
吉
蔵
（
五
四
九
～
六
二

三
）
が
六
朝
末
か
ら
隋
・
唐
初
に
か
け
て
教
学
を
大
成
し
た
。
吉
蔵
は
『
般
若
経
』
や
三
論
の
み
な
ら
ず
、『
法
華
経
』

や
『
華
厳
経
』
な
ど
の
諸
大
乗
経
も
講
讃
し
、
多
く
の
注
釈
書
を
著
し
て
い
る
。

（
２
）『
玄
論
』：
吉
蔵
撰
『
法
華
玄
論
』
の
こ
と
。『
法
華
経
』
の
注
釈
書
で
、
隋
代
以
前
の
諸
説
を
広
く
引
用
し
て
い
る
。

吉
蔵
は
『
法
華
経
』
を
講
義
す
る
こ
と
三
百
餘
遍
と
伝
え
ら
れ
、『
法
華
玄
論
』
の
ほ
か
、『
法
華
義
疏
』『
法
華
遊

意
』『
法
華
統
略
』『
法
華
論
疏
』
な
ど
、『
法
華
経
』
に
関
し
て
五
部
三
十
六
巻
の
著
作
が
現
存
す
る
。
こ
れ
ら
は

吉
蔵
の
著
作
全
体
の
約
三
割
を
占
め
る
。
吉
蔵
は
『
法
華
経
』
も
空
思
想
を
説
く
経
で
あ
る
と
し
、
ま
た
空
思
想
に

よ
っ
て
『
法
華
経
』
を
解
釈
し
て
い
る
。
本
条
目
は
す
べ
て
、
本
書
巻
第
一
（
大
正
三
四
・
三
六
七
頁
上
）
か
ら
の
引

用
文
で
あ
る
。

（
３
）
皆
な
仏
性
有
り
：
吉
蔵
撰
『
法
華
遊
意
』（
大
正
三
四
・
六
四
二
頁
上
～
中
）
も
同
様
に
、『
法
華
経
』
に
は
「
仏
性
」
が

説
か
れ
て
い
る
と
主
張
し
、
十
種
の
文
義
を
挙
げ
て
い
る
。

（
４
）
是
の
『
経
』：『
法
華
経
』
を
指
す
。

（
５
）
故
に
：『
真
俗
雑
記
』
諸
写
本
は
「
故
二
」
と
あ
る
が
、『
法
華
玄
論
』
で
は
「
故
今
」
と
あ
る
。
誤
写
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
の
ま
ま
「
二
」
を
「
に
」
と
訓
読
し
た
。

（
６
）『
毘
婆
娑
』：
北
涼
・
浮
陀
跋
摩
共
道
泰
等
訳
『
阿
毘
曇
毘
婆
沙
論
』（
大
正
二
八
）
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
が
未
詳
。
吉

蔵
撰
『
中
観
論
疏
』
巻
十
之
本
「
四
諦
品
第
二
四
」
に
「
問
、
小
乗
人
亦
云
、
一
切
衆
生
有
二
三
乗
性
一
、
至
二
忍
法

時
一
餘
二
性
非
二
数
縁
一
滅
。
故
三
乗
中
随
成
二
一
乗
一
。
云
何
言
レ
不
レ
明
二
仏
性
一
。
答
、
大
乗
中
明
下
唯
有
二
仏
性
一
無

レ
有
二
餘
性
一
故
得
中
成
仏
上
。
小
乗
不
レ
明
三
唯
有
二
仏
性
一
。
則
破
二
大
乗
仏
性
義
一
。
既
無
二
大
乗
仏
性
一
。
云
何
成
仏
」
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（
大
正
四
二
・
一
五
三
頁
下
）
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
小
乗
人
亦
た
云
く
」
と
し
て
同
様
の
文
が
引
か
れ
て
い
る
。

（
７
）
数
縁
に
非
ず
し
て
滅
す
：
ア
ビ
ダ
ル
マ
に
い
う
三
無
為
法
の
一
つ
。
新
訳
の
非
択
滅
無
為
に
相
当
し
、
ダ
ル
マ
の
生

ず
べ
き
縁
が
欠
け
て
、
再
び
生
じ
得
な
い
状
態
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。

（
８
）『
中
論
』：
鳩
摩
羅
什
訳
『
中
論
』
の
こ
と
。
本
書
巻
四
に
「
雖
三
復
勤
精
進
　
修
二
行
菩
提
道
一

若
先
非
二
仏
性
一

不

レ
応
レ
得
二
成
仏
一
」（
大
正
三
〇
・
三
四
頁
上
）
と
あ
る
。

【
解
説
】

吉
蔵
撰
『
法
華
玄
論
』
巻
一
「
第
二
序
説
経
意
」
か
ら
の
引
用
文
で
あ
る
。
吉
蔵
は
『
法
華
玄
論
』
に
て
、『
法
華
経
』
が

説
か
れ
た
意
義
と
し
て
十
七
条
の
項
目
を
挙
げ
る
。
頼
瑜
は
こ
の
う
ち
第
八
の
「
欲
レ
明
三
一
切
衆
生
皆
有
二
仏
性
一
」
の
冒

頭
箇
所
の
問
答
を
そ
の
ま
ま
引
く
。

こ
こ
で
先
ず
吉
蔵
は
、『
法
華
経
』
が
皆
有
仏
性
を
説
い
て
い
る
と
言
え
る
理
由
を
問
う
。
こ
れ
に
対
し
て
『
毘
婆
娑
論
』

の
文
を
引
き
、
乗
（
教
え
）
に
三
乗
が
あ
れ
ば
、
衆
生
に
も
三
性
が
有
る
は
ず
で
あ
る
が
、『
法
華
経
』
で
は
一
乗
の
み
と

説
く
か
ら
、
衆
生
も
た
だ
一
性
の
み
が
有
る
と
答
え
る
。

さ
ら
に
重
ね
て
、『
法
華
経
』
は
一
乗
を
説
く
だ
け
で
、
仏
性
と
い
う
言
葉
自
体
は
用
い
な
い
の
に
、
な
ぜ
仏
性
を
説
く

と
言
え
る
か
と
問
う
。
こ
れ
に
答
え
て
『
中
論
』
の
一
偈
を
引
き
、
仏
性
が
な
け
れ
ば
成
仏
の
可
能
性
も
な
い
の
で
、
一
切

皆
成
仏
を
説
く
『
法
華
経
』
は
、
必
然
的
に
皆
有
仏
性
を
説
い
て
い
る
と
す
る
。

な
お
こ
の
問
答
に
続
け
て
吉
蔵
は
、『
法
華
経
』
巻
一
「
方
便
品
第
二
」
よ
り
「
諸
仏
世
尊
、
欲
下
令
三
衆
生
開
二
仏
知

見
一
使
上
レ
得
二
清
浄
一
故
、
出
二
現
於
世
一
」（
大
正
九
・
七
頁
上
）
を
文
証
と
し
て
引
き
、「
仏
知
見
者
謂
仏
性
之
異
名
」（
大
正

三
四
・
三
六
七
頁
上
）と
述
べ
、仏
が
衆
生
に
開
示
悟
入
せ
し
め
る
仏
知
見
と
は
、仏
性
の
異
名
で
あ
る
と
す
る
。さ
ら
に「
方
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便
品
」
の
「
唯
仏
与
レ
仏
乃
能
究
二
尽
諸
法
実
相
一
」（
大
正
九
・
五
頁
下
）
に
つ
い
て
、
世
親
が
『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』
巻

下
に
て
「
言
二
実
相
一
者
、
謂
如
来
蔵
法
身
之
体
不
変
義
故
」（
大
正
二
六
・
六
頁
上
）
と
釈
し
た
こ
と
に
着
目
し
、「
仏
性
亦

名
二
如
来
蔵
一
。
故
云
下
隠
名
二
如
来
蔵
一
顕
名
為
中
法
身
上
」（
大
正
三
四
・
三
六
七
頁
中
）
と
述
べ
る
な
ど
、
吉
蔵
は
『
法
華
経
』

に
仏
性
・
如
来
蔵
の
思
想
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
積
極
的
に
主
張
し
て
い
る
。

（
小
林
崇
仁
）

六
三
、
華
厳
涅
槃
不
説
識
事

【
本
文
】華

�
１
�

厳
�
２
�

涅
槃
不
レ
説
レ
識
事

玄
論
二
云
、
涅
槃
華
厳
無
二
梨
耶
一

文
�
３
�。

又
云
、
又
此
経
所
レ
興
不
三
正
明
二
八
識
一
。
八

�
４
�

識
之
別
、
付
レ
餘
解
説

�
５
�

耳
文

。

【
校
勘
】
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（
１
）
華
：^

・
花
、]

一
三

華
、\

〇
花
、Z

六
十
一
華
。

（
２
）
華
：W
_
^
[

花
、]

Z

に
よ
り
改
む
。
以
下
示
さ

ず
。

（
３
）
文
：W

云
文
、]

[
Z

云
云
、_

^
\

に
よ
り
改
む
。

（
４
）
八
識
之
～
解
説
耳
：\

な
し
。

（
５
）
説
：

脱
。

慈
注



【
訓
読
】『

華
厳
』『
涅
槃
』
に
識
を
説
か
ざ
る
事

『
玄

�
１
�

論
』
二
に
云
く
、『
涅

�
２
�

槃
』『
華

�
３
�

厳
』
に
梨

�
４
�

耶
無
し
と
文
り

。

又�
５
�た

云
く
、
又
た
此

�
６
�

の
『
経
』
の
興
る
所
に
正
し
く
八

�
７
�

識
を
明
か
さ
ず
。
八

�
８
�

識
の
別
、
餘
に
付
し
て
解
説
す
る
の
み
と

文
り

。

【
注
釈
】

（
１
）『
玄
論
』
二
：
吉
蔵
撰
『
法
華
玄
論
』
巻
二
（
大
正
三
四
・
三
七
四
頁
下
）
の
こ
と
。

（
２
）『
涅
槃
』：『
大
般
涅
槃
経
』
の
こ
と
。『
大
般
涅
槃
経
』
に
は
、
原
始
仏
典
で
あ
る
法
顕
訳
（
大
正
一
・
七
番
）
と
、
大

乗
仏
典
で
あ
る
曇
無
讖
訳
（
北
本
。
大
正
一
二
・
三
七
四
番
）・
慧
厳
等
に
よ
る
再
治
本
（
南
本
。
大
正
一
二
・
三
七
五
番
）

が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
大
乗
仏
典
で
あ
る
北
本
・
南
本
を
指
す
。

（
３
）『
華
厳
』：『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
の
こ
と
。『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
に
は
、
仏
駄
跋
陀
羅
訳
（
六
〇
華
厳
。
旧
訳
。
大
正

九
・
二
七
八
番
）・
実
叉
難
陀
訳
（
八
〇
華
厳
。
新
訳
。
大
正
・
二
七
九
番
）・
般
若
訳
（
四
〇
華
厳
。
大
正
一
〇
・
二
九
三
番
）

と
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
全
訳
で
あ
る
旧
訳
・
新
訳
を
指
す
。

（
４
）
梨
耶
：
第
八
識
、
阿
頼
耶
識
（
旧
訳
で
は
阿
梨
耶
識
）
の
こ
と
。

（
５
）
又
た
云
く
：
吉
蔵
撰
『
法
華
玄
論
』
巻
二
（
大
正
三
四
・
三
八
〇
頁
中
）

（
６
）
此
の
『
経
』：『
妙
法
蓮
華
経
』（
大
正
九
・
二
六
二
番
）
を
指
す
。

（
７
）
八
識
：
唯
識
思
想
で
は
、
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
の
六
境
を
知
覚
す
る
眼
識
・
耳
識
・
鼻
識
・
舌
識
・
身
識
・

意
識
の
六
識
に
末
那
識
、
阿
頼
耶
識
と
を
合
わ
せ
て
、
八
識
と
呼
ぶ
。
こ
の
う
ち
末
那
識
の
「
末
那
」
と
は
「m

a
n
a
s

」

頼瑜撰『真俗雑記問答鈔』訳注（五）―巻第三ノ二―

— 317 —



の
音
写
で
あ
り
、「
心
」「
意
」
な
ど
と
漢
訳
さ
れ
る
が
、
第
六
識
と
は
区
別
さ
れ
る
概
念
で
あ
る
。
末
那
識
は
、
生

き
て
い
る
限
り
常
に
持
続
す
る
、
自
己
愛
の
根
源
と
し
て
の
迷
い
の
心
で
あ
る
。
第
八
識
、
阿
頼
耶
識
の
「
阿
頼
耶
」

と
は
「å

la
y
a

」
の
音
写
で
あ
り
、「
蔵
」「
貯
蔵
庫
」「
住
居
」
等
と
訳
さ
れ
る
。
唯
識
思
想
で
は
、
阿
頼
耶
識
が
輪

廻
の
主
体
で
あ
る
。
輪
廻
を
繰
り
返
す
間
に
、
身
・
語
・
意
の
三
業
の
影
響
力
が
蓄
え
ら
れ
、
蓄
え
ら
れ
た
影
響
力

が
新
た
な
活
動
の
根
源
と
な
り
、
輪
廻
を
繰
り
返
す
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

（
８
）
八
識
の
別
：『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
所
収
の
『
法
華
玄
論
』
で
は
「
八
識
之
義
別
別
付
餘
解
説
耳
」（
大
正
三
四
・
三
八

〇
頁
中
）
と
な
っ
て
い
る
。

【
解
説
】

前
条
目
に
続
き
、
吉
蔵
撰
『
法
華
玄
論
』
か
ら
の
引
用
文
で
あ
る
。
こ
の
引
用
文
は
ま
ず
、『
涅
槃
経
』『
華
厳
経
』
に

「
梨
耶
」
つ
ま
り
は
阿
頼
耶
識
の
語
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
、『
法
華
経
』
に
お
い
て
も
、
八
識
が
具
体
的
に

説
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
引
用
文
の
前
後
を
含
め
示
す
と
「
若
言
下
無
二
文
仏

性
之
説
一
故
不
上
レ
用
者
、
涅
槃
・
華
厳
無
二
梨
耶
之
文
一
。
則
涅
槃
・
華
厳
応
レ
未
レ
明
二
八
識
一
。
故
不
レ
可
下
即
就
二
一
経
一

令
上
レ
備
二
一
切
教
一
。
則
唯
有
二
一
部
一
八
方
何
施
。
以
レ
有
二
仏
性
一
故
修
行
成
仏
、
是
故
為
レ
妙
。
若
無
二
仏
性
一
則
不
二
成

仏
一
故
非
レ
妙
也
」（
大
正
三
四
・
三
七
四
頁
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、
梨
耶
や
八
識
が
こ
れ
ら
に
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
な
い
か

ら
と
言
っ
て
、
そ
れ
ら
に
八
識
の
教
理
が
一
切
説
か
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
、
吉
蔵
は
指
摘
し
て
い
る
。
他
の

著
作
に
お
い
て
も
吉
蔵
は
同
様
に
「
若
言
下
此
経
無
二
仏
性
語
一
即
是
未
上
レ
明
二
仏
性
一
者
、
涅
槃
・
花
厳
無
二
八
識
之
名
一
」

（『
法
華
遊
意
』
大
正
三
四
・
六
四
二
頁
中
）
と
、
言
及
し
て
い
る
。
な
お
、「
八
識
之
別
付
レ
餘
解
説
耳
」
と
あ
る
が
、
菩
提
流

支
訳
『
入
楞
伽
経
』
巻
八
に
「
阿
頼
耶
識
名
二
如
来
蔵
一
」（
大
正
一
六
・
五
五
九
頁
下
）
と
あ
る
。
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（
小
崎
良
行
）

六
四
、
結
集
者
事

【
本
文
】結

�
１
�

集
者
事

第�
２
�三

云
、
釈

�
３
�

論
云
、
仏
滅
後
迦
葉
・
阿
難
結
二
集
三
蔵
一
、
文
珠
・
弥
勒
亦
与
二
阿
難
一
結
二
集
摩
訶
衍
蔵
一

文
。

【
校
勘
】
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（
１
）
結
集
者
事
：W

_
^
]
\

な
し
、Z
六
十
二
（
結
集
者

事
）X

、[

に
よ
り
補
う
。

（
２
）
第
三
：[

玄
論
。

（
３
）
釈
：W

_
^
]
[

尺
、\

Z

に
よ
り
改
む
。
以
下
示

さ
ず
。 

【
訓
読
】結

集
者
の
事

第�
１
�三

に
云
く
、『
釈

�
２
�

論
』
に
云
く
、
仏
の
滅
後
に
迦

�
３
�

葉
・
阿

�
４
�

難
は
三

�
５
�

蔵
を
結
集
し
、
文
珠
・
弥
勒
も
亦
た
阿
難
と
摩

�
６
�

訶
衍

蔵
を
結
集
す
と
文
り

。

【
注
釈
】



（
１
）
第
三
：
吉
蔵
撰
『
法
華
玄
論
』
巻
三
（
大
正
三
四
・
三
八
二
頁
下
）

（
２
）『
釈
論
』：
龍
樹
菩
薩
造
、
鳩
摩
羅
什
訳
『
大
智
度
論
』
巻
一
〇
〇
（
大
正
二
五
・
七
五
六
頁
中
）
を
指
す
。

（
３
）
迦
葉
：
摩
訶
迦
葉
の
こ
と
。
釈
尊
十
大
弟
子
の
一
。
十
六
羅
漢
の
一
。
頭
陀
第
一
。
釈
尊
の
滅
後
、
王
舎
城
の
第
一

結
集
（
五
百
結
集
）
を
主
催
し
た
。

（
４
）
阿
難
：
ア
ー
ナ
ン
ダ
（
阿
難
陀
）
の
略
。
釈
尊
十
大
弟
子
の
一
。
十
六
羅
漢
の
一
。
多
聞
第
一
。
釈
尊
滅
後
、
第
一
結

集
の
中
心
人
物
。

（
５
）
三
蔵
：
三
蔵
は
通
常
、
経
・
律
・
論
の
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
は
小
乗
の
経
典
の
こ
と
。

（
６
）
摩
訶
衍
蔵
：
小
乗
の
経
典
を
三
蔵
と
い
う
の
に
対
し
て
、
大
乗
の
経
典
を
摩
訶
衍
蔵
と
い
う
。『
大
智
度
論
』
巻
一
〇

〇
に
「
仏
口
所
説
。
以
二
文
字
語
言
一
分
為
二
二
種
一
。
三
蔵
是
声
聞
法
。
摩
訶
衍
是
大
乗
法
」
と
あ
る
。（
大
正
二
五
・

七
五
六
頁
中
）

【
解
説
】

引
き
続
き
、
吉
蔵
撰
『
法
華
玄
論
』
か
ら
の
引
用
文
。
こ
の
引
用
文
は
『
大
智
度
論
』
巻
一
〇
〇
の
「
復
次
有
人
言
。

如
二
摩
訶
迦
葉
一
将
二
諸
比
丘
一
在
二
耆
闍
崛
山
中
一
集
二
三
蔵
一
。
仏
滅
度
後
。
文
殊
尸
利
弥
勒
諸
大
菩
薩
。
亦
将
二
阿
難
一
集
二

是
摩
訶
衍
一
」（
大
正
二
五
・
七
五
六
頁
中
）
を
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。『
法
華
玄
論
』
巻
三
で
は
、「
一
切
経
初
皆
列
二
二
衆
一
。

一
小
乗
衆
、
二
大
乗
衆
。
如
レ
是
等
処
処
経
論
但
明
二
大
小
二
乗
一
。
故
唯
有
二
二
種
法
輪
一
」（
大
正
三
四
・
三
八
二
頁
下
）
と
、

述
べ
て
い
る
。
こ
の
引
用
文
は
そ
の
証
明
の
一
つ
で
あ
る
。

（
小
崎
良
行
）
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六
五
、
仏
性
法
身
隠
顕
事

【
本
文
】仏

�
１
�

性
・
法
身
、
隠
顕
事

又
云
、
仏
性
之
因
、
涅
槃
之
果

�
２
�

、
更
無
レ
有
レ
異
。
隠
名
二
仏
性
一
、
顕
名
二
涅
槃
一
。
亦
隠
名
二
如
来
蔵
一
、
顕

�
３
�

則
成
二
法
身
一
。

又�
４
�隠

則
為
レ
因

�
５
�、

顕
則
為
レ
果
。
然
仏
性
、
未
二
曽
隠
顕
一
。
約
二
衆
生
不
了
一
故
、
名
為
レ
隠
。
若
得
二
了
悟
一
、
自

�
６
�為

レ
顕
也

文
。

又
云
、
華
厳
正
法
性
起
文
云
、
微
塵
中

�
７
�

有
二
一
経
巻
一
、
巻
中
広
説
二
一
切
事
一
。
此
即
是
衆
生
身
中
有
二
仏
性
一
。
微
塵

�
８
�

出
二

経
巻
一
、
即
除
二
煩
悩
一
見
二
仏
性
一
也

文
。

【
校
勘
】
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（
１
）
仏
性
法
身
隠
顕
事
：W

_
^
]
\

な
し
、Z
六
十
三

（
仏
性
法
身
隠
顕
事
）X

、[

に
よ
り
補
う
。

（
２
）
果
：W
_
^
]
\
[
Z

因
。『
法
華
玄
論
』（
大
正
三

四
・
三
八
七
頁
下
）
に
よ
り
改
む
。

（
３
）
顕
則
成
～
則
為
因
：[

な
し
。

（
４
）
又
隠
則
～
性
也
文
：\

な
し
。

（
５
）
因
：W

_
^
]
\

因
顕
則
成
法
身
又
隠
則
為
因
、[

Z

に
よ
り
改
む
。

（
６
）
自
：W

_
^
\

因
、]

[

に
よ
り
改
む
。

（
７
）
中
：_

中
塵
中
。

（
８
）
塵
：[

な
し
。



【
訓
読
】仏

�
１
�

性
・
法

�
２
�

身
、
隠

�
３
�

顕
の
事

又�
４
�た

云
く
、
仏
性
の
因
、
涅

�
５
�

槃
の
果
、
更
に
異
有
る
こ
と
無
し
。
隠
れ
た
る
を
仏
性
と
名
づ
け
、
顕
わ
れ
た
る
を
涅
槃
と

名
づ
く
。
亦
た
隠
れ
た
る
を
如

�
６
�

来
蔵
と
名
づ
け
、
顕
わ
れ
れ
ば
則
ち
法
身
を
成
ず
。
又
た
隠
れ
れ
ば
則
ち
因
と
為
し
、
顕
わ

れ
れ
ば
則
ち
果
と
為
す
。
然
る
に
仏
性
、
未
だ
曽
て
隠
顕
せ
ず
。
衆
生
の
不

�
７
�

了
に
約
す
る
が
故
に
、
名
づ
け
て
隠
と
為
す
。

若
し
了

�
８
�

悟
を
得
れ
ば
、
自
 

�
�
�
�ら

顕
と
為
る
な
り
と
文
り

。

又�
９
�た

云
く
、『
華

AC
B

厳
』
の
正
法
性
起
の
文
に
云
く
、
微

AD
B

塵
中
に
一
経
巻
有
り
、
巻
中
に
広
く
一
切
の
事
を
説
く
と
。
此
れ

即
ち
是
れ
衆
生
の
身
中
に
仏
性
有
り
。
微
塵
よ
り
経
巻
を
出
だ
す
は
、
即
ち
煩
悩
を
除
き
て
仏
性
を
見
る
な
り
と
文
り

。

【
注
釈
】

（
１
）
仏
性
：
衆
生
が
本
来
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
仏
と
な
る
可
能
性
。

（
２
）
法
身
：
法
身
・
報
身
・
応
身
の
三
身
の
一
つ
。
真
理
（
法
）
身
体
、
真
理
を
身
体
と
し
て
い
る
も
の
の
意
味
。
如
来

蔵
説
で
は
、
如
来
蔵
が
煩
悩
を
離
れ
て
そ
れ
自
身
を
現
し
た
も
の
を
い
う
。

（
３
）
隠
顕
：
隠
と
顕
。
隱
れ
た
り
顕
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
。
表
裏
。

（
４
）
又
た
云
く
：
吉
蔵
撰
『
法
華
玄
論
』
巻
三
（
大
正
三
四
・
三
八
七
頁
下
）

（
５
）
涅
槃
：
煩
悩
の
火
が
吹
き
消
さ
れ
た
状
態
の
安
ら
ぎ
、
さ
と
り
の
境
地
の
こ
と
。

（
６
）
如
来
蔵
：
す
べ
て
の
衆
生
に
具
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
悟
り
の
可
能
性
。
仏
性
に
同
じ
。

（
７
）
不
了
：
了
解
し
な
い
こ
と
。
愚
者
の
こ
と
。

（
８
）
了
悟
：
理
解
す
る
こ
と
。
真
理
を
明
ら
か
に
さ
と
る
こ
と
。
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（
９
）
又
た
云
く
：
吉
蔵
撰
『
法
華
玄
論
』
巻
三
（
大
正
三
四
・
三
八
八
頁
中
）

（
10
）『
華
厳
』：
仏
駄
跋
陀
羅
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
巻
三
五
「
宝
性
如
来
性
起
品
」
第
三
二
之
三
（
大
正
九
・
六
二
四
頁

上
）

（
11
）
微
塵
：
目
で
見
る
こ
と
の
で
き
る
最
小
の
も
の
。
非
常
に
微
細
な
も
の
。

【
解
説
】

引
き
続
き
、
吉
蔵
撰
『
法
華
玄
論
』
か
ら
の
引
用
文
。
こ
の
引
用
文
は
『
法
華
玄
論
』
の
涅
槃
の
因
果
を
弁
ず
る
問
答
内
の

記
事
で
あ
る
。こ
の
問
答
の
冒
頭
に
は「
次
明
三
涅
槃
弁
二
因
果
一
者
。依
二
寿
量
品
一
明
二
諸
子
一
有
二
二
種
一
。一
不
失
心
二
失
心
。

不
失
心
子
聞
二
波
若
法
華
一
皆
得
二
領
解
一
。
餘
失
心
子
不
レ
肯
二
服
薬
一
。
保
二‑執
昔
無
常
教
一
。
是
以
如
来
唱
レ
滅
。
因
レ
此
広

破
二
無
常
病
一
逗
以
二
常
薬
一
。
正
以
二
仏
性
一
為
レ
因
涅
槃
為
レ
果
。
問
。
此
経
正
明
二
常
・
無
常
、
今
昔
開
覆
一
。
何
故
以
二
仏

性
一
為
レ
因
。
涅
槃
為
レ
果
耶
」（
大
正
三
四
、
三
八
七
頁
下
）
と
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
の
記
事
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
仏
性
と
涅

槃
の
因
果
関
係
に
相
違
は
な
く
、
衆
生
の
状
態
に
よ
っ
て
隠
れ
た
り
、
顕
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

さ
ら
に
吉
蔵
は
、『
華
厳
経
』
巻
三
五
「
宝
性
如
来
性
起
品
」
の
「
彼
三
千
大
千
世
界
等
経
巻
、
在
二
一
微
塵
内
一
。
一
切

微
塵
亦
復
如
レ
是
。
時
有
二
一
人
一
。
出
二
興
於
世
一
、
智
慧
聡
達
。
具
二
足
成
三
就
清
浄
天
眼
一
、
見
三
此
経
巻
在
二
微
塵
内
一
、

作
二
如
レ
是
念
一
。
云
何
如
レ
此
広
大
経
巻
在
二
微
塵
内
一
、
而
不
レ
饒
二‑益
衆
生
一
耶
。
我
当
下
勤
二
作
方
便
一
破
二
彼
微
塵
一
、
出
二

此
経
巻
一
饒
中
益
衆
生
上
。
爾
時
彼
人
、
即
作
二
方
便
一
破
二
壊
微
塵
一
。
出
二
此
経
巻
一
饒
二‑益
衆
生
一
。
仏
子
、
如
来
智
慧
・
無

相
智
慧
・
無
礙
智
慧
・
具
足
在
二
於
衆
生
身
中
一
。
但
愚
痴
衆
生
顛
倒
想
覆
、
不
レ
知
不
レ
見
不
レ
生
二
信
心
一
」（
大
正
九
・
六

二
四
頁
上
）
を
解
釈
し
、
こ
れ
を
強
調
し
て
い
る
。

（
小
崎
良
行
）
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六
六
、
二
教
論
法
性
身
事

【
本
文
】二

�
１
�

教
�
２
�

論
法
性
身
事

又�
３
�大
�
４
�

乗
玄

教
迹
義

云
、
又
論
云
、
仏
有
二
二
種
一
。
一
者
父
母
生
身
仏
、
二
者
法
性
生

�
５
�

身
仏

�
６
�

。
父
母
生
身
者
、
是
応
仏
、
法
性
生

身
、
是
報
仏
。
若
但
言
二
法
性
身
一
、
是
法
身
仏

文
。　
　
　
　
　
    

【
校
勘
】
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（
１
）
二
教
論
法
性
身
事
：W

_
]
\
Z

二
教
論
法
性
身
三

法
身
事
、^

二
教
論
法
性
身
之
法
身
事
、Z

六
十
四
。

二
教
論
法
性
身
三
法
身X

事
、[
に
よ
り
改
む
。

（
２
）
二
：^

・
二
、]

一
四

二
、\

〇
二
。

（
３
）
又
：_

^

な
し
。

（
４
）
大
：W
\

な
し
、_

^
]
[
Z

に
よ
り
改
む
。

（
５
）
生
：W

_
^
]
\
Z

な
し
、[

に
よ
り
改
む
。

（
６
）
仏
：_

な
し
。

（
７
）
身
：W

_
^
]
\
[
Z

身
位
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』所

収
『
三
論
玄
疏
文
義
要
』
に
よ
り
改
む
（
大
正
七
〇
・

三
三
二
頁
上
）。

【
訓
読
】『

二
�
１
�

教
論
』
の
法

�
２
�

性
身
の
事

又
た
『
大

�
３
�

乗
玄
』
の
［
教
迹
義
］
に
云
く
、
又
た
『
論

�
４
�

』
に
云
く
、
仏
に
二
種
有
り
。
一
に
は
父

�
５
�

母
生
身
の
仏
、
二
に
は

文
義
要
云
、
此
則
報
身

�
７
�

、
従
二
法
性
身
一
生
故
名
二
法
性
生

身
一
也
。
生
字
、
大
論
第
九
不
レ
見

文
。
更
可
レ
考
レ
之

文
。



法�
６
�性

生
身
の
仏
な
り
。
父
母
生
身
と
は
、
是
れ
応

�
７
�

仏
、
法
性
生
身
と
は
、
是
れ
報

�
８
�

仏
な
り
。
若
し
但
だ
法
性
身
と
言
は
ば
、

是
れ
法
身
仏
な
り
と
文
り

。［『
文

�
９
�

義
要
』
に
云
く
、
此
れ
則
ち
報
身
、
法
性
身
に
従
り
て
生
ず
る
が
故
に
法
性
生
身
と
名
づ

く
。
生
字
、『
大
論
』
第
九
に
見
え
ず
と
文
り

。
更
に
之
れ
を
考
ふ
べ
し
と
文
り
。］

【
注
釈
】

（
１
）『
二
教
論
』：
空
海
撰
巻
上
『
弁
顕
密
二
教
論
』（
弘
全
一
・
四
七
四
頁
）
の
こ
と
。

（
２
）
法
性
身
：
法
身
の
こ
と
。

（
３
）『
大
乗
玄
』：
吉
蔵
撰
『
大
乗
玄
論
』
巻
五
「
教
迹
義
」（
大
正
四
五
・
六
四
頁
上
）
を
指
す
。

（
４
）『
論
』
に
云
く
：
龍
樹
菩
薩
造
、
鳩
摩
羅
什
訳
『
大
智
度
論
』
巻
九
（
大
正
二
五
・
一
二
二
頁
下
～
一
二
三
頁
上
、
一
三
一

頁
下
）
を
指
す
。

（
５
）
父
母
生
身
：
肉
身
を
有
す
る
仏
の
こ
と
。

（
６
）
法
性
生
身
：
法
性
か
ら
生
じ
た
仏
の
こ
と
。

（
７
）
応
仏
：
応
身
の
こ
と
。三
身
の
一
つ
。衆
生
救
済
の
た
め
に
、仮
に
相
手
に
応
じ
た
姿
を
と
っ
て
出
現
し
た
仏
の
身
体
。

（
８
）
報
仏
：
報
身
の
こ
と
。
三
身
の
一
つ
。
過
去
の
修
行
に
よ
っ
て
成
就
し
た
間
然
で
理
想
的
な
仏
の
あ
り
方
。

（
９
）『
文
義
要
』：
珍
海
（
一
〇
九
二
～
一
一
五
二
、
一
説
、
一
〇
九
一
生
）
撰
『
三
論
玄
疏
文
義
要
』（
大
正
七
〇
・
三
三
二
頁
上
）

【
解
説
】

吉
蔵
撰
『
大
乗
玄
論
』
か
ら
の
引
用
文
。『
大
乗
玄
論
』
の
こ
の
記
事
は
『
大
智
度
論
』
巻
九
の
「
仏
有
二
二
種
身
一
。
一

者
法
性
身
、
二
者
父
母
生
身
。
是
法
性
身
満
二
十
方
虚
空
一
無
量
無
辺
。
色
像
・
端
正
、
相
好
荘
厳
、
無
量
光
明
、
無
量
音
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声
。
聴
レ
法
衆
亦
満
二
虚
空
一
。
常
出
二
種
種
身
・
種
種
名
号
・
種
種
生
処
・
種
種
方
便
一
度
二
衆
生
一
、
常
度
二
一
切
一
無
二
須
臾

息
時
一
。
如
レ
是
法
性
身
仏
。
能
度
下
十
方
世
界
衆
生
、
受
二
諸
罪
報
一
者
上
是
生
身
仏
。
生
身
仏
、
次
第
・
説
法
如
二
人
法
一
。

以
レ
有
二
二
種
仏
一
故
受
二
諸
罪
一
無
レ
咎
。
復
次
、
仏
即
得
レ
道
時
、
一
切
不
善
法
尽
断
、
一
切
善
法
皆
成
就
。
云
何
、
今
実

有
二
不
善
法
報
可
一レ
受
。
但
、
憐
二
愍
未
来
世
衆
生
一
故
。
現
二
方
便
一
受
二
此
諸
罪
一
」（
大
正
二
五
・
一
二
二
頁
下
～
一
二
三
頁
上
）

や
同
じ
く
『
大
智
度
論
』
巻
九
の
「
仏
身
二
種
、
一
神
通
変
化
身
、
二
父
母
生
身
。
父
母
生
身
受
二
人
法
一
故
不
レ
如
レ
天
。
是

故
応
下
如
二
人
法
一
問
訊
」（
大
正
二
五
・
一
三
一
頁
下
）
を
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
頼
瑜
は
、『
法
華
玄
論
』
の
当
該
記
事
に
対
す
る
珍
海
の
指
摘
を
引
用
し
挙
げ
て
い
る
。

（
小
崎
良
行
）

六
七
、
法
華
論
三
仏
菩
提
事

【
本
文
】法

�
１
�

華
�
２
�

論
三
仏
菩
提
事

法
華
論
云
、
八
者
示
下
現
成
二
大
菩
提
一
無
上
上
者
、
示
二
現
三
種
仏

�
３
�

菩
提
一
。
一
者
応
化
仏

�
４
�

菩
提

�
５
�

。
随
レ
所
レ
応
レ
見
而
為
示
現

故
。
如
レ
経
、
皆

�
６
�

謂
下
如
来
出
二
釈

�
７
�

氏
宮
一
、
去

�
８
�二

伽
耶
城
一
不
レ
遠

�
９
�

坐
二
於
道
場
一
、
得
中
阿
耨
多
羅
三
藐

AC
B

三
菩
提
上
故
。

二
者
報
仏
菩
提

AD
B

。
十
地
行
満
足
得
二
常
涅
槃
法
一
故
。
如
レ
経
、
善
男
子
、
我
実
成
仏
以

AE
B

来
、
無
量
無
辺
百
千
万
億
那
由
他

AF
B

劫
。

三
者
法
仏
菩
提

AG
B

。
謂
如
来
蔵
性
浄
涅
槃

AH
B

、
常
恒
・
清
涼
・
不
変

AI
B

義
故
。
如
レ
経
、
如
実
智
二
見
三

AJ
B

界
之
相
一
乃
至
不
下
如
二

三
界
一
見
中
於
三
界
上
故

AK
B

。
三

AL
B

界
相
者
、
謂
衆
生
界
即
涅
槃

AM
B

界
。
不
レ
離
二
衆
生
界
一
有
二
如
来
蔵
一
故
。
無
レ
有
二
生
死
若
退
若

出
一
者
、
謂
常
恒

AN
B

・
清
涼

AO
B

・
不
変
義
故
。
亦
無
二
在
世
及
滅
度
一
者
、
謂
如
来
蔵
真
如
之
躰

AP
B

、
不
レ
即
二
衆
生
界
一
、
不
レ
離
二
衆
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生
界
一
故
。
非
レ
実
非
レ
虚
非
レ
如

AQ
B

非

AR
B

レ
異

AS
B

者
、
謂
離
二
四
種
相
一
。
有
二
四
種
相

AT
B

一
者
是
無
常
故
。
不
下
如
二
三
界
一
見
中
於
三
界
上

者
、
如
来
能
二
見
能
三
証

AU
B

真
如
法
身
一
。
凡
夫
不
レ
見
故
。
是
故
経
云
、
如
来
明
見
無
レ
有
二
錯
謬
一
故

文
。

嘉
AV
B

祥
法
華
論
疏
下

AW
B

云
、
従

AX
B

二
一
者
一
已

AY
B

下
、
第
二
別
明

AZ
B

二
三
菩
提

A[
B

一
。
即
成
二
三
別
一
。
一
一
中
有
レ
二
。
初
正
釈
、
次
引
経
。
釈

中
有
レ
二
。

初
標
二
応
化
一
。
随
所
応
見
下
、
合
二
釈
応
化
一
。
此
与
二
摂
論
一
三

A\
B

仏
小

A]
B

異
。
摂

A^
B

論
分
二
応
化
一
為
レ
二
、
今
合
二
応
化
一
為
レ
一
。

何
以
然
者
、
摂
論
明
下
応
化
与
二
真
如
一
相
応
上
。
即
是
此
論
報
身

A_
B

。
化
身
即
是
八
相

A`
B

成
道
。
故
分
二
応
化
一
成
二
二

Aa
B

門

Ab
B

一
、
今
此

中
明
二
自
徳
一
為
二
報
身
一
、
化
他
之
義
名
二
応
化
身
一
。
摂
論
及
同
性
経
、
浄
土
中
化
二
諸
菩
薩

Ac
B

一
名
曰
二
応
身
一
。
今
此
中
合
二

若
浄
土
・
穢
土
一
悉
属
二
化
他
一
、
合
名
二
応
化
身
一
也
。
故
論
云
報
身
常
住
随
レ
所
レ
応
レ
見
而
為
示
現
名
為
二
化
身
一
。
引
経
易

レ
知
。

二
者
報
身
菩
提

Ad
B

。
亦
二
。
初
釈
、
次
引
経
。
摂
論
云
応
身
、
今
明
二
報
身
一
者
、
与
二
真
如
一
相
応
故
名
二
応
身
一
。
行
因
所
得

Ae
B

義
辺
、
目

Af
B

レ
之
為
レ
報
。
義
不
二
相
違

Ag
B

一
、
二
論
各

Ah
B

挙
義
一
而
無
レ
違
也
。
得
二
常
涅
槃

Ai
B

証
一
者
、
還
是
仏
性
顕
現
故
、
名
為
レ
報
。

仏
性
既
常
故
、
報
身
常
。
報
身
既
常
、
顕
前
化
身
即
是
無
常
。
引
経
易
レ
知
。

三
者
法
仏
菩
提
。
就
レ
文

Aj
B

有
レ
三
。
一
略
釈
、
二

Ak
B

引
経
、
三
釈
経
。
初
法
仏
菩
提

Al
B

。
法
即
是
性
浄
涅
槃
真
如
法
、
即
如
二

躰

Am
B

有
一レ
覚
義
。
故
名
為
レ
仏
。
至

An
B

妙
虚
通

Ao
B

名
レ
之
為
レ
道
。
道
即
菩
提
也
。
謂
如
来
蔵
性
浄
。
於
二
法

Ap
B

仏
菩
提

Aq
B

躰

Ar
B

一
経
論
不
同
。

餘
経
云

As
B

、
隠
名
二
如
来
蔵
一
、
顕
名
二
法
身
一
。
此
論
正
以
二
如
来
蔵
一
為
二
法
身
一
、
顕
即
名
二
報
身
一
。
言
二
性
浄
涅
槃
一
者

At
B

有
二
二
種
一
。
一
性
浄
、
二
方
便
浄
。
本
性
清
浄
名
為
二
性
浄
一
、
修
二
方
便
一
断
二
煩
悩
一
得
レ
浄

Au
B

名
二
方
便
浄
一
。
今
此
用
二
性

浄
涅
槃
一
是
法
仏

Av
B

菩
提

Aw
B

、
方
便
浄
属
二
報
仏
一
也
。
二
浄
即
是
摂
論
有
垢
真
如
・
無
垢
真
如
也
。
常
恒
清
涼
不
変
者
、
出
二
性

浄
涅
槃

Ax
B

躰

Ay
B

一
。此
性
浄
涅
槃
躰

Az
B

、是
常
住
故
云

A{
B

二
常
恒
一
。摂
論
云
、清
者
是
浄

A|
B

、涼
者
是
楽

A}
B

。是
浄
楽

A~
B

二
徳
故
言
二
清
涼
一
也
。○
。

不
変
如
二
上
釈
一
。
如
経
已
下
、
第
二
   示

AM
B

二
経
処

AN
B

一
。
○
。
言
二
三
界
相
一
者
、
第
三
釈
経
。
凡
釈
二
五
句
経
文
一
、
即
成
レ
数
。
一
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一
中
有
レ
二
。
初
牒
経
、
次
釈
。
○

AO
B

。
文

。

【
校
勘
】
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（
１
）
法
：^

・
法
、]

十
五
法
、\

○
法
、Z

六
十
五
法
。

（
２
）
華
：W

_
^
\
[

花
、]

Z

に
よ
り
改
む
。
以
下
示
さ

ず
。

（
３
）
仏
：\

仏a
。

（
４
）
仏
：]

[

な
し
。

（
５
）
菩
提
：W

_

菩
薩
、^

]
\
[
Z

に
よ
り
改
む
。

（
６
）
皆
：[

な
し
。

（
７
）
釈
：W

_
^
[

尺
、]

\
Z

に
よ
り
改
む
。

（
８
）
去
：\

な
し
。

（
９
）
遠
：_

還
。

（
10
）
藐
：_

^
V

。

（
11
）
菩
提
：_
]

菩
薩
。

（
12
）
以
：[

已
。

（
13
）
他
：_

\

多
。

（
14
）
菩
提
：]

菩
薩
。

（
15
）
槃
：^

拝
。

（
16
）
変
：W

_
]
\
[

反
。^

Z

に
よ
り
改
む
。
以
下
示
さ

ず
。

（
17
）
三
界
之
～
三
界
故
：_

な
し
。

（
18
）
故
：\

故
云
云
。

（
19
）
三
界
相
～
謬
故
文
：\

な
し
。

（
20
）
槃
：^

拝
。

（
21
）
恒
：]

恒
浄
。

（
22
）
涼
：_

浄
、Z

浄
涼
。

（
23
）
躰
：_

^
]
[
Z

体
。

（
24
）
如
：[

な
し
。

（
25
）
非
：W

_
^
]
Z

な
し
、[

不
、\

Y

に
よ
り
改
む
。

（
26
）
異
：_

実
。

（
27
）
相
：_

な
し
。

（
28
）
証
：_

説
。

（
29
）
嘉
祥
：[

Z

な
し
。

（
30
）
下
：[
下
嘉
祥
。



（
31
）
従
一
者
～
釈
曰
文
：[

已
下
対
見
。

（
32
）
已
：]

以
。

（
33
）
明
：]

相
。

（
34
）
菩
提
：Z

菩
薩
。

（
35
）
三
：W

]
Z

三
三
、Z

謂
三
。_

^
\

に
よ
り
改

む
。

（
36
）
小
：Z

少
。

（
37
）
摂
：_

□
。

（
38
）
身
：_

身
化
身
即
是
此
論
報
身
。

（
39
）
相
：W

相
相
。

（
40
）
二
：W

_
^
]
\
Z

三
、

Y
に
よ
り
改
む
。

（
41
）
門
：W

_
^
]
\
Z

門
者
、Y

に
よ
り
改
む
。

（
42
）
菩
薩
：W

菩
提
、_

^
]
\
Z

に
よ
り
改
む
。

（
43
）
菩
提
：]

菩
薩
。

（
44
）
得
：Y

得
酬
因
。

（
45
）
目
：_

^

因
。

（
46
）
違
：]

応
。

（
47
）
各
：]

\

名
。

（
48
）
涅
槃
：Z

談
。

（
49
）
文
：W
_
^
]
\

更
、Z

に
よ
り
改
む
。

（
50
）
二
：W

_
^
]

可
、\

Z

に
よ
り
改
む
。

（
51
）
菩
提
：]

菩
薩
。

（
52
）
躰
：_

^
]
Z

体
。

（
53
）
至
：]

経
。

（
54
）
通
：]

道
。

（
55
）
法
：W

_
^
]
\
Z

此
、Z

に
よ
り
改
む
。

（
56
）
菩
提
：Z

菩
薩
。

（
57
）
躰
：_

^
]
Z

体
。

（
58
）
云
：]

\
Z

之
。

（
59
）
者
：^

]

者
涅
槃
。

（
60
）
浄
：_

]

な
し
。

（
61
）
仏
：_

な
し
。

（
62
）
菩
提
：]

菩
薩
。

（
63
）
槃
：]

□
。

（
64
）
躰
：_

^
]
Z

体
。

（
65
）
躰
：_

^
]
Z

な
し
。

（
66
）
云
：_

^

言
。

（
67
）
浄
：_
清
。

慈
注

海
注

イ
注

イ
注
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【
訓
読
】『

法
華
論
』
の
三
仏
の
菩
提
の
事

『
法

�
１
�

華
論
』
に
云
く
、
八
に
は
大
菩
提
を
成
ず
る
こ
と
の
無
上
を
示
現
す
と
は
、
三

�
２
�

種
の
仏
の
菩
提
を
示
現
す
。
一
に
は

応
化
仏
の
菩
提
。
応
に
見
る
べ
き
所
に
随
ひ
て
而
も
為
に
示
現
す
る
が
故
に
。『
経

�
３
�

』
の
如
く
、
皆
な
如
来
は
釈
氏
宮
を
出

で
て
、
伽
耶
城
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
し
て
道
場
に
坐
し
て
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
た
り
と
謂
ふ
が
故
に
。

二
に
は
報
仏
の
菩
提
。
十
地
行
満
足
し
て
常
に
涅

�
４
�

槃
の
法
を
得
る
が
故
に
。『
経

�
５
�

』
の
如
く
、
善
男
子
よ
、
我
れ
実
に
成

仏
し
て
よ
り
以
来
、
無
量
無
辺
百
千
万
億
那
由
他
劫
な
り
と
。

三
に
は
法
仏
の
菩
提
。
謂
は
く
如
来
蔵
は
性
浄
涅
槃
に
し
て
、
常
恒
・
清
涼
・
不
変
の
義
な
る
が
故
に
。『
経

�
６
�

』
の
如
く
、

如
実
に
三
界
の
相
を
智
見
す
よ
り
乃
至
三
界
の
如
く
に
は
三
界
を
見
ざ
る
が
故
に
と
。三
界
の
相
と
は
、謂
は
く
衆
生
界
は

即
ち
涅
槃
界
な
り
。衆
生
界
を
離
れ
ず
し
て
如
来
蔵
有
る
が
故
に
。生
死
に
若
し
は
退
く
こ
と
若
し
は
出
づ
る
こ
と
有
る
こ

と
無
し
と
は
、
謂
は
く
常
恒
・
清
涼
・
不
変
の
義
な
る
が
故
に
。
亦
た
在
世
及
び
滅
度
無
し
と
は
、
謂
は
く
如
来
蔵
真
如
の

躰
は
、
衆
生
界
に
即
せ
ず
、
衆
生
界
を
離
れ
ざ
る
が
故
に
。
実
に
非
ず
虚
に
非
ず
如
に
非
ず
異
に
非
ず
と
は
、
謂
は
く
四
種

の
相
を
離
れ
た
り
。
四
種
の
相
有
る
は
是
れ
無
常
な
る
が
故
に
。
三
界
の
如
く
に
は
三
界
を
見
ず
と
は
、
如
来
は
真
如
法
身

を
能
見
し
能
証
す
る
な
り
。
凡
夫
は
見
ざ
る
が
故
に
。
是
の
故
に
『
経

�
７
�

』
に
云
く
、
如
来
は
明
ら
か
に
見
て
錯
謬
有
る
こ
と

— 330 —

（
68
）
楽
：W

_
^
]
\
Z

示
、

に
よ
り
改
む
。

（
69
）
楽
：W

_
^
]
\
Z

義
、Y

示
、『
法
華
論
疏
』
下
（
大

正
四
〇
・
八
二
一
頁
上
）
に
よ
り
改
む
。

（
70
）
示
：W

_
^
]
\
Z

亦
、『
法
華
論
疏
』
下
（
大
正
四

〇
・
八
二
一
頁
上
）
に
よ
り
改
む
。

（
71
）
処
：_

疏
。

（
72
）
○
：W

_
^
]
\

曰
、Z

に
よ
り
改
む
。

真
注



無
き
が
故
に
と
文
り

。

嘉�
８
�祥

の
『
法
華
論
疏
』
下
に
云
く
、
一
者
よ
り
已
下
は
、
第
二
に
別
し
て
三
菩
提
を
明
か
す
。
即
ち
三
別
を
成
ず
。
一
一

の
中
に
二
有
り
。
初
め
に
正
釈
、
次
に
引
経
な
り
。
釈
の
中
に
二
有
り
。

初
め
に
応
化
を
標
す
。
随
所
応
見
の
下
は
、
応
化
を
合
釈
す
。
此
れ
と
『
摂

�
９
�

論
』
と
は
三
仏
小
し
く
異
な
れ
り
。『
摂
論
』

は
応
化
を
分
か
ち
て
二
と
為
し
、
今
は
応
化
を
合
し
て
一
と
為
す
。
何
を
以
て
然
る
と
な
ら
ば
、『
摂
論
』
は
応

AC
B

化
と
真
如

と
の
相
応
を
明
か
す
な
り
。
即
ち
是
れ
此
の
『
論
』
の
報
身
な
り
。
化
身
は
即
ち
是
れ
八
相
成
道
す
。
故
に
応
化
を
分
か
ち

て
二
門
を
成
ず
る
は
、
今
此
の
中
は
自
徳
を
明
か
し
て
報
身
と
為
し
、
化
他
の
義
を
応
化
身
と
名
づ
く
な
り
。『
摂

AD
B

論
』
及

び
『
同
性
経
』
は
、
浄
土
中
に
諸
菩
薩
を
化
す
る
を
名
づ
け
て
応
身
と
曰
ふ
。
今
此
の
中
は
若
し
は
浄
土
・
穢
土
を
合
し
て

悉
く
化
他
に
属
し
、
合
し
て
応
化
身
と
名
づ
く
な
り
。
故
に
『
論
』
に
云
ふ
報
身
は
常
住
に
し
て
、
応
に
見
る
べ
き
所
に
随

ひ
て
而
も
為
に
示
現
す
る
を
名
づ
け
て
化
身
と
為
す
。
引
経
は
知
り
易
し
。

二
に
は
報
身
の
菩
提
。
亦
た
二
あ
り
。
初
め
に
釈
、
次
に
引
経
な
り
。『
摂
論
』
に
云
ふ
応
身
、
今
は
報
身
を
明
か
す
は
、

真
如
と
相
応
す
る
が
故
に
応
身
と
名
づ
く
な
り
。
行

AE
B

因
所
得
の
義
辺
、
之
れ
を
目�

　

づ
け
て
報
と
為
す
。
義
は
相
違
せ
ず
、
二

AF
B

論
の
各
の
挙
ぐ
る
義
は
一
に
し
て
違
ひ
無
き
な
り
。
常
に
涅
槃
の
証
を
得
る
と
は
、
還
っ
て
是
れ
仏
性
顕
現
の
故
に
、
名
づ

け
て
報
と
為
す
。
仏
性
は
既
に
常
な
る
が
故
に
、
報
身
も
常
な
り
。
報
身
は
既
に
常
な
れ
ば
、
顕
前
の
化
身
は
即
ち
是
れ
無

常
な
り
。
引
経
は
知
り
易
し
。

三
に
は
法
仏
の
菩
提
。
文
に
就
き
て
三
有
り
。
一
に
略
釈
、
二
に
引
経
、
三
に
釈
経
な
り
。
初
に
法
仏
菩
提
。
法
は
即
ち

是
れ
性
浄
涅
槃
真
如
の
法
、
即
ち
躰
に
覚
有
る
が
如
き
義
な
り
。
故
に
名
づ
け
て
仏
と
為
す
。
至

AG
B

妙
虚
通
を
之
れ
を
名
づ
け

て
道
と
為
す
。
道
は
即
ち
菩
提
な
り
。
謂
は
く
如
来
蔵
は
性
浄
な
り
。
法
仏
の
菩
提
の
躰
に
於
い
て
経
論
不
同
な
り
。
餘

AH
B

の

『
経
』
に
云
く
、
隠
を
如
来
蔵
と
名
づ
け
、
顕
を
法
身
と
名
づ
く
と
。
此
の
『
論
』
は
正
し
く
如
来
蔵
を
以
て
法
身
と
為
し
、
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顕
を
即
ち
報
身
と
名
づ
く
。
性
浄
涅
槃
と
言
ふ
は
二
種
有
り
。
一
に
は
性
浄
、
二
に
は
方
便
浄
な
り
。
本
性
清
浄
を
名
づ
け

て
性
浄
と
為
し
、方
便
を
修
し
煩
悩
を
断
じ
て
浄
を
得
る
を
方
便
浄
と
名
づ
く
。今
此
れ
に
性
浄
涅
槃
を
用
ゆ
る
は
是
れ
法

仏
の
菩
提
に
し
て
、方
便
浄
は
報
仏
に
属
す
る
な
り
。二
浄
は
即
ち
是
れ『
摂

AI
B

論
』の
有
垢
真
如
・
無
垢
真
如
な
り
。常
恒
・

清
涼
・
不
変
と
は
、
性
浄
涅
槃
の
躰
を
出
だ
す
な
り
。
此
の
性
浄
涅
槃
の
躰
と
は
、
是
れ
常
住
な
る
が
故
に
常
恒
と
云
ふ
。

『
摂

AJ
B

論
』
に
云
く
、
清
と
は
是
れ
浄
、
涼
と
は
是
れ
楽
な
り
。
是
れ
浄
楽
の
二
徳
な
る
が
故
に
清
涼
と
言
ふ
な
り
。
○
。
不

変
は
上
の
釈
の
如
し
。
如
経
已
下
は
、
第
二
の
経
処
を
示
す
。
○
。
三
界
の
相
と
言
ふ
は
、
第
三
の
釈
経
な
り
。
凡
そ
五
句

の
経
文
を
釈
す
る
に
、
即
ち
数
と
成
る
。
一
一
の
中
に
二
有
り
。
初
め
に
牒
経
、
次
に
釈
な
り
。
○
。
と
文
り

。

【
注
釈
】

（
１
）『
法
華
論
』：
世
親
造
、
勒
那
摩
提
・
僧
朗
訳
『
妙
法
蓮
華
経
論
憂
波
提
舎
』（
大
正
二
六
・
一
八
頁
下
～
一
九
頁
上
）
を

指
す
。『
法
華
経
』
を
注
釈
し
た
現
存
唯
一
の
イ
ン
ド
の
論
書
で
あ
り
、
隋
唐
代
の
『
法
華
経
』
研
究
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
た
。
な
お
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
が
、
世
親
造
、
菩
提
留
支
訳
の
『
妙
法
蓮
華
経
憂
波
提
舎
』
巻
下
（
大

正
二
六
・
九
頁
中
）
に
も
み
ら
れ
る
が
、
文
字
の
異
同
を
勘
案
す
る
に
、
本
条
目
で
用
い
ら
れ
る
『
法
華
論
』
は
、
前

者
の
論
書
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
三
種
の
仏
：『
法
華
論
』
に
い
う
三
種
の
仏
と
は
、
後
の
文
に
示
さ
れ
る
通
り
、
①
応
化
仏
、
②
報
仏
、
③
法
仏
の
三

種
で
あ
る
。

（
３
）『
経
』：
鳩
摩
羅
什
訳
『
法
華
経
』
巻
五
「
如
来
寿
量
品
第
一
六
」（
大
正
九
・
四
二
頁
中
）

（
４
）
涅
槃
の
法
：『
法
華
論
』
本
文
で
は
「
涅
槃
の
証
」（
大
正
二
六
・
一
八
頁
下
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
５
）『
経
』：
鳩
摩
羅
什
訳
『
法
華
経
』
巻
五
「
如
来
寿
量
品
第
一
六
」（
大
正
九
・
四
二
頁
中
）
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（
６
）『
経
』：
鳩
摩
羅
什
訳
『
法
華
経
』
巻
五
「
如
来
寿
量
品
第
一
六
」（
大
正
九
・
四
二
頁
下
）。
本
経
に
「
如
来
如
レ
実
知
二

見
三
界
之
相
一
。
無
レ
有
二
生
死
若
退
、
若
出
一
、
亦
無
二
在
世
及
滅
度
者
一
。
非
レ
実
、
非
レ
虚
、
非
レ
如
、
非
レ
異
、
不
下

如
二
三
界
一
見
中
於
三
界
上
」
と
あ
り
、
本
条
目
に
引
用
さ
れ
る
『
法
華
論
』
は
、
以
降
こ
の
『
法
華
経
』
の
逐
語
解
釈

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）『
経
』：『
法
華
経
』
巻
五
「
如
来
寿
量
品
第
一
六
」（
大
正
九
・
四
二
頁
下
）

（
８
）
嘉
祥
の
『
法
華
論
疏
』
下
：
嘉
祥
大
師
吉
蔵
撰
『
法
華
論
疏
』
巻
下
（
大
正
四
〇
・
八
二
〇
頁
中
～
八
二
一
頁
上
）。
吉

蔵
に
よ
る
『
法
華
論
』
の
注
釈
書
で
あ
り
、
三
論
宗
の
立
場
よ
り
法
華
一
乗
の
真
実
性
を
主
張
し
た
も
の
。

（
９
）『
摂
論
』：『
摂
大
乗
論
』
あ
る
い
は
『
摂
大
乗
論
釈
』
を
指
す
か
。『
摂
大
乗
論
』
は
無
著
の
撰
で
あ
り
、「
大
乗
の
要

義
を
包
括
し
た
論
」
と
い
う
意
。「
大
乗
阿
毘
達
磨
経
（
阿
毘
達
磨
大
乗
経
）」
に
則
り
大
乗
の
す
ぐ
れ
た
点
に
十
種
あ

る
と
し
て
、
唯
識
思
想
に
即
し
て
著
さ
れ
た
も
の
。「
大
乗
阿
毘
達
磨
経
」
と
『
摂
大
乗
論
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

宇
井
伯
寿
「
再
び
摂
大
乗
論
と
大
乗
阿
毘
達
磨
経
と
に
つ
い
て
」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
会
年
報
』
五
―
一
・
一
九
三
四
年
）

等
に
詳
し
い
。『
摂
大
乗
論
』
に
は
、
仏
陀
扇
多
訳
の
二
巻
本
（
大
正
三
一
・
一
五
九
二
番
）、
真
諦
訳
の
三
巻
本
（
大

正
三
一
・
一
五
九
三
番
）、
玄
奘
訳
の
三
巻
本
（
大
正
三
一
・
一
五
九
四
番
）
の
三
本
の
異
訳
が
あ
る
。

『
摂
大
乗
論
釈
』
は
、
先
述
の
『
摂
大
乗
論
』
に
対
し
て
弟
の
世
親
が
注
釈
し
た
も
の
。『
摂
大
乗
論
釈
』
に
は
、
真

諦
訳
『
成
大
乗
論
』（
大
正
三
一
・
一
五
九
三
番
）
を
注
釈
し
た
真
諦
訳
の
一
五
巻
本
（
大
正
三
一
・
一
五
九
五
番
）、
仏
陀

扇
多
訳
『
摂
大
乗
論
』（
大
正
三
一
・
一
五
九
二
番
）
を
注
釈
し
た
笈
多
・
行
矩
等
訳
の
一
〇
巻
本
、
玄
奘
訳
の
一
〇
巻

本
が
あ
る
。
な
お
、『
摂
大
乗
論
釈
』
に
は
他
に
も
、
仏
陀
扇
多
訳
『
摂
大
乗
論
』（
大
正
三
一
・
一
五
九
二
番
）
を
注

釈
し
た
も
の
（
大
正
三
一
・
一
五
九
八
番
）
も
あ
る
が
、
こ
の
著
者
は
世
親
で
は
な
く
無
性
で
あ
り
、「
摂
大
乗
論
無
性

釈
」
或
い
は
「
無
性
摂
論
」
と
称
し
て
区
別
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。『
法
華
論
疏
』
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
『
摂
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論
』
は
、
内
容
を
鑑
み
る
と
真
諦
訳
の
一
五
巻
本
（
大
正
三
一
・
一
五
九
五
番
）
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。（
注
釈D

・

I

・J

参
照
）

（
10
）
応
化
：『
法
華
論
疏
』
本
文
で
は
「
応
身
」
と
っ
て
い
る
。
こ
の
直
後
に
「
即
ち
是
れ
此
の
『
論
』
の
報
身
な
り
」
と

あ
り
、
ま
た
、『
摂
大
乗
論
』
の
「
応
身
」
は
、『
法
華
論
』
の
「
報
身
」
に
当
た
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
た
め
、

こ
こ
で
は
「
応
身
」
の
方
が
意
味
は
通
る
で
あ
ろ
う
。

（
11
）『
摂
論
』
及
び
『
同
性
経
』：『
摂
大
乗
論
』
に
は
適
合
す
る
文
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
釈
』

巻
一
三
（
大
正
三
一
・
二
五
〇
頁
上
）
に
「
菩
薩
於
二
諸
仏
浄
土
中
一
、
自
聴
二
受
大
乗
法
一
受
二
法
楽
一
。
為
レ
他
説
二
大
乗

法
一
、
亦
受
二
法
楽
一
」
と
あ
る
た
め
、
典
拠
は
『
摂
大
乗
論
釈
』
か
。
ま
た
『
同
性
経
』
と
は
、
闍
那
耶
舎
訳
『
大

乗
同
性
経
』（
大
正
一
六
・
六
七
三
番
）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
は
「
応
身
が
浄
土
の
中
で
菩
薩
を
化
す
」

に
類
す
る
記
述
は
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
巻
下
に
、「
穢
濁
世
中
、
現
成
仏
者
、
当
二
成
仏
一
者
。
如
来
顕
現
従
二
兜
率
一

下
、
乃
至
住
二
持
一
切
正
法
・
一
切
像
法
・
一
切
末
法
一
。
善
丈
夫
、
汝
今
当
レ
知
。
如
レ
是
化
事
、
皆
是
応
身
」（
大

正
一
六
・
六
五
一
頁
下
）
と
、
穢
濁
の
世
の
中
で
、
現
に
成
仏
す
る
者
や
成
仏
す
べ
き
者
を
応
身
が
化
す
と
説
か
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
『
同
性
経
』
の
典
拠
は
不
明
で
あ
る
。

た
だ
し
、『
法
華
論
疏
』
巻
下
に
は
、「
摂
論
及
同
性
経
並
言
二
応
身
一
、
住
二
浄
土
中
一
説
法
化
二
菩
薩
一
」（
大
正
四
〇
・

八
二
三
頁
中
）
と
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
吉
蔵
撰
『
勝
鬘
宝
窟
』
巻
上
本
に
も
、「
若
同
性
経
云
、
応
身
住
二
浄
土
一
、
化

身
居
二
穢
国
一
、
今
是
化
仏
也
。
摂
論
云
、
地
前
見
二
化
仏
一
、
登
レ
地
見
二
応
身
一
者
、
此
応
身
是
与
二
真
如
一
相
応
名
為
二

応
身
一
」（
大
正
三
七
・
八
頁
中
）
と
説
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
吉
蔵
は
『
同
性
経
』
に
説
か
れ
る
応
身
が
浄
土
の

中
で
菩
薩
を
化
す
る
存
在
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
12
）
行
因
所
得
の
義
辺
：『
法
華
論
』
本
文
で
は
「
行
因
の
所
得
、
酬
因
の
義
辺
」
と
な
っ
て
お
り
、
諸
本
と
は
相
違
し
て
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い
る
。
た
だ
し
、
内
容
に
大
き
な
異
な
り
は
な
い
。

（
13
）
二
論
：『
法
華
論
』
と
『
摂
大
乗
論
』（
あ
る
い
は
『
摂
大
乗
論
釈
』）
を
指
す
。

（
14
）
至
妙
虚
通
：
妙
に
至
っ
て
障
り
が
な
い
こ
と
。
吉
蔵
撰
『
三
論
玄
義
』（
大
正
四
五
・
一
頁
中
）
に
お
い
て
も
「
夫
至
妙

虚
通
目
レ
之
為
レ
道
」
と
ほ
ぼ
同
じ
文
が
見
ら
れ
る
。

（
15
）
餘
の
『
経
』：
こ
の
『
経
』
が
何
を
指
す
の
か
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
吉
蔵
撰
『
法
華
玄
論
』
巻
九
（
大
正

三
四
・
四
三
七
頁
上
）
に
は
、「
若
摂
大
乗
論
所
レ
明
、
隠
名
二
如
来
蔵
一
、
顕
名
為
二
法
身
一
。
則
此
二
皆
名
二
法
身
一
」
と

説
か
れ
、『
法
華
玄
論
』
で
は
、
こ
の
引
用
文
が
『
摂
大
乗
論
』
の
文
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た

だ
し
、『
摂
大
乗
論
』
に
こ
の
文
は
見
ら
れ
ず
、
取
意
の
文
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

一
方
で
、
性
厳
房
宥
快
（
一
三
四
五
～
一
四
一
六
）
撰
『
大
日
経
疏
鈔
』
巻
四
三
（
大
正
六
〇
・
二
〇
四
頁
中
）
に
は
、

「
密
厳
経
、
仏
説
二
如
来
蔵
一
為
二
阿
頼
耶
一
。
悪
慧
不
レ
能
レ
知

文
。
此
意
也
。
此
経
文
意
趣
、
如
来
蔵
者
、
隠
名
二
如
来

蔵
一
義
也
」
と
説
か
れ
、「
隠
名
如
来
蔵
」
の
語
が
、
不
空
訳
『
大
乗
密
厳
経
』
巻
下
（
大
正
一
六
・
七
七
六
頁
上
）
の

取
意
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、『
法
華
論
疏
』
の
「
餘
の
『
経
』」
が
『
大
乗
密
厳
経
』
を
指
し
て
い

る
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

但
し
、『
大
日
経
疏
鈔
』
に
は
、「
餘
の
『
経
』」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
後
半
部
分
の
「
顕
名
（
為
）
法
身
」
の
記
述

が
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
併
せ
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

（
16
）『
摂
論
』：
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
釈
』
巻
五
（
大
正
三
一
・
一
八
八
頁
中
）
に
「
論
曰
、
真
実
性
亦
有
二
二
種
一
。
一
自
性

成
就
。
釈
曰
、
謂
有
垢
真
如
。
論
曰
、
二
清
淨
成
就
。
釈
曰
、
謂
無
垢
真
如
」
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
す
か
。

（
17
）『
摂
論
』：
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
釈
』
巻
九
（
大
正
三
一
・
二
一
八
頁
上
～
中
）。「
論
曰
、
及
等
二
恒
伽
沙
数
一
世
界
、
満

中
七
宝
奉
施
供
二
養
如
来
一
、
従
二
初
発
心
一
乃
至
下
入
中
住
究
竟
清
涼
菩
提
上
。
　
釈
曰
、
有
余
涅
槃
名
レ
清
。
以
レ
離
二
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煩
悩
濁
一
故
。
無
余
涅
槃
名
レ
涼
。
以
レ
離
二
衆
苦
熱
悩
一
故
。
又
菩
提
以
二
浄
楽
一
為
レ
躰
。
欲
レ
顕
二
浄
徳
一
故
言
レ
清
、

欲
レ
顕
二
楽
義
一
故
言
レ
涼
」
と
あ
る
。

【
解
説
】

本
条
目
は
、
世
親
造
、
勒
那
摩
提
・
僧
朗
訳
『
妙
法
蓮
華
経
論
憂
波
提
舎
』（『
法
華
論
』）
と
、
そ
の
注
釈
書
で
あ
る
吉
蔵

撰
『
法
華
論
疏
』
巻
下
の
引
用
で
あ
る
。
こ
こ
に
引
か
れ
る
『
法
華
論
』
は
、「
十
種
の
無
上
の
義
」
を
挙
げ
る
中
の
八
番

目
「
大
菩
提
を
成
ず
る
こ
と
の
無
上
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
三
種
の
仏
の
菩
提
を
示
現
す
る
こ
と
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

三
種
の
仏
と
は
、
①
応
化
仏
②
報
仏
③
法
仏
で
あ
る
。
こ
れ
を
説
明
す
る
た
め
に
『
法
華
経
』
巻
五
「
如
来
寿
量
品
第
一
六
」

が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

①
応
化
仏
の
菩
提
と
は
、『
法
華
経
』
の
引
用
か
ら
理
解
さ
れ
る
通
り
、
釈
迦
が
伽
耶
城
を
去
り
菩
提
樹
下
に
坐
し
て
菩

提
を
得
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
衆
生
の
た
め
に
方
便
と
し
て
悟
り
の
過
程
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。

②
報
仏
の
菩
提
と
は
、
釈
迦
が
実
に
は
既
に
成
道
し
て
か
ら
無
量
無
辺
百
千
万
億
那
由
他
劫
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、

報
仏
は
十
地
の
行
を
満
足
し
常
に
涅
槃
の
証
（『
真
俗
雑
記
』
諸
写
本
で
は
「
法
」）
を
得
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

③
法
仏
の
菩
提
と
は
、
如
来
蔵
が
涅
槃
の
真
理
、
常
に
絶
対
の
境
地
で
あ
っ
て
、
常
恒
・
清
涼
・
不
変
の
義
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
以
下
は
引
用
さ
れ
た
『
法
華
経
』
巻
五
「
如
来
寿
量
品
第
一
六
」
の
文
の
逐
語
釈
で
あ
り
、
如
来
蔵

の
在
り
方
を
示
し
て
い
る
。「
如
実
に
三
界
の
相
を
知
見
す
」
の
「
三
界
の
相
」
と
は
、
衆
生
界
を
離
れ
る
こ
と
な
く
如
来

蔵
が
存
在
す
る
た
め
、衆
生
界
が
そ
の
ま
ま
涅
槃
界
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。「
生
死
に
若
し
は
退
く
こ
と
若
し
は
出
づ
る
こ

と
有
る
こ
と
無
し
」
と
は
、
如
来
蔵
が
常
（
常
恒
）
で
あ
り
、
清
ら
か
で
心
地
よ
く
（
清
涼
）、
変
わ
ら
な
い
（
不
変
）
こ
と

を
示
し
て
い
る
。「
亦
た
在
世
及
び
滅
度
無
し
」
と
は
、
如
来
蔵
の
真
如
の
体
が
、
衆
生
界
に
即
す
る
で
も
な
く
離
れ
る
こ
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と
も
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
実
に
非
ず
虚
に
非
ず
如
に
非
ず
異
に
非
ず
」
と
は
、
如
来
蔵
が
実
・
虚
・
如
・
異
の
四

種
類
の
あ
り
さ
ま
を
離
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
四
種
の
相
が
あ
る
こ
と
は
無
常
で
あ
る
た
め
で
あ
る
と

し
て
い
る
。「
三
界
の
如
く
に
は
三
界
を
見
ず
」
と
は
、
如
来
と
凡
夫
と
の
物
の
見
方
の
相
違
を
指
摘
し
て
い
る
。
如
来
は

真
如
法
身
を
よ
く
見
る
こ
と
が
で
き
、
よ
く
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
真
如
法
身
を
凡
夫
は
見
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
す
な
わ
ち
、
三
界
を
三
界
の
通
り
に
見
る
の
が
凡
夫
で
あ
る
が
、
三
界
を
三
界
の
通
り
に
見
な
い
の
が
如
来
で
あ
る

と
説
く
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
法
華
経
』
に
、「
如
来
は
真
理
を
明
ら
か
に
見
て
誤
り
が
な
い
」
と
説
か
れ
て
い
る
の

だ
と
す
る
。

こ
れ
よ
り
以
下
は
、
先
述
の
通
り
吉
蔵
撰
『
法
華
論
疏
』
巻
下
の
引
用
で
あ
る
。
こ
こ
に
引
か
れ
る
『
法
華
論
疏
』
は
、

先
に
示
し
た
『
法
華
論
』
の
引
用
文
を
注
釈
し
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
の
『
法
華
論
』
で
は
、
①
応
化
仏
②
報
仏
③
法
仏
の
三

つ
の
菩
提
の
別
を
明
か
し
て
い
る
と
し
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
⑴
正
釈
 ⑵
引
経
の
二
つ
が
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
先
の

『
法
華
論
』
の
応
化
仏
を
明
か
す
箇
所
で
言
う
な
ら
ば
、「
応
に
見
る
べ
き
と
こ
ろ
に
随
ひ
て
而
も
為
に
示
現
す
る
が
故
に
」

が
「
正
釈
」
に
当
た
り
、
以
下
の
『
法
華
経
』
巻
五
「
如
来
寿
量
品
第
一
六
」
の
引
用
文
が
「
引
経
」
で
あ
る
。

ま
ず
、『
法
華
論
』
の
応
化
仏
の
菩
提
の
文
に
つ
い
て
、『
法
華
論
疏
』
で
は
応
化
身
を
応
身
と
化
身
と
を
合
釈
し
た
も
の

と
し
、
そ
し
て
『
法
華
論
』
の
三
仏
（
三
身
）
と
『
摂
大
乗
論
』
の
三
仏
が
異
な
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、『
摂

大
乗
論
』
で
は
応
化
身
を
応
身
・
化
身
に
分
け
て
、
法
・
応
・
化
の
三
身
を
立
て
る
と
す
る
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
、『
摂

大
乗
論
』
が
応
身
と
真
如
（
法
身
）
と
の
相
違
を
明
か
す
た
め
の
論
で
あ
る
た
め
だ
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、『
摂
大
乗
論
』

の
応
身
は
『
法
華
論
』
で
い
う
報
仏
（
報
身
：
自
徳
）
に
当
た
り
、
化
身
が
応
化
仏
（
応
化
身
：
化
他
）
に
当
た
る
と
説
く
。
そ

し
て
『
摂
大
乗
論
』
と
『
大
乗
同
性
経
』
は
、
浄
土
で
菩
薩
た
ち
を
化
す
る
を
応
身
と
し
、『
法
華
論
』
は
、
浄
土
・
穢
土

の
化
他
に
属
す
る
も
の
を
応
化
身
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、『
法
華
論
』
で
は
報
身
は
常
住
で
あ
り
、
そ
の
報
身
が
見
る
べ
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き
所
に
随
っ
て
示
現
す
る
も
の
が
（
応
）
化
身
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

次
に
『
法
華
論
』
の
報
仏
の
菩
提
の
文
に
つ
い
て
、『
法
華
論
疏
』
で
は
既
述
の
通
り
、『
摂
大
乗
論
』
に
説
か
れ
る
応
身

を
『
法
華
論
』
で
は
報
身
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
『
摂
大
乗
論
』
で
は
、
真
如
法
身
と
相
応
す
る
体
で
あ
る
た
め
に
、「
応

身
」
と
名
づ
け
る
の
だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
『
法
華
論
』
で
は
、
行
因
所
得
、
す
な
わ
ち
因
を
修
し
て
そ
の
報
い
に
し
た

が
っ
て
得
る
も
の
を
報
身
と
す
る
と
説
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、『
法
華
論
』
と
『
摂
大
乗
論
』
と
で
は
、「
報
身
」「
応

身
」
と
名
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
あ
る
と
し
て
い
る
。『
法
華
論
』
の
「
常
に
涅
槃
の
証

を
得
る
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
仏
性
が
顕
現
し
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
た
め
、「
報
身
」
と
名
づ
け
る
と
説
く
。

ま
た
仏
性
が
常
で
あ
る
た
め
、
報
身
も
常
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
自
徳
の
側
面
の
報
身
が
常
で
あ
る
か
ら
、
化
他
の
側
面

で
あ
り
衆
生
の
前
に
顕
現
す
る
（
応
）
化
身
は
無
常
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

次
に
『
法
華
論
』
の
法
仏
の
菩
提
の
文
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
略
釈
、
引
経
、
釈
経
の
三
種
が
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、

「
謂
は
く
如
来
蔵
は
～
不
変
の
義
な
る
が
故
に
」
が
「
略
釈
」
に
、「�
経
�
の
如
く
～
三
界
を
見
ざ
る
が
故
に
」
が
「
引
経
」

に
、「
三
界
の
相
と
は
」
以
下
が
「
釈
経
」
に
当
る
。

『
法
華
論
』
の
「
法
仏
の
菩
提
」
と
は
、
こ
の
「
法
」
が
本
来
的
に
清
浄
で
あ
る
真
如
の
こ
と
で
あ
り
、
身
体
に
覚
り
が

備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
、「
法
仏
」
と
称
す
と
す
る
。
そ
し
て
至
妙
虚
通
、
す
な
わ
ち
妙
に
至
っ
て
障
り

が
な
い
こ
と
が
「
道
（
＝
さ
と
り
）」
で
あ
り
、
こ
の
道
は
菩
提
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、「
法
仏
の
菩
提
」
と
は
、
本
来

的
に
清
浄
で
あ
る
真
如
は
覚
り
を
獲
得
し
て
い
て
障
り
の
な
い
仏
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
の
法
仏
の
菩
提

の
本
体
に
関
し
て
、
諸
経
論
に
数
種
が
説
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
相
違
し
て
い
る
と
す
る
。

『
法
華
論
疏
』
に
引
か
れ
る
「
餘
の
『
経
』」
が
如
何
な
る
経
典
を
指
す
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
（
注
釈D

参
照
）、
こ
こ

で
は
、
法
仏
の
菩
提
の
有
相
の
も
の
を
「
法
身
」、
無
相
の
も
の
を
「
如
来
蔵
」
と
規
定
し
て
い
る
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
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『
法
華
論
』
で
は
、
有
相
を
「
報
身
」、
無
相
の
如
来
蔵
を
「
法
身
」
と
し
て
い
る
と
す
る
。

『
法
華
論
』
の
「
性
浄
涅
槃
」
は
、
こ
こ
に
二
種
が
あ
る
と
す
る
。
一
つ
は
本
来
的
に
清
ら
か
で
あ
る
「
性
浄
」、
も
う
一

つ
は
方
便
を
修
し
て
煩
悩
を
断
じ
け
が
れ
の
な
い
「
方
便
浄
」
で
あ
る
。『
法
華
論
』
で
は
、
こ
の
方
便
浄
を
報
仏
に
、
性

浄
を
法
仏
（
身
）
に
当
て
る
。
こ
の
二
浄
は
、『
摂
大
乗
論
』
に
説
か
れ
る
「
有
垢
真
如
」
と
「
無
垢
真
如
」
に
当
る
と
す

る
。
す
な
わ
ち
「
性
浄
＝
法
仏
＝
無
垢
真
如
」「
方
便
浄
＝
報
仏
＝
有
垢
真
如
」
と
配
当
さ
れ
る
と
示
し
て
い
る
。

『
法
華
論
』
の
「
常
恒
・
清
涼
・
不
変
」
と
は
、
本
来
的
に
清
ら
か
で
あ
る
真
如
の
本
体
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
の

本
体
が
常
住
で
あ
る
か
ら
「
常
恒
」
と
い
う
。
次
に
「
清
涼
」
に
つ
い
て
は
、『
摂
大
乗
論
』
に
「
清
は
浄
、
涼
は
楽
」
と

あ
る
こ
と
を
示
し
、
涅
槃
の
四
徳
で
あ
る
「
常
・
楽
・
我
・
浄
」
の
う
ち
、「
浄
・
楽
」
の
二
徳
の
こ
と
を
指
す
と
し
て
い

る
。「
不
変
」
に
つ
い
て
は
『
法
華
論
』
に
示
さ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
と
す
る
。

以
下
は
「
経
処
」「
釈
経
」
に
つ
い
て
の
解
説
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
省
略
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
釈
経
」
の
解
説
に
「
五
句

の
経
文
を
釈
す
る
に
、
即
ち
数
と
成
る
」
な
る
文
が
あ
る
が
、『
法
華
論
疏
』
本
文
は
「
五
句
の
経
文
を
釈
し
て
、
即
ち
五

段
と
成
る
」
で
あ
り
、
こ
ち
ら
の
方
が
明
瞭
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「『
法
華
経
』
の
経
文
を
五
つ
に
解
釈
し
て
五
つ
の
段
と

す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
こ
の
五
つ
の
段
そ
れ
ぞ
れ
に
、「
牒
経
」（
経
文
そ
の
も
の
）
と
「
釈
」（
そ
の
経
文
の
解
釈
）

の
二
つ
が
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

（
別
所
弘
淳
）
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六
八
、
四
種
釈
事

【
本
文
】四

�
１
�

種
釈

�
２
�

事

玄
論
第
四
云
、
今
所
釈
義
、
依
二
諸
大
乗
経
論
一
略
有
二
四
種
一
。
一
依
名
釈
。
謂

�
３
�権

是
権
巧
、
実
為
二
審
諦
一
。
二
相
資
釈
。
権
是
実

権
、
実
是
権
実
。
実
不
レ
礙
レ
権
、
権
不
レ
礙
レ
実
。
雖
レ
実
而
権
。
雖

�
４
�レ

権
而
実
。
故
権
得
二
以
レ
実
為
一レ
義
、
実

�
５
�得

二
以
レ
権
為
一レ
義
也
。

三
顕
道
釈

�
６
�

。
権
以
二
不
権
一
為
レ
義
、
実
以
二
不
実
一
為
レ
義
。
故
云
、一
切
有

�
７
�無

法
了
三
達
非
二
有
無
一
、
一
切
権
実
法
了
三
達
非
二
権
実
一
。

四
無

�
８
�方

釈
。
華
厳
云
、
一
中
解
二
無
量
一
、
無
量
中
解
レ
一
。
若
爾
、
一
権
得
レ
有
二
無
量
義
一
、
無
量
法
得
二
是
一
権
義
一
也

文
。

薩
�
９
�

州
文
啓
書

【
校
勘
】
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（
１
）
四
：^

・
四
、]

十
六
四
、
 \

○
四
、Z
六
十
六
四
。

（
２
）
釈
：W

^
]
[

尺
。_

\
Z

に
よ
り
改
む
。
以
下
示

さ
ず
。

（
３
）
謂
：[

曰
。

（
４
）
雖
：_

^

改
。

（
５
）
実
：W

_
^
\

滅
。]

[

に
よ
り
改
む
。

（
６
）
釈
：]

故
。

（
７
）
有
：]

[

な
し
。

（
８
）
無
：_

妄
。

（
９
）
薩
州
文
啓
書
：_

^
\

な
し
、]

以
融
道
闍
梨
之
本

令
他
書
写
之
自
一
校
畢
／
明
和
三
年

丙
戌
十
一
月
六

日
　
釈
慈
忍

三
十
二

、[

以
融
道
舎
梨
之
本
令
他
書
写

之
自
一
校
畢
　
明
和
三
年
丙
戌
十
一
月
六
日
　
釈

慈
忍

三
十
二

、Z

真
俗
雑
記
問
答
鈔
第
十
七
末
終
／
享



【
訓
読
】四

�
１
�

種
の
釈
の
事

『
玄

�
２
�

論
』
第
四
に
云
く
、
今
の
所
釈
の
義
は
、
諸
大
乗
経
論
に
依
る
に
略
し
て
四
種
有
り
。
一
に
は
依

�
３
�

名
釈
。
謂
は
く
権

は
是
れ
権
巧
、
実
は
審
諦
と
為
す
。
二
に
は
相

�
４
�

資
釈
。
権
は
是
れ
実
が
権
に
し
て
、
実
は
是
れ
権
が
実
な
り
。
実
は
権
を
礙

げ
ず
、
権
は
実
を
礙
げ
ず
。
実
な
り
と
雖
も
而
も
権
な
り
。
権
な
り
と
雖
も
而
も
実
な
り
。
故
に
権
は
実
を
以
て
義
と
為
す

こ
と
を
得
、
実
は
権
を
以
て
義
と
為
す
こ
と
を
得
る
な
り
。
三
に
は
顕

�
５
�

道
釈
。
権
は
不
権
を
以
て
義
と
為
し
、
実
は
不
実
を

以
て
義
と
為
す
。
故

�
６
�

に
云
く
、
一
切
の
有
無
の
法
は
有
無
に
非
ざ
る
こ
と
を
了
達
し
、
一
切
の
権
実
の
法
は
権
実
に
非
ざ
る

こ
と
を
了
達
す
と
。
四
に
は
無

�
７
�

方
釈
。『
華

�
８
�

厳
』
に
云
く
、
一
の
中
に
無
量
を
解
し
、
無
量
の
中
に
一
を
解
す
と
。
若
し
爾

ら
ば
、
一
権
に
無
量
の
義
有
る
こ
と
を
得
、
無
量
の
法
に
是
の
一
権
の
義
を
得
る
な
り
と
文
り

。

薩�
９
�州

文
啓
書
す
。

【
注
釈
】

（
１
）
四
種
の
釈
：
四
種
釈
義
、
或
い
は
四
釈
と
称
さ
れ
る
。
経
論
お
よ
び
そ
の
文
句
を
解
釈
す
る
に
当
た
り
、
四
種
の
区

別
を
設
け
る
こ
と
を
い
う
。
三
論
四
釈
・
天
台
四
釈
・
真
言
四
釈
等
が
あ
り
、
本
条
目
に
お
い
て
は
三
論
四
釈
が
扱

わ
れ
て
い
る
。
尚
、
天
台
四
釈
と
は
、
智
顗
が
『
法
華
経
』
を
注
釈
す
る
際
に
用
い
た
も
の
で
あ
り
、
①
因
縁
釈
、
②
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保
十
三
年
戌
申
春
以
薩
州
文
啓
書
写
之
本
謄
写
一

校
了
／
惟
圭

四
十
一

／
宝
暦
八
卯
年
正
月
十
九
日
書
写

畢
／
宥
性
、Y

文
明
十
一
年
六
月
上
旬
候
令
誂
仙
行

房
写
畢
　
道
瑜
／
天
保
十
九
年
九
月
十
三
日
夜
以

向
所
写
如
意
輪
寺
本
更
与
蓮
金
院
本
対
校
正
字
訖

正
智
院
道
猷
。 



約
教
釈
、
③
本
迹
釈
、
④
観
心
釈
の
四
釈
で
あ
る
。
ま
た
真
言
四
釈
と
は
、
四
重
秘
釈
と
称
さ
れ
る
①
浅
略
釈
、
②

深
秘
釈
、
③
秘
中
深
秘
釈
、
④
秘
々
中
深
秘
釈
の
四
つ
の
解
釈
方
法
で
あ
る
。

（
２
）『
玄
論
』
第
四
：
吉
蔵
撰
『
法
華
玄
論
』
巻
四
（
大
正
三
四
・
三
九
四
頁
上
）

（
３
）
依
名
釈
：
随
名
釈
義
と
も
称
す
。
字
義
名
称
を
文
面
の
ま
ま
に
解
釈
す
る
こ
と
。
本
条
目
で
言
う
な
ら
ば
、
権
は
あ

く
ま
で
も
仮
の
手
だ
て
（
権
巧
）
で
あ
り
、
実
は
あ
く
ま
で
も
真
理
（
審
諦
）
で
あ
る
と
い
う
解
釈
。

（
４
）
相
資
釈
：
因
縁
釈
義
、
或
い
は
互
相
釈
義
と
も
称
す
。
法
を
解
釈
す
る
に
当
た
り
、
他
の
法
を
借
り
て
き
て
す
る
方

法
で
、
反
面
か
ら
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
方
法
。

（
５
）
顕
道
釈
：
理
教
釈
義
と
も
称
す
。
真
俗
が
と
も
に
無
相
で
あ
る
と
理
解
し
、
執
着
を
離
れ
、
無
相
の
真
理
を
あ
ら
わ

す
こ
と
。

（
６
）
故
に
云
く
：
仏
駄
跋
陀
羅
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
六
〇
巻
本
）
巻
五
（
大
正
九
・
四
二
六
頁
下
）
の
文
。
た
だ
し
、『
華

厳
経
』
本
文
は
「
一
切
有
無
法
了
三
達
非
二
有
無
一
」
の
み
で
あ
り
、
後
半
部
分
の
「
一
切
権
実
法
了
三
達
非
二
権
実
一
」

は
説
か
れ
て
い
な
い
。『
法
華
玄
論
』
で
は
、
本
引
用
文
を
対
句
表
現
と
し
て
（
後
半
部
を
『
華
厳
経
』
の
引
用
で
あ
る

か
の
如
く
）
読
む
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
平
井
俊
栄
『
法
華
玄
論
の
註
釈

的
研
究
』（
春
秋
社
・
一
九
八
七
年
）
に
お
い
て
も
、「
な
お
後
半
の
句
は
、
恐
ら
く
こ
の
前
半
の
句
を
う
け
た
吉
蔵
の

ア
レ
ン
ジ
で
あ
ろ
う
」（
五
〇
八
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
７
）
無
方
釈
：
自
由
自
在
に
一
切
の
事
柄
を
も
っ
て
一
つ
の
事
柄
を
解
釈
す
る
方
法
。

（
８
）『
華
厳
』：
仏
駄
跋
陀
羅
訳
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
六
〇
巻
本
）
巻
五
（
大
正
九
・
四
二
三
頁
上
）

（
９
）
薩
州
文
啓
：
文
啓
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
。
薩
州
は
薩
摩
国
の
こ
と
で
、
現
在
の
鹿
児
島
県
西
側
。

— 342 —



【
解
説
】

本
条
目
で
は
、『
法
華
玄
論
』
巻
四
に
説
か
れ
る
「
四
種
釈
義
」
を
解
説
す
る
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
引
用
さ
れ
る
『
法

華
玄
論
』
巻
四
は
、
そ
の
冒
頭
に
「
初
明
二
一
乗
義
一
、
即
釈
二
会
三
帰
一
義
一
」（
大
正
三
四
・
三
八
八
頁
下
）
と
あ
る
よ
う
に
、

『
法
華
経
』
に
説
か
れ
る
「
会
三
帰
一
」
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
引
用
文
に
説
か
れ
る
「
権
」「
実
」

は
、「
三
乗
」「
一
乗
」
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
こ
に
引
か
れ
る
四
種
釈
義
は
、
主
に
三
論
で
用
い
ら
れ
る
「
三
論
四
釈
」
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

三
論
四
釈
は
、
①
依
名
釈
、
②
相
資
釈
、
③
顕
道
釈
、
④
無
方
釈
の
四
つ
の
解
釈
で
あ
り
、
①
よ
り
④
に
向
か
っ
て
段
々
と

深
い
解
釈
と
な
っ
て
い
る
。
四
種
釈
義
は
吉
蔵
の
他
著
作
に
し
ば
し
ば
説
か
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
『
二
諦
義
』
巻
中
で
は

「
一
随
名
釈
、
二
就
因
縁
釈
、
三
顕
道
釈
、
四
無
方
釈
」（
大
正
四
五
・
九
五
頁
上
）、『
三
論
玄
義
』
で
は
「
一
依
名
釈
義
、
二

就
理
教
釈
義
、
三
就
互
相
釈
義
、
四
無
方
釈
義
」（
大
正
四
五
一
四
頁
上
）
と
あ
る
よ
う
に
、
名
称
に
若
干
の
相
違
が
み
ら
れ

る
。
平
井
俊
栄
『
法
華
玄
論
の
註
釈
的
研
究
』（
春
秋
社
・
一
九
八
七
年
）
で
は
、
こ
の
四
種
釈
義
に
つ
い
て
「
吉
蔵
が
と
く

に
語
句
の
解
釈
な
ど
、種
々
の
問
題
の
論
釈
を
な
す
場
合
に
用
い
た
解
釈
方
法
で
、単
な
る
語
句
の
解
釈
の
仕
方
に
と
ど
ま

ら
ず
吉
蔵
教
学
に
と
っ
て
重
要
な
基
礎
範
疇
と
な
っ
て
い
る
」（
五
〇
八
頁
）
と
述
べ
、
吉
蔵
の
教
学
を
理
解
す
る
う
え
に
お

い
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
釈
義
に
つ
い
て
概
説
し
て
お
く
。

①
依
名
釈
は
、
字
義
を
文
面
の
ま
ま
解
釈
す
る
こ
と
で
あ
り
、
本
条
目
で
は
、
権
は
文
字
通
り
仮
の
手
立
て
で
あ
り
、
実

は
あ
く
ま
で
も
真
理
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

②
相
資
釈
は
、一
つ
の
法
を
解
釈
す
る
に
当
り
、他
の
法
を
用
い
る
方
法
で
あ
り
、本
条
目
で
は
、実
を
権
の
側
面
か
ら
、

権
を
実
の
側
面
か
ら
解
釈
す
る
も
の
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
実
は
不
権
、
権
は
不
実
で
あ
る
と
い
う
よ
う

に
、
他
の
面
に
即
し
た
解
釈
を
な
す
の
が
相
資
釈
で
あ
る
。
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③
顕
道
釈
は
、
真
俗
が
共
に
無
相
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
で
あ
り
、
本
条
目
で
は
、
権
と
実
が
不
権
と
不
実
に
よ
っ
て

成
り
立
つ
と
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
②
相
資
釈
よ
り
も
更
に
反
面
側
の
立
場
が
強
調
さ
れ
、
実
（
不
権
）
と
権
（
不

実
）
を
同
様
に
見
よ
う
と
す
る
解
釈
で
あ
る
と
言
い
換
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

④
無
方
釈
は
、
多
の
面
よ
り
一
を
解
釈
す
る
方
法
で
あ
る
。
一
つ
の
法
を
他
の
一
法
で
解
釈
し
て
い
た
③
顕
道
釈
を
、
更

に
多
く
の
他
の
法
か
ら
解
釈
す
る
方
法
で
あ
る
。
本
条
目
で
は
『
華
厳
経
』
が
引
か
れ
、
多
即
一
的
な
解
釈
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。

以
上
、
前
号
（『
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
年
報
』
三
九
・
二
〇
一
七
年
）
に
引
き
続
き
、
巻
第
三
の
訳
注
を
お
こ
な
っ
た
が
、

本
巻
は
『
勝
鬘
宝
窟
』『
法
華
玄
論
』『
大
乗
玄
論
』『
法
華
論
疏
』
と
い
っ
た
吉
蔵
の
著
作
が
多
く
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
聖
徳
太
子
に
仮
託
さ
れ
た
『
説
法
明
眼
論
』
の
引
用
が
あ
る
こ
と
も
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ

う
。本

巻
で
特
筆
す
べ
き
は
、仏
身
観
に
関
す
る
条
目
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。仏
身
観
と
教
主
義
が
非
常
に
密
接
な
問
題

で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
条
目
が
、
頼
瑜
の
教
主
義
（
自
性
身
中
の
加
持
身
説
）
の
形
成
過
程
に
つ
い

て
考
察
す
る
う
え
で
注
目
さ
れ
る
。

な
お
、
こ
こ
で
諸
本
の
奥
書
に
記
さ
れ
た
人
物
に
つ
い
て
概
説
し
て
お
く
。

・
融
道
：
融
道
（
？
～
一
七
九
五
）。
智
山
の
学
侶
。
佐
渡
蓮
華
峯
寺
第
十
三
代
。
智
山
第
三
十
二
世
海
応
（
一
七
七
一
～
一
八

三
三
）
の
師
匠
で
あ
り
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
三
月
十
六
日
に
海
応
に
灌
頂
を
授
け
て
い
る
。
ま
た
、
海
応
に
唯
識
の

教
義
を
説
い
た
と
さ
れ
る
。（
村
山
正
榮
編
『
智
積
院
史
』
弘
法
大
師
遠
忌
事
務
局
・
一
九
三
四
年
・
七
五
頁
）

・
惟
圭
：
詳
細
不
明
。
髙
橋
秀
城
「
頼
瑜
撰
�
真
俗
雑
記
問
答
鈔
�
諸
本
概
略
」（
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
『
真
俗
雑
記
問

答
鈔
』
の
翻
刻
・
校
訂
研
究
会
編
『《
頼
瑜
撰
》�
真
俗
雑
記
問
答
鈔
�
の
研
究
』
ノ
ン
ブ
ル
社
・
二
〇
一
二
年
・
二
八
五
頁
）
は
、
惟
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圭
に
つ
い
て
、「（
真
言
宗
全
書
の
）
底
本
は
、
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
に
愛
宕
真
福
寺
惟
圭
範
海
（
一
六
八
八
？
～
一
七

五
八
？
）
が
校
訂
し
た
も
の
を
、
宝
暦
八
年
に
賢
心
が
書
写
し
、
さ
ら
に
宝
暦
八
年
～
十
一
年
（
一
七
五
八
～
一
七
六
一
）
の

間
に
宥
性
が
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
。

ま
た
、『
真
言
宗
全
書
』「
解
題
」（
二
六
三
頁
下
～
二
六
四
頁
上
）
に
は
、「
次
にX

本
は
明
和
三
・
四
の
頃
慈
忍
が
写

校
し
た
写
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
亦
惟
圭
本
の
展
転
写
本
で
あ
る
。
但
し
底
本
に
は
所
々
に
惟
圭
範
海
と
云
ひ
、
巻
第
二
十

四
のX

本
に
は
惟
圭
宗
融
と
あ
つ
て
相
違
す
る
が
、
年
号
並
に
年
齢
が
合
致
す
る
か
ら
別
人
で
な
く
、
惟
圭
・
範
海
・

宗
融
の
三
名
が
字
と
諱
と
号
と
の
別
と
考
へ
ら
れ
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
。

・
宥
性
：
詳
細
不
明
。
書
写
年
に
「
宝
暦
八
年
」（
一
七
五
八
）
と
あ
り
、
智
積
院
第
四
十
三
世
宥
性
（
一
八
二
一
～
一
八
九
五
）

と
は
時
代
が
合
わ
な
い
た
め
別
の
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。

・
仙
行
房
：
詳
細
不
明
。

・
道
瑜
：
十
輪
院
玄
音
房
道
瑜
（
一
四
二
二
～
一
四
九
二
以
後
）。
紀
伊
大
伝
法
院
学
頭
。
極
楽
院
左
学
頭
政
秀
（
生
没
年
不
詳
）

及
び
智
積
院
長
盛
（
生
没
年
不
詳
、
根
来
智
積
院
開
祖
）
に
師
事
し
て
教
相
を
受
け
る
。
文
明
の
頃
に
根
来
山
十
輪
院
に
住

し
、
衆
議
に
よ
っ
て
上
首
と
な
る
。
道
瑜
を
学
侶
ら
が
「
能
化
」
と
称
し
た
こ
と
が
、「
能
化
・
所
化
」
の
名
の
始
ま
り

で
あ
る
と
さ
れ
る
。

・
正
智
院
道
猷
：
大
含
房
道
猷
（
一
七
九
六
～
一
八
五
三
）。
高
野
山
正
智
院
の
学
匠
。
備
後
福
山
の
人
。
十
一
歳
で
高
野
山

に
登
り
正
智
院
乗
如
の
室
に
入
る
。
二
十
二
歳
に
帰
山
し
て
密
教
を
究
め
、
傍
ら
に
史
籍
を
探
る
。
文
政
六
年
（
一
八
二

三
）
に
正
智
院
を
継
ぎ
、
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
に
江
戸
へ
在
勤
す
る
傍
ら
『
弘
法
大
師
弟
子
譜
』
を
撰
述
し
て
天

保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
に
上
梓
す
る
。
ま
た
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
の
道
範
六
百
回
忌
に
当
た
り
、
道
範
撰
『
南
海
流

浪
記
』
に
伝
記
を
付
し
て
梓
刻
し
た
。
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最
後
に
、
今
回
扱
っ
た
諸
本
の
奥
書
に
基
づ
き
、
こ
れ
ら
諸
本
の
性
質
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く
。

ま
ず
「
薩
州
文
啓
」
の
名
が
見
ら
れ
るW

とZ

は
同
系
統
の
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に]

と[

は
、
全
く
同

じ
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
同
系
統
の
写
本
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
にY

に
の
み
、
仙
行
房
、
道
瑜
、
道
猷
と
い
う
他
本
に

見
ら
れ
な
い
学
匠
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、Y

はW
Z

、]
[

と
は
別
系
統
の
写
本
で
あ
ろ
う
。

奥
書
の
記
さ
れ
て
い
な
い_

^
\

に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、少
な
く
と
もW

Z

系
統
、]

[

系
統
、Y

系
統
の
、三

系
統
の
諸
本
が
あ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
別
所
弘
淳
）
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